





    

    




    









    １「記憶」
    　　　「姉さん！俺だよ。春樹　梶春樹」


 


　遅い秋、夕暮れ時。人通りの疎らな御堂筋の歩道を、黄色に染めた銀杏の落ち葉を踏み締めながら歩いている時に、突然前から歩いて来た男に抱きすくめられた。


　驚いた私は声も出ず、ただ男の腕の中で呆然と立ち尽くす。


　その時男が耳元でそう言ったのだった。


 


「春樹？」


「そうだよ。忘れたのか？」


　梶春樹。それはまだ十代の頃の知り合いの男の名だ。もう遠い昔、記憶の底で消えかかっている名前。私は両腕を男の胸に突き出し、やっとの思いで男の腕から逃れる。手のひらに彼が着ているジャケットの、上質なフラノの柔らかさを感じた。


 見上げるようにしてその男の顔を見る。随分身なりも風貌も変わっては居たが確かに春樹だった。


「びっくりしたわ。あなた、見た目は随分変わったのに、する事は変わらないわね。でも、あの頃はもう少しシャイだったような気がするけど・・・」


「さぁ？でも、姉さんはあんまり変わらないな」私の目を覗き込むようにしてそう言った。


「よく言うわね。あれから二十年も経ったのよ。変わらない訳ないじゃないの」私は彼の視線から顔を背けて逃れる。 「そうか？抱き心地はちっとも変わって無かったぜ」


「あなたねぇ。大体名乗りもしないで突然抱きつくなんて変質者のする事よ」もう一度彼に目を戻し、睨みつけた。


「そうかなぁ？俺はそのままキスしたかったんだけどなぁ」彼は照れ笑いを浮かべる。


「冗談言わないで？こんな所で何故二十年振りのあなたとキスしなきゃいけないのよ」


「まぁ良いじゃないか。すっごく嬉かったんだから」そう言って二十年前に私が彼の中で一番好きだった笑顔と同じ様に、目元に皺を寄せて笑って見せた。


　少し心の奥の方に暖かなものが広がった。


　あの頃の春樹は、一つ年下だが背も高く随分年上に見えるタイプのルックスで、そのくせ笑うと子供のような表情になった。その頃の私にはそのギャップがとても可愛く思えたものだった。その上初めて会った時から何故か懐かしい感じのする男の子だった。


　彼は私をいつも名前ではなく「姉さん」と呼んだ。学生の頃はお互いに仲間として認識して居た。別に恋愛感情が有った訳ではないと言う事だ。一緒にフォーク喫茶やロック喫茶でたむろする気の合う仲間。卒業してからも私が失恋などで寂しい時に連絡を取り、デートのような事もした。弟兼恋人代理。


 


「姉さん。これから時間無いか？」春樹が言った。


「無くは無いけど・・・」私は思わず口ごもる。


「せっかくこんな所で会ったんだし、一緒に飯でも食わない？」


「春樹は仕事の途中じゃないの？」


「そんなのどうにでもなるさ。それより姉さんは飯作りに帰んなきゃいけないのか？」


「電話しとけば大丈夫だけど。でも、やっぱりやめとこうかな」


「どうして？」


「わかんない」


　春樹は私の顔をのぞき込んで笑いながら言う。「怖いんだろう？」


　そう言えばこいつはこう言うところがあった。高校の頃から突然心を見透かしたような事を口にして私をたじろがせたのだ。それも彼の魅力の一つだったのかも知れない。


　私は口をとがらせて言う。「私が何を怖がって居るって言うの？」


「だったらいいじゃないか。旦那に電話しときなよ。俺も会社に電話するから」そう言って彼は、さっさと携帯で会社に適当な事を言って帰社しないで良いように計らった。 　


　私は踏ん切りがつかずに落ち葉で黄色くなった歩道に立ち尽くして居た。


「姉さん、ほら、行こう、」彼はそう言って私の腕を掴んで歩き始める。


歩きながら私はまだ迷って居た。春樹は、途中にあった電話ボックスに私を押し込んで言う。 「ここから電話しとけよ」


　私はあきらめて夫の携帯に電話した。そして私は友達と食事をして帰るから外で食べて帰るように言った。その間春樹は、少し離れた所で電話をしていた。私がボックスを出ると彼が近づいて来て言った。 ［ＯＫ？」


「ええ。でも、どこへ行くの？」


「任せとけ」彼はそう言って私の肩に腕を回して歩き始めた。


　私は彼の体温を肩と背中に感じながら、何を話せば良いのかが分からないまま黙って歩いた。


 


　春樹が連れて行ったのはシティホテルの３階に在る日本料理店だった。


　案内された席は三畳の小部屋で、違い棚に青紫の竜胆の花が一輪生けられていた。テーブルは一枚板の天然木で、木目の整ったものだった。落ち着いた雰囲気だ。赤と黒に塗り分けられた暗いロック喫茶に入り浸っていたあの悪ガキが随分大人になったものだ。


「何時予約したの？」


「さっき姉さんが旦那に電話してた時」


「随分慣れてるわね」


　彼はそれに笑って見せると、メニューに目をやって、日本酒を三本と季節のコースを注文した。そして店の人が出て行ってからもう一度笑って見せた。


「姉さん。俺、ずっと姉さんの事好きだったんだ」からかうようにそう言った。


　私もそれに答えて言う。「知ってるわよ。でも、あなたは私の事も、好きだっただけでしょう？」沢山の中の一人と言う意味を込めてそう言った。


「知ってたんだ」元々下がり気味の目じりを、目一杯下げて彼が言った。


「ええ。知ってたの」私はもう一度そう言って笑って見せ、テーブルの木目を目で追う。


「あの頃姉さんは俺の事どう思ってた？」 　


　私は返事に困った。「さぁ？昔の事だから忘れちゃったわ。後一年もしたらあなたの名前も、存在すらも忘れて居たかもしれない。だってそのくらい昔よ」


「今日出会えて良かった。来年だったら痴漢として警察に突出されて居たかもしれない」


「多分ね」


「俺は覚えてた」 　


　まじめな顔で春樹がそう言った時に「失礼します」の声と共に、三本のお銚子と小鉢をお盆に乗せた、淡い藤色の着物姿の仲居さんが入って来た。そして小鉢を二人の前に並べ清水焼きの透けるような薄い陶器に、燃えるような朱色で紅葉の絵付けがされた杯に、一杯づつお酌をして、出て行った。


「再会を祝して！」春樹はそう言って肘を張り嬉しそうにそれを口に運んだ。


　私もあまり強くないのだが、口をつける。 　


　私が彼の空いた杯に注ごうとするのを押しとどめて「手酌で行くから気にしないでくれ」と言うと自分の杯に酒を満たした。


「相変わらず沢山飲むの？」


「まぁな。あの頃程無茶はしなくなったけど。姉さんは？」


「ほとんど飲まない。あの頃からあまり強くなかったし」


「でも、確か、少し飲むと色っぽくなるんだったよな」


「そう？」


「沢山飲むと良いよ。怖い時には特に」 　


　私は座布団の上で横座りに足を崩して言う。 「ねぇ、さっきから私が何を怖がって居るって言うの？」


「言っても良いか？」 　


　私にはなんとなく彼が何を言おうとしているのか分かっていた。確かに私は恐れている。あの頃も、そして今もやはりそうだ。彼は私にとって何かが特別だったのだ。私にもよく分からない何か。深入りするととんでもない事に成りそうな何か。しかし、その何かを自覚する事も怖れの内の一つだった。 　


　春樹は私が答える前に少し声のトーンを落として話し始めた。


「姉さんは、俺には逆らえないんだよ。俺、昔から知ってた」 　


　真顔の春樹はそこで一度言葉を切り、杯を飲み干し、続けた。


「けど、俺には姉さんの欲しいものを与えられないのも分かってた」


「随分な言い方ね」そう言って私も杯を飲み干した。彼がそれにお酒を注ぐ。その彼の大きな手を見ながら続ける。


「じゃあ何故今日私を誘ったの？」


「俺も想い出がとっても大切な物だって分かる年になったのさ」 　


　私は俯いて首を振る。そしてまた杯を飲み干した。


「姉さん。そんなハイピッチで飲んだら潰れるぞ」いつもの軽い声のトーンに戻った。


「大丈夫よ。潰れたら夫に迎えに来てもらうわ。その時にはあなたも挨拶してよね」


「嫌だよ。俺は柱の陰に隠れる」


「どうして？別にかまわないじゃないの？」


「恋敵に挨拶したい奴なんて居るもんか」


「あなた、春樹って、世の中の男全部が恋敵なんじゃないの？」


「まぁな。そう言われればそうかも知れないけど・・・。でも、俺が姉さんにとって特別だったように、姉さんも俺にとって特別だったんだって」


「良く言うわね。私の友達何人に手を出したの？」


「数えた事無い」


「本当にあなたって言う男は、見境が無かったわね」何人かの友達の顔が思い出された。


「まぁな。それは認める。でも、それについて姉さんは俺に何にも言わなかったぜ」


「それはそうよ。だってあなたと付き合って居た訳じゃないし。あなたと恋愛関係になるのだけは避けてたもの」


「どうして？」知っているのに意地悪で尋ねているような顔でそう言った。 　


　私はどう答えるべきか逡巡しながら、結局なるべく素直に話す事が、この一筋縄で行かない男には一番効果的だったと言う事を思い出した。


「あなたがさっき言ったように、多分怖かったんだと思うわ」


「何が一体怖かったんだろう？」私が正直に答えた事に少し意外そうな顔をして、自分も少しまじめにそう言ったようだ。


「泥沼よ」


「なるほど。要するに面倒だったのか」


「それは当を得て居るわね。あなたを恋人だと思っちゃったら、間違いなく嫉妬の地獄が待っているもの。そんな地獄に自ら入って行く勇気なんて、十代の私は持ち合わせて無かったわ」


「それで俺を捨てて結婚したのか」本気とも冗談とも取れる表情で言った。


「冗談言わないでよ。捨てるも捨てないも、元々そんな関係じゃなかったでしょう？」


「そうか？俺、ちゃんと言わなかったっけ？」


「何を？」


「結婚なんかするなって」


「聞いたこと無いわね」


　私はそう答えたが、本当は彼が最後に言った言葉がずっと心のどこかに引っ掛かって居た。私が今の夫にもらった婚約指輪を見た春樹は、『俺だったらもっと大きなダイヤを買ってやるのに』と言ったのだ。多分肝心な所でシャイになってしまう春樹にはそれが精一杯だったのだろう。しかしあの時の私はその思いに気づかない振りをして聞き流した。 　


　自分の杯を見ながら春樹が声のトーンを落として言う。 「嘘つき。姉さんはちゃんと知ってたじゃないか」 　


　タイミング良く料理が運ばれて来てその話はそこで終わった。彼は仲居さんをからかってからお酒を追加注文する。私はとりあえず彼の注文したものを食べる。


「おいしいわよ。それに器も盛り付けも綺麗。あの頃のあなたからしたら、信じられないわね。だっていつも貧民してて結構私がおごってあげたのよ」


「はい。結構御馳走になりました。おかげさまでやっと一人前になれました」そう言っておどけて見せた。 　


　昔話をしながらハイペースで飲む彼に釣られて私も結構飲んで居た。


「春樹。私ちょっと飲み過ぎみたいだから何かノンアルコールのものを頼んでくれない？」


「駄目だよ。もうちょっと飲んでもらわないと口説けない」


「嫌よ。面倒は嫌いなの」


「まあまあ、もっとのみなさい」春樹は普通のオヤジのようにそう言って私の杯にまたお酒を注いだ。


「ねぇ、下心があるの？」私は不安になって尋ねる。


「そんな、滅相もない」彼は笑って茶化してしまった。 　


　次の料理が運ばれて来た時、彼はちゃんと私の為にウーロン茶を頼んでくれた。しかしその頃にはもう既に私のアルコール許容量の限界を越えて居た。 すべての料理を食べ終わる頃、顔は熱く火照り、私の世界はゆらゆらと揺れて居た。


 


　勘定を終えて店の前で春樹が言う。 「姉さん。大丈夫か？」私の腰に腕を回してのぞき込む。


「多分・・・。だから飲ませちゃいけないって言ったでしょう？」私は彼の腕から逃れ、そう言った。床に敷いてある沈んだ赤の絨毯が波打って見えていた。


「部屋取ってあるから少し休むと良いよ」


「春樹。計画犯罪？」


「せっかく偶然会ったんだぜ。それを見過ごすなんて俺の生き方に反する」


｢私には良く分からないわ」 私は春樹のグレーのフラノのジャケットの袖を掴んで自分を支えていた。


「良いじゃないか、たまには不倫も良いもんだ」軽い調子でそう言い放った。


｢嫌だってば。面倒は嫌いだって言ったでしょう？」


｢何度も聞いたよ。でも姉さんは俺には逆らえない。それに面倒なんて何も無い。ただ楽しめば良いんだよ」もう一度私の腰に腕を回してそう言った。


｢春樹。助けてよ」私は懇願するように言う。


｢大丈夫だって。姉さんだって本当は俺と寝たいんだろう？」彼が耳元でそう言った。 　


　私は首を振る。｢怖いのよ。あなたが怖いの」 　


　春樹は周りに人が居るにも関わらず、腰に回した腕に力を込め抱き寄せると、耳元言った。 ｢何も怖くない。俺に任せておけば大丈夫だから。昔だって困った事になんて成らなかっただろう？」


｢あの頃と今じゃ全然立場が違うわ。あなたにだって家庭があるんでしょう？あなたを待っている家族を裏切る事になるのよ」私は、彼の胸に手を当て、彼の腕から逃れようとした。


｢どうしてそんなに短絡的にものを考えるんだ。俺は誰も裏切ったりしない。自分自身もな」春樹はそう言って強い力でもう一度抱き寄せた。


「ねぇ。お願いだからはなして。恥ずかしいから」


「じゃあ、人が見てない所へ行こう」そう言って私を抱き抱えるようにしてロビーへ連れて行った。 　


　私はそのまま逃げ出す事も出来たはずだ。なのにただ立ち尽くしているだけだった。


　ロビーでチェックインをした春樹は、笑顔で戻ってそっと耳元で言った。 ｢姉さんは、俺がしたい事を拒めない」 　


　私は酔った頭から血の気が引くのを感じた。彼が腰を抱いていなければ、きっとそこに座り込んでしまっていただろう。私は結局春樹の仕掛けた罠に落ちていた。


 


　春樹がドアを開け、先に一人で部屋に入った。


「姉さん。自分の意思で入って来いよ」彼は奥に在るソファーに腰を下ろして、からかうようにそう言った。 　


　私はドアにもたれ掛かって立ちすくむ。足がどちらへも動かない。そのまま廊下を戻ればいつもの自分でいられる。それが一番楽な選択だった。しかし春樹は、そこで逡巡している私を面白そうに見ていた。 　


　春樹の囁いた『姉さんは俺には逆らえない』と言う言葉が頭の中をぐるぐる回っていた。どう言う意味なんだろう？私はなぜ春樹に逆らえないのだろう？頭の中がぼんやりしていた。 　


　もう一度春樹に目をやると、彼は少し真剣な顔で私を見ていた。


　足が動いた。それは私の思いとは関係なく、春樹の方へだった。 　


　部屋に入りドアを閉める。そのまま私はそこに座り込んだ。泣きたい気分だった。いや、気分だけでなく、本当に私は泣いていた。


　春樹が立ちあがってゆっくりと私の元へ来て優しい声で言う。「なぜ泣いているか分かってるか？」私は首を左右に振る。 　


　春樹は私を立たせると強く抱き締め口づけをする。彼の舌が入ってくるのを私は拒まなかった。何故だろう？何故ことごとく彼を受け入れてしまうのだろう？私には何も分からない。 　


　彼が長い口づけを終えてもう一度胸に抱き締めると言った。


「姉さんは俺の元に帰って来たんだ。元々俺達は夫婦だった。俺はずっと前からそれを知ってた。だから、きっといつかは今日みたいな偶然がおこるのもちゃんと知っていた。それで、さっき姉さんを見つけたときにものすごく嬉しくって思わず抱き締めてしまったんだ。信じられないのなら信じないで良い。でも、感じてくれ。俺の存在を純粋に感じてくれれば、俺が嘘を言っているんじゃないって判るから」 　


　私には彼が何を言っているのか判らなかった。そう言う非現実的な話とは全く無縁だったあの頃の春樹からは想像も出来ない言葉だった。 　


　元々夫婦？　どう言う事？　春樹は何を知っていたのだろう？　偶然じゃない？　頭の中で『？』がぐるぐる回っていた。 「ちょっと休ませて。頭の中を整理したいの」 　


　春樹は私を抱き抱えるとベッドへ運んだ。私はベッドの端に腰掛けて目を瞑る。 「元々夫婦ってどう言う事なの？」私は目を閉じたまま尋ねた。


　彼も隣りに腰を下ろすと大きなため息をついた。そして言った。


「俺って昔から変なところがあったんだ」


「そうだっけ？私は普通だと思ってたけど？」


「姉さんには言わなかったからな。実は俺、子供の頃から変な記憶があるんだ。まだ小さいうちには自分でもよく判らなかったんだけど、高校生ぐらいに成った頃、それが自分の前世の記憶だって気づいた」


「前世って？そんなにちゃんと覚えているの？」


　彼は頷いて続ける。 「何か変な格好をした俺がいて、いろんな事をしているんだ。ちょんまげみたいのを結ってる事もあったし、戦闘服を着てとっても悲しい気持ちで飛行機に乗っていたり、きったない着物を着て畑を耕していたりする｣


｢周りに居た人なんかも覚えているの？」


｢ああ。みんな顔が一緒だって言う訳じゃないけど、ちゃんと判る。今の親父が俺の息子だったりした事もある。人間関係がごちゃごちゃになってるんだけど、でもいつも何人かはおんなじ奴と一緒に暮らして居たみたいだ」 　


　私は首を大きく振って言う。「その中に私も居たって言うの？」 　


　春樹は大きく頷いて見せた。 　


　私はベッドを降りて跪き、彼の前に回って顔をのぞき込む。


　彼の話にとても興味があった。彼がどんな顔でそれを話して居るのかを知る必要があると思った。その時の彼の顔は、いい加減で女好きの彼らしくなく、本当に真剣にそれを語っているように思えた。 　


　春樹は私の顔を抱えるようにして、真剣な眼差しで彼を見ている私に、少し微笑んで見せると言った。 「姉さん。俺、こんな作り話で女を口説くような奴じゃなかったよな」


｢そうね。春樹はそんな回りくどい事をしなくっても、いつも欲しい女は手に入れていたわ。他の女の人の事は分からないけど、私はごく自然にあなたと寝たもの。それよりも先を聞かせて。私今、そう言う話にとても興味があるの」


｢やっぱりそうか。それで今日だったのか・・・」 　


　私は先を続けるように頷いて見せる。


｢姉さんは俺の嫁さんだった事があるんだ。多分江戸時代ぐらいの事だと思う。商家の一人娘で、俺は入り婿って言う奴。店の中にも蔵の中にも着物の反物が一杯あって、使用人も沢山居た。えーっと、名前は姉さんがお園だ。それで俺が平吉」 　


　作り話をして居るようには思えなかった。もし、これが女を騙すための作り話なのだったら、春樹はとても良いジゴロか、一流の役者になれるだろう。私は立ち上がって一番初めに彼が腰掛けていた深い茶色の革で出来たソファーにゆったりと座り込んだ。


｢ちょと長くなりそうね。私彼に電話しておくわ」そう断って電話をし、遅くなる事を夫に伝えた。その間春樹は、ベッドの上にじっと腰掛けて居た。電話を終えて春樹に言う。｢何か飲み物をもらって良い？」


　春樹は頷いて立ちあがると、冷蔵庫からブランデーの小瓶を出し、自分はストレートで、私には沢山のミネラルウォーターで割ったものを作ってくれた。そして私のとなりに腰を下ろした。


「それで、お園さんはどうなったの？」私はブランデーの香りのする水を一口飲んで尋ねる。


｢姉さん、本当に信じてくれるのか？俺、こんな話、大人になってから初めて他人にするんだ。学生の頃には、親しい友達に話したりした事もあったけど、その後は誰にも言ってない。俺の秘密だ」


｢秘密？」


｢そうさ。新しい人と出会っても、前の事が分かると大体がうまく行くんだよ。女と寝るのだってそう言う事なんだ。全然大変な事なんてなかった。寝るべき女とそうでない女が初めっから分かってるんだから。今はとても良い状態だ」


｢それってすごい事じゃない？」


｢そうだよ。　だから姉さんとの事も初めっから判ってた。　姉さんはお園の後にも本当の姉弟だった事がある。だから本当の姉さんだったんだ。　さっき言った特攻隊で死んじまった時に本当の姉だった。その時の姉さんは体が弱かったんだ。でも俺をすごく可愛がってくれた。俺はこの姉さんの面倒を一生みようと思ってたのに、戦争で十九に成るか成らないかの若さで死んじまった。その後姉さんはどうしたんだろうな。その時は生きてた時の事しか覚えていない」


「多分、その後すぐに死んでるわ。その時はあなたが死ぬまでの寿命しか持って来てなかったのよ」


「それ、どう言う事？姉さんにも記憶があるのか？」 　


　私は大きく首を振る。「違うの。私のはそんなにはっきりしたものじゃない。ただ、自然に判るのよ。だから、春樹に前世の記憶があるって言うのも別に変に思ったりはしないから、安心して話して良いわ」 　


　彼は頷き、グラス半分のブランデーを咽の奥に放り込むと、一瞬顔をしかめて、話し始めた。


「俺、お園だった姉さんを苦しめるだけの為に居たような気がする」 そう言うと小さく首を振り、残りのブランデーを一気に飲み干した。


「お園のこと、本当に好きだったんだよ。好きで好きでたまらなかった。でも、どこかがねじ曲がってたんだ。手代出身の入り婿と、大店のお嬢さんで、劣等感があったのかもしれない。それに姉さんはあの時も体が弱くって、ほとんど夫婦関係も持てなかった。俺は・・・俺はそれで女中とか店の客とかと手当たり次第に遊んだ。遊郭にも随分通ったよ。それでも姉さんはそんな俺を責めなかった。俺、それで調子に乗って姉さんに随分酷い事した」 　


　私はそれを聞きながらまた涙が込み上げて来て居た。


｢愛してたのよ。あんたの事、本当に愛してた。あんた私が見てる前で女中と寝たわよね。わざと見せつけるようにして」


｢そうなんだ。あの時のお園の悲しそうな目が忘れられない。あの時俺はその悲しそうな目に無性に腹が立ったんだ。なぜもっと怒らないんだって。俺を愛して居るのなら、もっと嫉妬に狂って、恐ろしい目をするのが普通なんじゃないのかって」


｢それであんたはあんなに理不尽に私を殴りつけたのね。愛が欲しかったんだ。あんたの思っている形の愛が｣


｢多分そう言う事なんだろうな。でも、あの時の俺にはそんな事判らないままだった。それで結局お園を殴り殺したあと店に火をつけて・・・結局獄門さ」


｢本当にあんたも辛い人生送ったのね」


｢今、俺と話してるのは誰だ？お園なのか？」


｢どうして？」


「だって、お園がいつも俺のこと『あんた』って呼んでた」


「あらっ、本当。いつの間にか春樹の事『あんた』って呼んでたわね」


「姉さんのそれって、どんな感じ？」 　


　春樹はそう言って自分でブランデーを注いで一口飲み、そのグラス越しに私を見た。私も少し喉を湿らせて言う。


「良く判らないのよ。あなたのみたいにはっきり覚えている訳でもないし、何かが見える訳でもない。ただ、知りたいと思う事がどこかから湧き出してくる感じ。感情とそれの意味が当たり前のように言葉と一緒に滑り出して来るの。でも、それっていつもの事じゃないのよ。何かの拍子に突然それはやって来る。さっきみたいにあなたがお園さんの事話したら、それについての感情がやって来るみたいな感じで。おかしいのはあなたじゃなくて私の方かもしれないわね」


「でも、俺の記憶と合ってた。それって本物だよ。それに俺の記憶も本物だって事じゃないのか？」


「春樹は自分の記憶を全面的に信じてた訳じゃないんだ」


「そうかもしれない。ただ、さっき言ったように便利なものだからそれを利用してはいたけど、覚えてるって良い事ばかりじゃないし」


「そうかもしれないわね。結構辛い思いもしたでしょうね」 　


　春樹は静かに頷いた。きっとその苦悩が高校生の彼を大人びて見せていたのだろう。


「でも、それだけの事を覚えていたら、怖いものなんて何も無いでしょう？」


「そうかもしれないな。役人に捕まって市中引き回しの上獄門なんて、滅多に体験出来るものでもないし、体験した奴はみんな死んじまった訳だから。それに敵の戦艦目がけてゼロ戦で突っ込むなんて言うのもそうそう出来る体験じゃない。でも、本当はそのどっちの時も怖いとは思わなかったんだ。誰を恨みもしなかったしな。ただ、またやり直しかって思ってた」


「やり直しね。人生ってやり直せるんだ」


「多分な。でも、一度だけ、人を恨んで死んだことがあった。ずっとずっと昔だ。国も日本じゃなかったし、俺は女だった」


「もしかしてその時にも私が居たの？」 　


　春樹は静かに首を振って、私から目を逸らせて言った。 「それは知らない方が良い。きっと姉さんも辛いから。それより俺と寝ようぜ」 　


　私は飲みかけていたグラスを落としそうになってあわてて言う。 「どうしてそうなるの？そんな話の後でそう言う気分に成れる訳ないじゃないの」


「でも、それが目的なんだし」そう言って私の肩を引き寄せた。 　


　酔いはもうとうに冷めていた。春樹の方は結構飲んだにもかかわらず顔色ひとつ変わっていない。私はグラスを置いて抵抗を試みる。 「無駄だって知ってるだろう？」春樹はそう言って私の両手を押さえつけた。


「どうして私と寝ようと思うの？もうあの頃みたいに若くもないし、興味本位でそう言うことする年でもないわ」


「何故だろう？俺にも判らないよ。ただ、姉さんを抱きたいって思うだけさ」そう言って口づけをした。 　


　多分に官能的な口づけだった。確かにそれは知らない男のものではなかった。私のなかで何かが崩れる予感がした。私の中で真っ赤な警告灯がけたたましく点滅していた。


「お願い。もっと時間を頂戴。今はまだ怖い。まだこっちの世界に居続けたいの」 　


　私は彼の口づけの余韻の中で意味も分からずそうつぶやいていた。 　


　春樹はそれを聞いて強い力で私を抱き締めた。息が詰まり、骨が折れるのではないかと思える程の力だった。その途端に意識が遠退いた。そしてお園の悲しみが私の中に満ちた。


「平吉さん、復讐はあれで終わったんじゃなかったのかい？」苦しい息の下で私はそう口走っていた。


「お園か」春樹は抱き締める力を弱めずにそう言った。 「そうだよ。あんたはもう一度あたしを殺すのかい？」


「お園、俺は本当にお前が好きだったんだ」


「知ってたよ。あたしだってあんたが大好きだった。だからあんたに殺されて幸せだったんだよ。だってあたしがあんたにした仕打ちに比べたら、あんな事なんでもないからね」


「お園は知っていたのか？」


「あんたに殺された時に思い出したんだ。あの時初めてね」 　


　春樹はお園の意識で話す私を突然離し、私の両肩を揺すって大声で私の名を呼んだ。


「めぐみ！めぐ姉さん！めぐみ！戻れ！早く戻らないと戻れなくなるぞ！」そう言って大きく揺すった。 　


　私の中にまだお園さんが半分居るようだった。それでも私はそっと目を開けて回りを見る。テーブルの上のグラスがぼんやり見えた。春樹がもう一度耳元で「めぐみ！」と叫んだ事でやっと意識が自分に戻った。


「春樹。どう成ってるの？何が起こったの？」 　


　春樹は頭を抱えて子供のように泣いていた。私は驚いて彼をのぞき込む。


「どうしたの？なぜ泣いているの？お願い説明して。私には知る権利があると思う」 　


　春樹は頷いて鼻をすすり上げ、息を整え、言った。 「悪かった。こんな事になるなんて思わなかったんだ。姉さんがそこまで目覚めてるなんて思わなかったし、俺、やっぱり今生でも姉さんを苦しめる為にいるのかもしれない」


「どうしたの？お園さんは何を言おうとしていたの？あれって憑依とか降霊って言う奴なの？」 　


　春樹は大きく首を横に振って言う。「違うよ。憑依っていうのは霊が憑く事だ。姉さんの場合は姉さん自身がお園に変わってしまっていた。だって姉さんがお園だったんだから。だから危ないんだ。戻って来れなくなるところだった。俺はとんでもない事をしてしまうところだった。ごめん」


「良く判らないわ」


「俺はまた姉さんに酷い事をしてしまうんだろうか？」


「良く判らないわ。でも、なんだかものすごい快感が私の中を駆け抜けたような気がする」


「快感？」


｢そうなの。あなたに殺されるって、快感だったのかもしれないわね。だってお園さん、ちっともあなたを恨んでなかったもの」


｢そうかもしれないな。それでもう一度生まれた時にも俺のそばにいてくれたのかも知れない｣


「きっとそうよ。それでまた今生でも会ったのよ」


｢大きな心のすれ違いを繰り返しながら愛し合ってたんだ」


｢高校生の頃春樹と初めて会った時、とても懐かしい気持ちになったのを覚えているわ。その時にはそんなに不思議に思わなかったけど、きっと何かいとおしむ心が残っていたのね」


｢俺は姉さんと初めて会った時、すごく嬉しかった。姉さんはクラブの部室で座ってギターを弾いていた。俺が部屋に入って行ったら姉さんは歌いながら俺を見て笑ったんだ。あの時の姉さんは悲しくて切ない歌を唄ってた。俺は今度こそ悲しませまいと思った。だから深入りしないようにとても注意したんだ。俺と居ればきっと姉さんは不幸になるって判ってたからな。お互いに強く求め過ぎるんだ。その思いが強すぎて、お互いを不幸にしてしまう。俺はさっきまで今回の出会いも、巧くやれるって思ってたのに」


｢駄目だった。どうしてでしょうね」


｢前の時には姉さんが全く普通の状態で、俺の力を受け流して居てくれたからだ。いつから今みたいな力が付いた？」


｢今みたいな力って言われても良く判らないんだけど、ここ十年ぐらいかしらね。ずっとそのタイプの事に興味はあったけど、自分には全然そんな力なんて無いと思ってたし、今だって全然霊能力なんて無いもの。ただちょっと何かと感応して、物語が読み取れるだけ」


｢何か辛い事があった？」


｢きっとね。私は楽しかったって思ってるけど」


｢多分そのせいだ。魂が必要な事を学んだんだ」


｢あなた、そう言う事に詳しいの？」


｢まぁな。能力開発の仕事をしてるんだ。でも、自分の記憶の事は秘密にしてるけど」


「マインドコントロールとか、ポジティブシンキングとかって言うあれ？」


「そう。企業の人材教育とかに結構人気があるんだ。それに自分を捜しながらいろんな事に悩んでいる人も山程居る。俺自身は知らん顔してコーディネートしてるだけだけど・・・企業の為だったら講師を呼んで講習会をしたり、個人の為には、講師の元にクライアントを送り込んだりする。でも、講師って言っても、発展途上の人がほとんどだから、そのレベルに合わせたクライアントとマッチングさせるのが大変なんだ。でも結構儲かる」


｢その講師の中であなたのその力を見ぬいた人は居ないの？」


｢一人だけ居た。一番細かい波動レベルの人だ。でも、そのレベルまで行って居ると、俺が隠して居る事をわざわざ掘り起こしたりしない」


｢そう言うものかもしれないわね。それで、あなたも密かに学んでるって言うわけ？」


｢まぁな。趣味と実益を兼ねてる」


「でも、なぜ今日偶然会ったんでしょうね」


｢さぁ？多分それはこれから判るって思うよ。多分だけどな｣


｢これからって？」


「そう、これから」そう言って彼は自分の名刺を出し、それに携帯番号を書き加えて私に差し出した。 　


　私はそれを受け取り、そのままバッグに入れた。そして、そのバッグの中から自分の名刺を出して彼に渡す。彼は意外そうにそれを受け取った。 　


「伊藤めぐみ。旧姓のままで仕事をしてるんだ。今は確か吉野だったよな。まさか、連絡先を教えて貰えるとは思わなかったよ」そう言って私の名刺を見た。 　


　そこにはオフィスの住所と電話番号。それに肩書きの無い私の名前だけが刷り込まれている。


「此処に住んでるのか？」


「オフィスよ。フリーで仕事をしてるの。携帯は嫌いだから持ってないけど、私が居ないときには留守電になっているから伝言しておいてくれれば大抵連絡は取れると思う」


「何をしてるの？」


「婦人服の企画。お互いの仕事を聞くまで五時間かかったわ」私は時計を見ながら笑った。


「ずっと中身の濃い話をしていたからな」


「寝るの寝ないのって言う話の何処が濃いのかしら？」


「恋の話さ」そう言って彼はそっと引き寄せた。 　


　私はまた懐かしい感じがした。しかしその懐かしさは生まれる前のものではなく、若かった頃の恋人代理としての彼に対しての想いだと思う。


「巧くセーブしないと大変なことになる」彼はそう独り言を言った。


 


　ホテルを出て、彼はタクシーを拾った。そして私を一人で乗せ手を振った。私は食事の礼を言って一人で帰途についた。タクシーの中で彼がくれた名刺を見る。


 


　　メモリーコーポレーション 　　　代表取締役社長　　　梶　春樹


 


　メモリー・・・記憶と言う事か・・・。


　春樹らしいネーミングだと思った。


　それが始まり。













    ２「幻」
    　春樹と再会した次の日に突然の仕事が舞い込み、慌ただしく一月が経った。初めての相手先でそれも大急ぎの仕事だった。その間春樹からの連絡は無かった。


 


　一仕事終えてほっと一息ついた時私は、春樹との再会の意味を知りたいと思うようになった。あまりにも不思議だった。もちろん輪廻転生を否定する気は無い。多分キリスト教徒の西洋人よりも仏教的思想に慣れ親しんでる私には、そう言う思想に関しては免疫があるのだろう。それにしてもあの五時間はあまりにも不思議に満ちていた。 　


 


　元々私の知っている春樹と言う男は、神秘的な世界の対極で生きているような男だったのだ。快楽主義者で、世間的な善悪などとは無関係に生きて居るようなところのある男だった。何度も警察に補導され、突然学校に来なくなると言う事も良くあった。あいつなら幽霊とでも気に入った良い女であればためらわずに寝るだろうと言う感じだ。それが生身の女なら、どんな素性であろうと気にしたりはしなかっただろう。喧嘩もよくしていた。大体において非行少年と呼ばれる者が犯す罪は、ほとんどなんのためらいもなく楽しんでいたような奴。


　そんな男の口から前世と言う非現実的な言葉が出るなど、全く想像も出来ない出来事だった。しかし、それはきっと私の思い込みなのだろう。そんな不良少年が、前世を覚えて居て悪いことは何もないのだから。ただ、普通の神経の持ち主なら、彼が言ったような罪人として死んだような場合、懲りて真人間になるのが普通だろうと思うだけだ。多分それも私の勝手な思い込みにしか過ぎないのだろう。春樹が言ったように、怖いものが何も無くなったら、楽しそうな事を片っ端からやってみると言う考え方もあるような気もした。


　それにしても不思議な事はまだあった。春樹の話に対して私の取った反応だ。あれは一体何だったのだろう。お園さんのあの感情と言葉。あれは確かに私の内から出たものだ。


　自分を疑るのは馬鹿げて居る。私が感じ、私が喋った。あの時には大した事じゃないと思っていたが、一月経って考えると本当に奇妙な出来事だった。


　やはりあれは夢だったのだ。とても精巧な夢を見て、それと現実の区別がつかなくなっているだけなのだ。そう思う事で、何とか納得しようとしていた。しかし、春樹は、そして私のカルマは、そうさせてくれなかった。


 


「姉さん、元気してるか？　至急連絡くれ」


 


　仕事を終え、やっと自分の時間をもてた私は、もう少し前世やカルマについて知りたくなり、図書館へ足を運んだ。そして何冊かの興味深い本を選び出し、借りて来た。


　オフィスに戻ったら留守電にそう入っていた。名乗っては居ないがもちろん春樹に決まって居る。一人娘の私を姉さんと呼ぶのはあいつだけだ。それに、一ヶ月前をまざまざと思い出させる声だった。


　彼の名刺をデスクの引き出しから引っぱり出し、携帯に電話する。三回目のコールで男が出た。


 


「もしもし、梶です」


「伊藤です」


「姉さん。戻ったんだな。今から行くから」そう言うと彼は勝手に電話を切った。


　私は訳も分からず頸を捻って受話器を置いて言う。「勝手な奴！」


　図書館で借りてきた分厚い本をデスクの隅に積み上げ、コーヒーを入れるためにお湯を沸かした。それが沸くと同時にロビーのオートロックのチャイムが鳴った。モニターで確認すると、照れ笑いを浮かべた春樹が居た。


「どうぞ」私はそう言って玄関のロックを解除した。しばらくして部屋のチャイムが鳴った。


　部屋のロックを解除してドアを開ける。そこには真っ赤な薔薇の花束を抱えた春樹が照れくさそうに立って居た。 「どうぞ」そう言って彼を招き入れる。


「姉さん。戻ってくれて助かった。これ・・・」そう言って大きな花束を私に押しつけるようにして手渡した。


「どうも有り難う」私はそう言って香りを楽しんだ。


「さっき来た時、姉さんが留守だったからこれ持ってオロオロした」


「まあ座ってよ」私はソファーを勧め、沸いたばかりのお湯でコーヒーをたてる。


　春樹は、コーヒーの用意をする私を後ろから抱きしめると言った。 「会いたかったんだ。あれから一月、ずっと姉さんの事ばかり考えてた」


　私は両手にコーヒーカップを持って言う。 「馬鹿なこと言ってるんじゃないわよ。ほら、熱くて危ないからそっちへ行って座って」


　春樹は抱きしめていた腕を解くと、カップを一つ受け取って一口飲む。 「旨い」


　私は椅子に腰掛け、もう一度彼にも座るように言う。


　このオフィスを借りた時、疲れたら昼寝が出来るようにと、予算より少し高かったけれど思い切ってイタリア製のカウチタイプのソファーを入れた。このカウチに寝そべって昼寝をする事が私の楽しみでもあり、息抜きでもある。


　彼はカップを手に持ってそのカウチに腰を下ろした。テーブルの上には春樹の持ってきた真っ赤な花束が乗っている。


「どうしてこんなものを持ってきたの？」私が尋ねる。


「花を貰って喜ばない女性は居ないって、講習会で聞いた。でも、真っ昼間にこれを持って歩くのは勇気がいったぜ。それに姉さんは留守だし、どうしようかって思った」


「今度その講師を呼ぶ事があったら、花束って似合う人とそうでない人が居るって言う事をちゃんと言っておいた方が良いわよ」


「俺には似合わなかったのか？」


「いいえ、とっても良くお似合いでしたよ。それにとっても嬉しかったわ。ただ、そこにあなたの下心さえ見えなければね」


「それは仕方ない。俺、回りくどいのって嫌いなんだ。それに女を騙すのもな」


「あなたは女を騙したことがないって言うの？」


「そうだよ。俺はいつも思った事をちゃんとストレートに伝えてる」


　なるほどと思った。つまりこの男はどの女とも本気だというのだろう。本気で遊んで居ただけなのだ。『俺と遊ぼうよ』これがあの頃のこいつの口癖だった。そう言えば私の友達達とも随分遊んだようだが、春樹に傷つけられたという話は聞いたことが無い。


「ストレートすぎるって言うのも、困ったものよね。それに私は今、春樹と遊びたくないの」


「姉さん、勘違いしちゃいけない。俺、一度も姉さんに対して『遊ぼう』って言って無いだろう？昔も姉さんと遊ぶつもりなんて全く無かったし、今も無い。俺だってあの頃はまた姉さんを傷つけるのが怖かったから。それに今は本気だ。本気で姉さんと寝たいだけだ」


 


　そう言われれば、昔から私に向かってそれを言われた事は無いような気がする。私の前で、いろいろな女の子にあいさつ変わりにそう言っていたのを聞いていたから、春樹イコール『遊ぼう』と思っていたのだ。


　いつも私の方から春樹に連絡を取っただけで、春樹が私を誘った事は無かった。それでも会えば春樹は失恋やストレスで冷えてしまった私の心に温かさを与えてくれた。春樹は恋人の役を随分上手に演じてくれた。しかしそれはお互いにお芝居だと言う事を理解し、同意した上の付き合い方だったように思う。その時だけの恋人ごっこを、私の為に彼が演じてくれたのだ。


「本気で私と寝るってどう言う事なの？それにどんな意味があるの？」


「それが判らないから俺もいつになく戸惑っている。でも、本当に遊びたいんじゃない。女を抱きたいって言う衝動とも全く違う。なんだか判らないけど、姉さんと寝たくてしょうがない。姉さんを抱いた時の感触だとか、匂いだとか、そう言うのが俺の中で渦巻いてるんだ。そう言う時には取りあえず寝てみるのが手っ取り早いと思わないか？」


「とっても短絡的な考えね」


　そう言って私はテーブルの上のバラの花束を見つめた。何故かその空間だけが違う色をもっているように思えた。 　私は手をのばしてそれを取る。するとその花束の周りの色の違う空間に私も入ってしまったように感じた。


　その時、店の人が取り残していたたった一本の薔薇の刺が私の指を刺した。軽い痛みとともに指に小さな赤い点が付き、それがゆっくりと膨らみ、表面張力の限界を超えて流れ出した。


　春樹はあわてて私の手を取り、指をなめた。


「ねえ、春樹。何を始めようと言うの？私はただの女で、それなりに幸せに生きているのよ。あなたの望むものを与える事なんて出来ないわ」


　指の先に彼の舌の感触を感じながら私は言った。彼の存在と重い痺れを感じながらも私は、彼から自分の指を取り戻し、引き出しから取り出したバンドエイドを巻いた。


「俺は一月その衝動と戦って来た。俺だって姉さんの幸せを壊したくなんてない。だからずっと何とかそれを押し殺そうとした。でも、姉さんは今本当に幸せなのか？今の生活を望んで生まれて来たのか？俺と出会ったのは本当にただの偶然なのか？俺がこんなに姉さんの事思っているのはただの前世の罪の意識からだけなのか？」


「世の中に偶然なんて存在しない。多分、何かの意味があって、あなたは私を求めているのよ。それにそれは罪悪感なんて言う物じゃない。その問題はもう終わっている」


　私はあの変な感覚の元でそう言っていた。背中が暖かくなり、体が軽くなる。そして、どこからともなく私の中に知識と言葉が流れ込んでくるのだ。


「姉さん。誰？誰がそこに居るんだ？色が違う。空気の色が」


　春樹がそう言った事で、私は初めてその感覚を意識した。


「空気の色がどう違うの？私にも良く判らないのよ。そう言えば、私、今偉そうな事言ったわね。気にしないで」


「いや、姉さんは確かに新しいタイプの力を持っている。霊媒能力でも無いし、チャネリングでも無い。それらはみんな自分の意識の無い時やそれをどこかに押しやった状態で働くものだ。確かに細かい波動レベルのチャネラーは、普通の状態でチャネリングするけど、それでもチューニングするのにもっといろんな手順がいるんだ。でも、姉さんのは違う。まるで右を向いて左を向くぐらいの感じでそれが起こってる。この前のお園の時は随分危険な状態だったけど、今のは全く違う。なんだか薄いベールに守られるように包まれて、それが柔らかな光を放っていた。とても穏やかで、暖かいエネルギーだ。それは俺が姉さんを抱きしめる時に感じるものと同じ。多分俺はそれが欲しかったんだ」 　


　私は首を振って見せる。


「判らないのよ。本当に何も判らない。ただ、誰かが自分自身に対して疑問を持って居る時、私はそれに答えしまうみたいなの。なんだか高いところからものを言って居るみたいで、後で自分自身嫌になる事も沢山あるのよ。でも、そう言う場面に出くわしたら、答えてしまう。それで答えて居るうちにその人がとてもいとおしく思えるの」


「不思議な力だ。今までに聞いた事がない。カリスマ性って言うのでもないし、ニューエイジの人達のヒーリングパワーって言うのでもない。姉さんのその力は一体何を目的として居るんだろう？」


「そんなの判らないわ。だって、春樹言うまで意識した事もなかったんですもの。ただ、たまに偉そうな事を言って、その人に嫌われたんじゃないかしらって心配していただけよ」


「そんな風に言った人、居た？」


「いいえ。今のところ面と向かってそんな風に言った人は居ないわ。たまに良い話を聞かせて貰ったって言って喜んでくれる人が居るけどね。でも、本当のところは判らないわよ。だって、私の体験談って言う訳でも無いし、それで問題がすぐに解決する訳でもないもの。私が話すのは、大体物事の理みたいなもので、考え方の目安でしかないのよ。それに、人の考え方なんて、そんなにすぐに変わったりするものでもないし、結局何も変わらない。ただ偉そうに何か言っただけって言う感じよ」


「それでもまた姉さんに相談したりするんだろう？」


　私は頷いて見せた。


　春樹が続ける。「きっと、姉さんからその人達に何らかのエネルギーが移動して居るんだ。さっき俺が感じたような事がいつも起こっているんじゃないのかな」


「でも、誰も色が変わったなんて言わないわよ」


「俺には前世の記憶と、そう言うものを視る能力がある。人のオーラだとか、エネルギーの場って奴だ。要するに見えないものを視ることが出来るって事」


「それって、もしかして幽霊なんかも視えちゃうの？」


「たまにな。でも、幽霊って言われて居る物のほとんどは、残存記憶がそこに焼き付いているだけなんだ。祟ったり、呪い殺したりって言うのは余程の因縁がなければ起こらない。つまり、その原因の為にそこに引きつけられて、そう言う目に遭ってしまう運命の持ち主だけが祟られるって言う事。往々にしてそう言う奴はそれを繰り返すけどな。それにもちゃんと意味があって、それを理解するまでその出来事が続く。その他は、その場所にある何かにその時の記憶が刷り込まれて居るだけだ。たいてい恐怖って言うものが一番強いから、それが残ることが多いんだけど、たまには喜びだとか楽しさみたいなものも残っている。つまり、生きて居た時の感情の記憶が残っている居るって言う事だな」


「春樹はそれを読み取っちゃうんだ。空間が磁気テープみたいなもので、そこに感情が記憶されているって言う事ね。それで春樹は、再生機を持って居るって理解して良いのかしら？」


「ほぼ正解だ。そう言う理解の仕方で良いと思う」


「ねぇ、と言う事は、魂にも記憶があるって言う事なんじゃないの？春樹は、きっとそれを読み取ってるのよ。それがあなたの前世の記憶なんじゃないの？」


「多分そうだと思う」


「それだけの力が有るんだったら、もっと修行して、人の為になるような事をやればいいのに」


「人の為って、何が出来るって言うんだ。その人の因縁を知ったところで、その人の人生に介入出来る訳じゃない。修行もする事はしたが、それは自分の持ってる力を知る為だった。だから、俺は霊媒師みたいに徐霊も滅多にしない。だいたい憑依されやすい人って言うのは、本人がそれを望んでそうなっているんだ。それで何度も同じ状況を繰り返すだけさ。人は究極的には自分で決めたように生きている。生まれてくることも自分で決めているし、死ぬことだって自分で決めている。それが判ってて、人の人生に口を出すなんて出来ない。俺はただ、自分の決めた道を歩いていると言うことを思い出して貰うために今の仕事を選んだんだ。要するに、結果が判って居る状態で、自分で決めた道なんだから、それはその人にとって最良の道を歩いているって事だろう？だから今の仕事が俺にとって一番の人助けであり、自分助けなんだ」


「それがポジティブシンキングなの？」


「まぁそんなものかな。要するにみんな悩むのも迷うのも自分で好きでやってるのさ。本人がどんなに否定しようとな。だって俺達はみんなどんな事でも実現出来る力をもっているんだ。ただ、自分のしようと決めた事だけをしてるだけ。大体においてうちが呼ぶ講師達は、成功をイメージしろって言うけど、俺に言わせれば、成功しようと思って生まれて来てない限り無理だな。まぁ広い意味で言えば、みんな成功して居るんだけど」


「どう言う事？」


「つまり、生まれる時に自分で何をしようか決めて来てるって言う事だ。それが人助けかもしれないし、人殺しかもしれない。そう決めて生まれてきたから、すべてのものがそれに向けて仕組まれている。だから、その目的を達成しないでおく事は至難の業だ。どう足掻いてもそれに沿った人生を歩いてしまうって言う事だな。それが広い意味での成功。例えば、うちの講習会で何かに気付いて、それから成功する人が居るとするだろう？もちろんその成功って言うのは社会的な成功って言う意味だけど。でも、それって元々その人のその時点でその話に出会うように仕組まれてただけの事なんだ。だから、うちの仕事も役に立ってない訳ではない。必要な人が必要な時にうちの持ってる知恵だとかノウハウを引き出しに来れるって言う事だからな。もちろん商売的にはみんなが社会的に成功できるってうたっているけど」


「それって、運命論だとか宿命論だとかと同じものなの？」


「ああ。でも、今までのそう言うものはそれに逆らえないって思われてるじゃないか。多分にネガティブな感じ。俺はもっとポジティブにそれを受け取っても良いんじゃないかって思っている。自分が一番したい事が出来るように決めて生まれて来た。つまり決めたのは自分。例えば、もの凄い逆境に生まれてしまった人って言うのは、それに流される為に生まれて来たんじゃなくって、それを乗り越えるために生まれて来たって言うように。その境遇でしか学べないものが知りたかったから、その境遇を作り出したって言う事。それを認めてしまえば、愚痴ったり、足掻いたりしてる暇が惜しくなる。せっかくのチャンスなんだからそれをいかに生かして学ぶかを考える方が、効率的なんだ。そうすれば、その現象は終わって行く。学ぶべき事を学んでしまえば、それが必要なくなるから。それで、元に戻る。結局、必要なものしかやって来ないって言う事。反対に言えば、必要でないものもやっては来ない」


「春樹。大体において、私が人に話してきたことと同じ意味のことをあなたは言ってるわ。まるでどこかで同じ知識を学んだように」


「姉さんは、どこで学んだの？」


「判らない。もちろん宗教だとか、哲学の本も読むには読んだけど、結局言葉を知るためだけだったと思うの。それと、考え方の筋道みたいなものは役に立ったかも知れない。でも、結局私の口を使って話しているのは、私じゃなかったのかもしれないわ。いや、個に別れて居ない私」


「そうだよ。それを宗教では神とか仏と呼んで居る。それとハイヤーセルフと言う呼び方もある」


「そう、内なる神を感じろだとか、仏性を目覚めさせろだとかって言う事なのよね。最近その関係のことを読んだり書いたりしてたんだけど、今の宗教界も、外に神や仏を設定する事に無理が来ているみたいよ。昔は神さまや仏様って、罰を当てたり、加護をくれたりする存在だったけど、それは支配者の都合でしか無かったみたい。だから、昔から聖人と呼ばれる人達は、ちゃんと内なる神、つまり自分自身が神と繋がった存在であると言う事を知ってたんですって。輪廻転生だとか、魂の存在なんかも、知ってたって」


「そうみたいだな。俺も、いろんな人の話を聞いて知ってる。そして、今の時代にそれが人々に知られるようになっていると言う事にも意味があるようだ」


「世紀末って言うものかしら？」


「多分な。物質文明や、今の科学と呼ばれて居る小さな知識の中での価値判断に陰りがでてきてるんじゃないか？」 「春樹。なんだか今日はまじめな話をしてるわね」


「そうさ。俺はいつだってまじめなんだ。ところで、俺に抱かれてみる気になってきた？」


「またそれに戻っちゃうの？」


「まぁな。でも、大分判ってきたよ」


「何が？」


「俺がどうして姉さんを抱きたいって思ってるのかって言う理由」


「どう言う意味があったの？」


「要するに、姉さんの不思議なエネルギーが今の俺に必要だって言う事さ。必要だから再会した」


「だったら、私にもあなたが必要だって言う事？」


「もちろんだよ。さっきも言ったように必要のないものとは出会わない」


「でも、私にとってあなたを拒絶する事を学ぶ必要があって出会っているのかもしれないわ」


「すごい。本当に姉さんは理解して居るんだ。普通の人にそれはなかなか気づかない事なんだよ。でも、俺はそうじゃないって思うけどな。何故なら、姉さんはさっき因縁、つまりお園と平吉の事はもう終わったって言ったからな」


「そう言えば、そんな事を言ったわね。じゃあ、もっと違う意味があるって言う事？」


「そう。だから一度寝てみようよ。姉さんが思ってるほどそんなに大したことじゃない」


「あなたにとってはそうかもしれないけど、私にとってはとても大きな問題よ。だって、私夫ともセックスなんてしてないのよ。今流行のセックスレス夫婦って言う奴」


「じゃあ子供は？」


「居ないわ。本当にほとんど夫婦関係はないの。でも、結構巧くは行って居るのよ。きっとお園さんだった時に出来なかった事を今の夫婦関係でやってるって事なんでしょうね」


「姉さんはセックスが嫌いなの？」


「いいえ。そうじゃないと思うわ。でも、それだけに縛られるのはもう嫌だったのかもしれない」


「姉さん、やっぱり一度それ、解放してみた方が良いよ。それに俺が相手だったら、そんなに問題が起こったりしないし、旦那に知れることも無い」


「簡単に言うわね。結婚して十五年近くこの状態で来て居るのよ。今更泥沼に入って行く気なんて無いわ」


「だから、そんな事にはならないって」


「夫は知らなくても、私は知って居るのよ。それが泥沼なの。面倒臭いじゃない。それにセックスにそんなに意味があるとは思えないもの」


「姉さん。それ、変だよ。お園は、自分の身体が丈夫だったら、俺が女遊びなんてしないって思って、病弱な自分を呪うようにして俺の仕打ちに耐えたんだ。そしてその後セックス無しでも一緒に居られるようにって姉弟で生まれた。でも、結局どちらもうまく行かなかった。それで、今度の生でまた出会った。そして、今回はちゃんとセックスしたじゃないか。確かに、最初は失敗はしたけど」


「そう言えば、一番初めの時にはうまく行かなかったのよね。あんなの私最初で最後だったわ」


「俺が駄目だったんだ。姉さんとお園が重なって、とても怖かった」


「でも、何度目かの時にちゃんと出来たのよね。それでもう終わったのよ。あなたはいつも暖かかったし、懐かしい匂いがしたわ。本当に大好きだったのよ。結婚を決めた時も、一番好きなのはあなただった。でも、私は二番目に好きな人と結婚しょうと思ってたの。それがとても良い選択だった。私の強すぎる情念を巧く逃す方法だったのかもしれないわね」


「俺だって、終わったんだって思ってたよ。これで良かったって。けど、また出会ったんだ。それの意味もだんだん分かって来た。今回は過去のカルマで出会ったんじゃない。多分、新しい何かが始まる為に出会い直したんだ。暫く一緒に歩いてみないか？必要なものはそこに用意されているから」


「一緒に歩く？あなたとたまにこうして会うって言う程度の事で良いのかしら？」


「まぁね。もしかしたら姉さんを押し倒してレイプする事が有るかも知れないけど、それはそれでまた後で考えるとして、暫くお互いに情報を与え合うと言う事だ」


「危険な話。あなたは本当に危険な男だわ」


「でも、火中の栗を拾うって言うだろう？それより危険だと思わなければ良いんだよ。必要ないものはやって来ないんだから」


「知識の実践。練習問題かもしれないわね」


「そうか。そう言う事か。楽しみだ。いや、どんな事でも楽しむ姿勢を崩さないように心掛けないと」


「そう、流されずに楽しむのよ。目を閉じないで、感覚を閉ざさないで、いつも感じて、味わって、知るの。それが一つの真理よ」いつもの私じゃない誰かがそう言った。


 


　何処へ向かっているのだろうか？私は、そして私達は。いや、私達の魂は、一体何を目指しているのだろう？私は知っている。確かに私は何もかも知っているのだ。なのに何故此処に生まれ、生きているのだろう？


　春樹との再会は、私にとって必要な事だった。それをまず認めてから考えなければならないのだ。


　確かに、初めて私は同じ感覚を持った者と出会った。私の中に起こりつつある変化を言葉にし、それを肯定出来るような私以外の人物との出会いを、ずっと心の何処かで求め続けていた。しかし、それが春樹だったなんて、神さまはなんて意地悪なんだろう？


　いや、そうじゃない。私にとっての神は、私の内にある存在だ。つまり、私が春樹にその役割を振り分けたのだ。肉体を持っている事によって生ずる情念を、魂としての愛に転化する必要があるのだろうか。


　私はまた、いくつもの失敗を繰り返し、回り道をしながら辿り着くのだろうか。


　春樹が言ったように楽しまなくてはならない。どんなに辛いと思える現象にも必ず楽しみは隠れているのだ。それは、ずっと前から私の中の何ものかが、私に告げ続けていることだった。


　恐れるな。恐れは何も生み出さない。恐れの感情すら、楽しむべきなのだと私の中の何者かは告げ続けている。 　


　失うものも手に入れるものも何もない。すべては幻でしかない。痛みも快感も魂に、何も影響を及ぼさない。


　私の理解した事を実践出来るのだろうか？


　やはりそこには不安があった。それは、必要のないものだと判っていても、生まれて今まで生きてきた間に身に付いた知恵や傾向だからだ。


　死の世界に入って行くに等しい道かも知れない。だから恐れがそこにあるのだ。しかし私は、死の世界が恐れるべきものでは無いと言う事も知っていた。


　ならば何を恐れると言うのだろう？


　やはり、恐れなどは必要無いものなのだ。不安も、迷いも、すべて必要ない。私の思考は、いつも必ずこの結論にたどり着いてしまう。なのにやはり、恐怖に戦き、不安に脅える私が此処に居る。情けないと思った。こんな私が、よく今まで他人に偉そうな事を言って来たものだ。しかし、私に言わせている何者かは、いつもそれさえ肯定して居た。


　それで良いのだと。何も、否定すべきものなど存在しないのだと。ただ学ぶべきものが幻としてそこに存在するだけなのだと。


 


「春樹。あなたは幻なの？」私はそう尋ねてみた。


　にっこりと笑った春樹がそれに答えた。「もちろんだ。俺は幻。そして姉さんも」


　私は椅子を立ち、座っている彼の前に屈み込んで、彼の顔に触れ、そっと口づけしてみた。


「幻にしては暖かいわ」私がそう言うと、彼は私をそのまま膝の上に抱き寄せた。


「この感触自体が幻なんだ」そう言ってとてもいとおしそうに口づけした。


　頭の中で色んな物語が早回しに流れて行った。しかし、私はそれを追いはしなかった。多分あれは、春樹の記憶。そして最後に残った映像が、とてもむごい殺され方をした大昔の中国の貴婦人。それは確かに春樹だった。その春樹を殺したのが嫉妬に狂った男だった私。そこで春樹の記憶は止まって居た。何故か金木犀の香りが漂っていた。


 


「やってみましょう。二人で何が出来るかは判らないけど、きっとあなたとなら楽しめそうな気がするわ」私は彼の膝の上でそう言った。


「姉さん。見たのか？」


「ええ。でも、もう終わったのよ。少なくとも私の中では。あなたの中でもそれが早く終わる事を祈ってるわ」私はそう言ってもう一度口づけした。


「幻にしておくには勿体ない女だ」そう言って私の胸に顔を埋めて、春樹は泣いた。内にあるものを解放して居るようだった。


 


　ひとしきり泣いて少し照れながらもいつもの表情に戻った春樹の為に、もう一杯コーヒーを入れた。春樹は、それをゆっくり飲んだ。その落ち着いた表情を見ている間に私の心の方向性が決まっていくのを感じた。


「春樹。これ、自分のために書いている物語なんだけど、読んでくれる？まだ終わっていない、中途半端な物語。でも、あなたならきっとこの先を書くために必要なものを共有出来そうな気がするの。もう随分前に書き始めたのよ。物語は頭の中にあるんだけど、なかなか言葉にならない。でも、とても大切な物語。私の後ろで私に喋らせている者を私は『龍』と呼んでいる。その『龍』の物語なの」


　私はそう言って彼に分厚いバインダーを渡した。彼はそれを手に取り一枚目を見る。


「姉さん。確かにこれはすごいパワーだ」


「この龍に導かれて今の私が居るの」


「違うよ。この波動は、姉さんそのものだ。だから姉さん自身が姉さんを導いて来たって言う事さ。でも、本当に俺に読ませて良いのか？これは姉さんの大切な部分だろう？」


「どうしてそう思うの？」


「この波動は姉さんの本質。つまり一番芯になって居る波動なんだ。誰でも、芯の波動を守るようにして色んなものでカバーして居る。そのカバーの無い波動をこのバインダーから感じる。多分これは姉さんのもう一つの幻。要するにもう一つの現実と言う事だ。これを俺が見るって事は、もう一つの現実にも俺が関与してしまう事になるんだぜ」


「あなたはそれが辛い？」


　彼は私の目をしっかり見据えて答えた。「いや。嬉しい」


「じゃあ、持って帰って読んでみて。きっと春樹になら、何かが理解出来ると思うわ」


「ありがとう。そうするよ」


 


　春樹は私の『龍』の物語を抱えて帰って行った。


 


　彼の座っていた辺りに、不思議なエネルギーが残って居るのを感じた。


　彼の芯は鉄をも溶かす程の熱さを持っているにも関わらず、私には心地よい暖かさを感じさせる。


　私は暫く彼の残したその暖かさを感じて、微笑み続けて居た。


 


 　　













    ３「選択」
    　三日後春樹から電話が入った。図書館で借りた本を読み疲れ、お気に入りのカウチでうたた寝をして居た時だった。
「俺。今札幌に居るんだ。こっちは寒いよ。外は真っ白」
「そう。仕事？」
「ああ、でも、それだけじゃない。ちょっと会いたい人が居るから、一日帰るのを延ばした。本当は早く帰って姉さんに会いたかったんだけどな」
「ずっとそっちにいなさい。戻ってこなくて良いから」私は冗談で言う。
「本当にそうしたいよ。こっちは食い物も酒も旨いからな。これで姉さんが居てっくれさえすれば最高なんだけど」
「可愛いお姉ちゃんも沢山居るんでしょう？そう言うのに不自由するあなたじゃないもの」
「まぁな。でも、今は本当に飛んで帰りたい気分だ。姉さんの『龍』読んだよ」
「どうだった？」
「面白かった。とても興味深い物語だ。まだ、完結して居ないから小説としての質を評価する事は出来ないけど、確かに不思議なエネルギーに満ちて居る。姉さんが言ったように、確かにこの物語が姉さんを目覚めさせたんだと思う。もちろんあの時にも言ったようにそれは姉さん自身でもあるんだけど。物語に登場する人物すべてが姉さんだった。ずっと姉さんと一緒に居たような感じがする」
「そんなわけないじゃない。だってみんな作り物なんだもの」
「違うよ。全部現実と同じものさ。俺の過去生の記憶と同じものだと思えば良い。魂に時間は関係ない。つまり姉さんの言葉で言えば、龍の時は永遠だって言う事だ。姉さんだって判って居る筈じゃないか」
「そうね。でも、今現実と呼んで居る世界に順応するには、それなりに真理を捨てる必要もあるのよ」
「それについて、一度会ってもらいたい人が居る。それでもう一日延ばしたんだ。今からこっちへ来ないか？」
「冗談でしょ？そっちって札幌なんでしょう？」
「そうだよな。もっと早く思いつけば良かったんだけど、読み終わって突然思いついたから。まぁとりあえず、俺だけで会ってみるよ」
「どんな人なの？」
「前に言った一番細かい波動を持ったチャネラー」
「それで、春樹は何を尋ねようって言うの？」
「さぁ？まだ判らない。会ってから考えるさ。とにかく帰ったらすぐに会いたい。明日の夜空けておいてくれ」
「分かったわ。じゃあ、また電話頂戴」
「そうするよ。じゃあな」そう言って春樹は電話を切った。

　細かい波動を持ったチャネラー。一体どんな人なのだろう。
　私もあの後の三日間で三冊の本を読んだ。アメリカの女優の書いたものだ。自分がどう目覚めて行ったかを小説風に書いてあった。
　彼女は霊的な繋がりを持った友人に導かれ、自分の内なる神との対話を果たしていた。そして宇宙からの飛来者にも学んだようだ。それらは私にとって受け入れ難いものではなかったが、そのまま諸手を挙げて受け入れてしまうべきものでもなかった。あれは、彼女が見つけた彼女の真理であり、生き方の規範となるべきものだ。私には私の真理があり、規範が必要なような気がした。しかし、真理がいくつもあるのではなく、ただ人それぞれに幾つかの側面があるのではないかと思えるのだ。
　春樹の主催するセミナーも、ある種の真理を含んでいるのだろう。それで結構需要があるのだ。本で読んだ限りニューエイジと呼ばれる人達も、きっとそれを知っている。しかし、それらは、必要な者達にしか理解出来ないようだ。理解するべき人と、そうでない人が存在しているのだ。それに思い至った時私は、理解する必要のない生き方を選んだものも認めるべきなのではないかと思った。
　『愛』がすべての鍵である。龍もそう言ったし、他の書物でもそう書かれてある。しかし、今の私に『愛』とは何かと問われても、答える術が無い。確かに龍はいろんな愛を見せてくれた。しかし、それはそのシチュエーションにおいての形だ。善悪が無いと言う真理を学んだ後、何をもって愛と言うのだろう？



「龍よ教えて。愛ってなんなの？」私はそうワープロに打ち込んだ。
「柔らかなもの。暖かいもの。気持の良いもの」龍の答えが打ち出された。
　また漠然とした答えだ。私はますます混乱した。
「何も否定しないで。すべてが愛によって成り立っている。つまり、すべてをありのままに受け入れる事が愛。ただ、それだけの事なんだ」
「すべてが愛によって成り立っているって、どう言う事なの？愛って一体何なのよ」
「苛立たないで。自分が愛になるところをイメージして。すべてを否定しないで。自分も周りの現象も、すべて愛によって作られているんだから、何も否定する必要なんて無いんだ。ほら、そこに綺麗な薔薇の花が在るじゃないか。それを見て君はどんな風に感じる？」
「もちろん、とっても綺麗だって思うわ」
「その時どんな感情が君の中に在るか説明してごらんよ」
「そうね。でも、この薔薇は春樹が持ってきたものなの。だから、花自体よりも、それを持ってきた春樹に対する思いの方が強く出てくるわ」
「じゃあ、それで良いよ。とにかくそれを僕に教えてくれないか？」
「そうね。この花を見ていて一番初めに出てくる感情は、とっても不釣り合いな彼がこれを抱えていたことに対する驚きかしら？そして、そこに込められた彼の思いに対するうしろめたさ」
「どうしてうしろめたいの？」
「だって、私は彼のように純粋に彼との再会を喜べていなかったから。彼は私の奥の方に押し込めてしまってある何かを引きずり出そうとしているように思えたの」
「それで君は恐れているんだ」
「そうかも知れない。でも、あなたはそれも私が引き寄せたって言うのよね」
「確かに。でも、君はそれに戸惑っている。それも僕は知っているよ。だから今こうして話しているんだ。一つづつその問題を解決しようじゃないか。その次、後ろめたさの次にどんな感情が出てくるの？」
「いとおしさよ。彼の暖かさと、力強さ。そして、とても自分の気持ちに素直なところがいとおしく思えるの」
「彼が言うように彼と寝てみたいって思う？」
「リスクが大きすぎて、判らないわ」
「なんのリスクも生じなければ、君は彼と寝ようと思う？」
「そうかもしれない。この薔薇の刺で怪我をした時に彼が私の指を口に含んだの。とてもセクシーな感じがして、何かが私の内側で溶けて行くように感じたわ。それも私の恐怖に繋がっているのよ」
「変化に対する恐怖。確か僕の語った物語の中にも在ったね。人は変化を望むくせに、それが突然だったり、一度に大きく変化したりすると、喜びよりも恐れの方が強くなる。そして、自己破壊に向かう事も在る。あの物語の主人公は、大きく変化しすぎたために、死を望むようになってしまう。しかし、死は誰にも平等に訪れるものだったよね。要するに恐れるべきものでは無いと言う事だ。君のその内側が溶けてしまうと言う感覚も変化を現しているのだと思うけど、どう？」
「そうね。確かにそうだわ。私の中で均衡を保っていた心が、彼によって崩されそうな気がしたのよ。もちろん彼のせいじゃないのは判っているわ。だって、私の内側の問題ですもの。そう、要するに私の彼に対する愛情を認める事が恐ろしかったのよ。この愛と、あなたの言う愛って同じ物なの？」
「もちろんさ。その、君の彼に対する愛情も、すべてを存在させている愛も同じものさ」
「それって、とっても酷い事よ。私が彼を愛するって言う事は、他に誰かを傷つけるって言う事なのに、それも愛なの？」
「君は、さっき彼のせいで心の均衡が崩されるんじゃないって言ったよね。自分自身の問題なんだって。じゃあ、君が彼を愛する事で傷つく人って、君が傷つけるって言う事なのかい？」
「そうじゃないの？私が彼を愛さなければ、私の夫も、彼の妻も、それによって傷つく事は無いんじゃない」
「君はそれで良いって思うんだ。君が望むのは愛じゃなくて、人を傷つけないって言う事だから」
「そうよ。それで良いじゃない」
「じゃあ、彼はどうなの？彼の気持ちは、君が彼を否定してしまう事によって傷つかないのかい？」
「あなたは、私はどうしても、どうもしなくても、誰かを傷つけるって言うの？」
「そうは言わないよ。ただ、君が他の人の気持ちまで感じようとしているから、彼の気持ちはどうなのかって思っただけだよ」
「でも、春樹は私を本当に愛している訳じゃないかも知れないわ。そうしたら私が拒否しても彼が傷つきはしない」
「ねぇ、君は一体誰なの？」
「どういう意味？」
「だって、君は自分を離れてものを考えている。すべてが君の憶測と思い込みでしかないじゃないか。君は君でしかあり得ないって言うことは知っているよね」
「もちろん。でも、それだったら私は自分勝手に周りの人を傷つけても良いって言うの？」
「そうだよ。でも、君は困る事になると思うけど」
「どう言う事よ？」
「君が言っていた『人を傷つけるのが嫌だ』って言うのには、その為に自分が傷つきたくないって言う意味が隠れて居るんだ。つまり、君の夫が君のした事で傷つく事によって、自分ももっと傷つく可能性が在る。その上彼の妻に怒鳴り込まれて大変な修羅場を体験する事にも成りかねない。それを君は単に誰も傷つけたくないって表現したんだ。つまり、君が傷つきたくなかっただけさ」
「随分な言い方ね。でも、確かにそうよ。と言う事は、それもエゴだって言う事なの？」
「それはおいおい学んで行くと思うよ。その為に春樹と言う人間を、君が作り出したんだから」
「やっぱりそなの？」
「もちろんだよ。いつも言うようにすべてが君の作り出した幻。恐怖を作り出すと、大変だよ。気をつけなさい。個別に別れた人というものにとって、恐怖は何よりも強力なエネルギーだから」
「じゃあ、愛もエネルギーなの？」
「もちろんそうさ。エネルギーでないものなんて存在しない。すべてがエネルギーによって存在している。つまり、君のエネルギーが君に必要なすべての幻を作り出しているって言う事だ。そして、そのすべてが『愛』でも在る。愛とエネルギーが完全にイコールだとは言えないけど、どちらも、幻の元でもある」
「どうして一緒じゃないの？」
「恐怖のエネルギー、悪意のエネルギー、嫉妬のエネルギー、それらもまたいろんな幻を作り出す。そう言う否定的なエネルギーだって有るんだ。でも、深い意味で言えばそれも愛である事は確かなんだけどね」
「じゃあ、愛ってなんなの？どうしても判らないのよ」
「一言で言うのは難しいし、間違いの元になる。だって、愛って言うのは、言葉を越えたものだからね。言葉にする事によって、限定されてしまうのが一番困った事なんだ。君達が言葉という道具を発達させた事によって、随分真理を語る事が出来るように成ったけど、それを曲解してしまう事も多くなった。それでかえって本質を見失ってしまうんだ。だからそれは言葉として知るのではなく、君が心で感じる必要が有る。幻である君達が作り出した言葉と言う道具は、幻を表現するには適しているけど、それ以外のものを表現するのには適していない。家を修理する道具と時計を修理する道具ほどの違いがあると思って良い。でも、幻以外、つまり真理と呼んで良いと思うけど、それを表現する必要に迫られたなら、きっと君達はそれを表現する道具をも作り出すだろう。幻でないものを表現するんだから、それは今のその肉体の五感で感じられないものかも知れないけどね。神の望むものはすべて与えられている。そして君達が神なんだ」
「私は愛を知る為に此処へ来たの？」
「そうだよ。その為に僕を離れてそこに居るんだ。でも、それは幻でしかない。だから、僕達はいつも同じ所に居る」
「それが、前に私に教えてくれた真理なのね。『僕は此処に居る。君は其処に居る。そして僕達は同じところに居る』って言ったの」
「そうだよ。認識の問題だ。時間と空間の認識。それに、あの時君は孤独を抱えて居た。つまり、幻に焦点を当て過ぎて居たんだ。それも決して悪い事じゃない。でも、それはただの過程だ。その過程において僕はあの言葉を選んだ。幻に縛られると、時間が規則的に流れ、空間が一つのものだって勘違いしてしまう。そうなったらこんなにいつも一緒にいる僕の存在すら否定してしまうんだ」
「私があなたを否定したらどうなるの？」
「きっと君は寂しくなるだろうね。そして自分が幻なんだって言う事すら忘れてしまう。君は自分の存在を誰か他の幻によって確認しょうとするだろう」
「たとえば？」
「君を必要とする人間を作り出して、その人の為に生きているんだって思おうとする。そして、辛い事も楽しい事もすべてその相手に映して知るんだ。君はどこにも居ない。幻に幻は映り得ない。そう言う事だよ」
「幻で幻を確認しようとする？」
「そうだね」
「私達はそんな馬鹿げた事をして来たの？」
「そうさ」
「信じられないわ。だって、幻でしょう？」
「幻だ。何もかも。君の知っている真理以外のものはすべてね」



　私は一人で首を振った。今、龍の語った事は、確かに真理に違いない。幻に捕らわれ過ぎていては、真理を見失ってしまう。しかし、私の龍はいつもそれすら間違っているとは言わない。龍は正邪の区別も善悪の区別もしない。ただ、そう言う現象があると言う事だけを私に淡々と告げるだけだ。私は何を元に物事を判断すれば良いのだろう？神は価値判断をするための規範を持って居るのではないのだろうか？今の宗教に走る人々は皆それを求めて居るのだ。多様化し過ぎた選択肢を神によって選んで貰いたい。つまり、自分にとって有利に働く選択が必ず出来るように計らいたいのだ。その為に神の否定するものを避け、正しくあろうとして居る。それが人にとっての神の存在理由だ。なのに私の龍はどんな価値判断も下さない。それって酷すぎる。



「それはないよ。君が神なんだ。君が君の思うように価値判断すれがいいんだ」
　私の思いを受けて龍がそう言った。
「それが出来ないから神を求めて居るんじゃないの」
「分かった。君が欲して居るのは自分を正しい方向に導き、誰からも正しいと言われる自分にしてくれる神だね。じゃあ、君はどうなれば正しい在り方だと思うの？」
「それは、誰も傷つけず、自分も傷つかずに、多分に禁欲的で、誰にも文句を言われない生き方よ」
「それを判断するのは誰？」



　龍がそう問うた時に私は気づいた。私は誰の目で私を判断しようとして居たのだろう？幻で幻を判断するとは、この事なのだ。誰にも文句を言われない生き方。つまり、その文句を言うのは私自身。私がその判断をする限り、そう言う事だ。私が、私に文句を言って居るのを私は『誰か』と表現していただけだ。よしんば、私に実際に文句を言う人がいたなら、かえって私は『他人の事に口出しをするな』と怒るだろう。つまり、他人が私に何かを言ったところで、それをそのまま受け入れると言う事はあり得ない。そうなると、元々自分で自分を律している。もし、自分の中で価値観が変われば、自分を律する規範も変わって行くのだろうか。



「自分以外のものに頼るのはやめた方が良いよ。でも、君がそうする事を望んでいるのならそれでも構わないけど。それにもそれなりに意味もあると思うから」
「私はそれを望まない。私はいかにして私自身で生き、私を表現するかと言う事を望んでいるの」
「それならば、他人の気持ちを推し量ろうとするのは止めた方が良い。君が心地よい方法で生きれば良いんだ。例えば、君が人を傷つけるのが嫌いならそれをしなければ良い。しかし、そうしないのは他人の為じゃない。君自身がそれをするのが嫌だからだ。君が人を傷つけても手に入れたいものがあるのならそうすれば良い。けれど中途半端な思いでそれをすれば、傷つけた人の痛みは君をも傷つけるだろう。その痛みを君は耐えなければならない。すべて君自身の問題なんだ。君の周りの人達が傷つこうが、死のうが、君には何も関われない。君が関われるのは君自身の問題だけ。さっき君が気づいたように、君が他人に関わっていると思っているのは、すべて自分の幸せや満足のためにやっているだけだ。相手に自分を映して自分を確認しているだけ。それはそれで良いことでもある。君達の社会ではとても褒められることだ。でも、自分で自分の為にそうしていると言うことを自覚していないと、どうしても見返りを求めてしまう。それはそうだよね。映しているんだもの。映しているのに映らなかったら、相手が悪いって思うに決まってる。でも、所詮どちらもが幻なんだ。それに必ず映るとは限らない。鏡だって、汚れていたり角度が違えば映らないもの。君がどうしてもその鏡で自分を確認したければ、その鏡を磨き、角度を調節する必要がある。つまり、自分の欲求の為に、他を変えようとする。鏡のように相手が無抵抗であれば、何とかなるかも知れないけど、相手が意志を持ってその状態を維持しようとしたら、大きな摩擦が起こるだろうね。君は、自分を確認したいが為に、相手を尊重出来なくなる。そこに有るのはエゴでしかない。それに元々君は確かに映して貰わなくても君なんだ。確認してもしなくても、君以外の何者でもない。ただ、君が他の人になろうと思わないんだったらだけど。君が人を助けたいならば、君は助けるべきだ。人と関わりたいのなら、君は関わるべきだ。誰も傷つけたくないのなら、君はそうすれば良いんだ。でも、それはすべて自分のエゴだと言う事を心に留めておかなくてはならない。エゴは悪いものでも、捨てるべきものでもない。自分が幸せで有ると言うことだからね。そして、そのエゴが拡大された時、すべての人が幸せになれる。つまり、君が個に別れた幻から離れて大きな意識の中に戻れば、それが達成される。それは個の死を言ってるんじゃないよ。意識の拡大のこと。つまり、個に別れていても今君と僕が話しているようにそれは可能なんだ。同じものが個に別れているだけで、別のものなのでは無いという真理に気づけば、君は自分自身を否定する事も、他人を否定する必要もなくなるだろう。それは即ち君の幸せが、他の人の幸せとシンクロするって言う事なんだ。君達にとって必要なのは愛であって、憎しみではない。相手を憎むと言う事は、自分を憎んでいる事に他ならない。その行為はその憎しみの中から何かを学ぼうとする者達の偽の方法としてその世界にあるだけだ。君が憎しみを乗り越えた後にある感情を欲するのなら、その方法を利用すれば良い。その方法を必要とせずに愛を探したいのなら、なにもかもをありのままに受け入れれば良い。相手を愛すると言う事は、自分自身を愛していると言う事だ。愛は、恐れるべきものではない。そしてエゴもまた愛の一部でしかない。自分一人良ければ良いと思うエゴも、みんなが同じように幸せに成るべきだというエゴも同じものだ。判るかな？」
「難しいわ。何となく判っていても、それを応用するだけの力がまだ無いの。もちろん私は一般的な道徳観っていうのを最優先に考えるタイプの人間ではないけど、人が幸せでいるのを見るのって気持ち良いじゃない。でも、自己中心的にしかものを考えられない嫌な奴は見たくもないって言う気持ちになるわ。そう言う自分の好き嫌いで色んな事、いや、ほとんどの事を判断しているのよ」
「君が気持ちよい事と、他の人の気持ちよい事は必ず一致するのかな？」
「それは判らないわ。でも、綺麗なものを見れば大部分の人が心豊かに成るし、悍ましいものを見れば、ほとんどの人が不快になる」
「じゃあ綺麗なものを見て不快になった人は、切り捨てられちゃうのかな？」
「そうね。確かに、その人達も生きているのよね」
「君がその事に思いが及ぶのなら、綺麗なものを見て心豊かになった君も、不快になった誰かも、そのどちらをも受け入れれば良いんだ。必ずどちらかを選ばなければならないと言う訳ではない。何故ならその問題は、二つ答えがあるが、どちらかを選ぶべき問題ではないからね」
「要するにどちらでも良いって言う事？」
「そうだね。君達の言葉で言う個人の自由だ」
「個人の自由って、どういう事なの？」
「つまり、自分のしたい事が出来るって言う事だろう？」
「個人の自由で無差別殺人なんて、私はまっぴらよ」
「もう一度魂の話をしようか？」
「判った。一つの魂が色んな経験するために、沢山の個に別れて幻を作り出したのね」
「君がそれに巻き込まれたなら、君はそこから何かを学ぼうとしていたと言う事だ」
「そこで死んじゃったら？」
「誰かの学びの為にちょっとお手伝いをしたのかも知れない。どっちにしても死んでしまったのなら大した事じゃない。問題は、生きている方に回ってしまった時だ。随分沢山学べるよ。さっき言った憎しみを使った方法もあるし、あきらめを使う方法もある。そして、忘れる方法もあれば、復讐と言う方法もね。色んな選択肢に別れる。どれを選んでも、君が望むなら、どんな状況の中でも幸せを見つける事は可能だ」
「幸せって、個人的なものだから？」
「そうだよ。幸せを感じる気持ちがなければ、幸せは存在しない。愛も同じ。恐怖も、憎しみも同じ。要するにすべて君の作り出す幻でしかないから」
「悲しすぎるわ。私、もっと確実なものを信じたい」
「君にとって確実なものがなんであるかを突き詰めて考える必要があると思うな」
「それはまたの機会にするわ。今はこれ以上問題を増やしたくないの。私の頭を整理しなくちゃ何も判らない」
「だったら、こう言う練習問題はどうかな？ちょっと極端に思えるかも知れないけど、あり得ない事でもないからね。君のこの国が戦争を始めて、君も戦争に行かなくてはならなくなったとする。もし君が死を恐れないのなら、そのまま戦場に赴く事も出来る。しかし他者を殺す事は耐えられない。そうすれば君は逃亡するか、戦場では自分を殺すか、相手に殺されるかしか選択の余地が無くなる。もし、君が死を恐れていたなら、なんとかして生き残る術を考えるだろう。それが戦場からの逃亡であるか、自分の生命に危機を与える相手を手当たり次第に排除するかだ。自分の死も、相手を殺す事もどちらも望まなかったら、逃亡しか無いだろう。しかし、逃亡する事によって家族は迫害を受け被害を被る。どれが一番自分の心に添った選択かを良く見極める必要があるんだ。どれを取っても他者を傷つけたり、害したりする。しかし君の決断に対しては他の誰にも責任は無い。戦争にすらね。戦争責任についてはまた別の問題が隠されている。今ここで言っているのは君の選択であり決断の事。今の平和な状況の中では、どれも理不尽に思える選択肢だけどね。でも、どんな背景の決断でも常に自分で下さなければ成らないんだ。他人に決めてもらったところで、本当に実行するかどうかは自分で決めなくてはならない。例え国家が殺人を命じたとしても、実行するのが君であるならば、実行を決意するのも君でしかない。それを行う事で、君が受ける心の痛みは、国家が肩代わりする事なんて出来ないからね。結局どんな圧力があろうと、どんな狭い選択肢であろうと、自分で決断を下し、その時代の中で自分自身を生きているんだ。自分自身で無い事などあり得ると思うかい？」
「無いわね」
「そう言う事だよ。ただ、自分で決断を下していると言う事だけを心に止めていればそれで良いんだ。命が幻である事を君は知って居るんだからね。しかし、いくらそれが幻であろうと、それを奪うか奪わないかは君の資質だ。その君達が生きていると思い込んでいる世界に順応するって言う事も大切だから。でも、その世界も普遍的なものじゃないだろう？粗い物質の世界ですら、変化している。世界も、善悪も、論理も、すべてが変化しているんだ。だから、君達はそれに順応するように出来ている。それを恐れる必要は無い。さっきの練習問題の選択をするに当たっては、肉体の死は決して終わりでは無いと言う事も覚えておいてね。自分が死ぬ事も、愛する者が死ぬ事も、全く知らない相手が死ぬ事も、みんな同じレベルの変化でしか無い。それを忘れないで。君は自分の作り出した自分を含めたすべての幻にたいして、愛情を持って接する必要がある。すべての幻、つまり状況をありのままに認め愛しなさい」
「また、愛なのね。でも、なんとなく判りそうよ。ありがとう」
「どう致しまして」



　私はワープロに打ち込まれた文をプライベート用のフロッピーに保存して電源を切った。


 


 　　　　 　













    ４「遊戯」
    ［今夜８時　Ｐホテル　２階ローズガーデン　　メモリー（株）　梶］



　午後昼食から戻るとＦＡＸが届いていた。


　私は新しく取り掛かる仕事の準備を始めた。今度の仕事は次の夏物の企画だ。単品コーディネートで十型程の少ないものなので、気が楽だった。どうせこのまま行けば、春樹に振り回されるに決まっている。それで少し軽目の仕事を入れる事にしたのだ。


 　Ｐホテルには此処からだと車で十分もあれば着ける。夫には仕事の打ち合わせで遅くなりそうなので今夜はオフィスに泊まるかもしれないと電話を入れた。オフィスに泊まるのは別に珍しい事ではなかった。


　オフィスは１Ｋの間取りで、小さいながらもキッチンもあり、ユニットバスも有る。仕事の為や、帰るのが億劫な時には此処で寝泊まりする事があるので、不自由しない程度のものは揃えてある。此処は私一人のお城なのだ。


　私はギリギリまで仕事をしてから彼の指定したホテルに向かった。


 


　いつになくなかなか車がつかまらず、その上渋滞で指定された店に着いたのは八時を十五分ほど過ぎていた。 　


　店内を見渡し、春樹が居ないのを確認して支配人らしき人に尋ねると、「遅れるから待つように」との伝言をもらった。


　私は窓際の席に座って、窓からクリスマスの飾り付けがされた大通りを見ていた。二十年程前のパリでのクリスマスを思い出した。楽しかった初めてのパリ。なんとなく嬉しくなり、ボーイを呼んでシェリー酒を頼んだ。彼の指定した時間を既に三十分過ぎていた。「そう言えばあいつは遅刻魔だった」独り言を言いながら、運ばれてきたシェリー酒をゆっくり味わった。


　それからまた三十分が経った。私はいい加減に待ちくたびれていた。大体、あいつが勝手に指定してきたのだ。それを一時間も遅れるなんてどうかしてる。私はだんだん腹が立って来て、帰る気分になっていた。それで上着を持ち、席を立とうとしたところに、先程の支配人らしき人が電話を持ってやって来て、受話器を渡した。


 


「もしもし」


「姉さん、ゴメン！トラブってるんだ。もうちょっとかかりそうなんだ」


「分かった。私もう帰るから、また連絡して」


「ちょっと待って。どうしても今日会いたいんだ。待っててくれ」


「こんなところで一人で待てって言うの？」


「部屋を取ってあるから、そこで待って。フロントで姉さんの名前と俺の名前を言ったら、案内してくれるように頼んである。とっても大切なお客って言ってあるから心配しないで良い。腹が減ったら、ルームサービスで何でも取って食べてたら良いから」


「あなた、今何処にいるの？」


「このホテルの中だ。明日此処でセミナーを開くんだ。それの準備なんだが、それがトラブってる。お願いだから部屋で待っててくれ」


「仕方ないわね」私は渋々そう言った。


「良かった。じゃあまた後で」


「健闘を祈るわ」私はそう言って電話を切り、その電話と伝票を持ってキャッシャーに向かった。そして、電話を返して精算を済ませ、店を出てフロントへ向かった。


 


　案内された部屋は二十五階のスイートルームだった。入り口近くに暖かそうなコートと旅行鞄が無造作におかれてあった。チェックインしてすぐに出かけたのだろう。旅行鞄の外ポケットに、私の『龍』のバインダーが覗いていた。きっと札幌から戻ってそのままチェックインしたのだ。とにかく私はゆったりとしたソファーでくつろぐ事にした。


 


　靴を脱いで足を延ばす。するとドアがノックされた。


　私は急いで靴を履き、「はい」と返事をした。外からは「ルームサービスをお持ちしました」と言う声がした。


　ドアを開けて、ボーイを入れる。ボーイは、「梶様からのご伝言で、先にお召し上がり戴くようにとの事です」そう言って、一人で食べきれない程の量のクラブハウスサンドイッチをテーブルにセッティングし、二本のワインを持って来た。赤ワインのコルクを抜き、私のグラスに少しだけ注いだ。私が簡単に香りを嗅ぎ、少し口に含んでテェイスティングのまね事をし、頷いてグラスを置くと、ボーイはそのグラスにボルドーの赤を注ぎそれを置いた。


　私はサンドイッチにチキンを入っているのを確認して、白のワインも抜いておいてくれるように頼んだ。ボーイは頷いてクーラーボックスからボトルを取り出し、優雅な手つきでそれを抜いた。


　私は「後で戴くからそのままで良いわ」と言って、軽く栓をしてクーラーボックスに戻してもらった。


　私は取りあえず、空腹を満たす為にローストビーフのサンドイッチを食べた。そして、ボルドーの赤を飲む。そのどちらも上質な物だった。薄暗いルームライトの中で一人で食事を取ると言うのは、不思議な感じがした。途中で彼の鞄から『龍』のバインダーを抜き出し、スタンドライトを引き寄せて、それを読みながら食べる。そして自分で白ワインを注いでチキンのサンドイッチも食べた。


　傷ついた女性が一人でパリへ行くところから始まる物語。自分で書き、何度も何度も読み返しながら直した。一人ホテルの部屋でワインを飲みながら読むには持って来いの物だった。季節もちょうど今と同じ。街はクリスマスの飾り付けで輝いている。私は、一人で幻の男を待ちながらそれを読んでいた。そしていつの間にか眠っていた。


 


　夢の中で雨が降っていた。私は広い座敷に一人で寝ている。自由の利かない身体を布団に横たえ、雨の降りしきる外を、首を横にして見ていた。縁側の板の廊下とその軒のラインが上下を切り取り、開け放たれた障子のラインが左右を切り取っていた。右側に大きな柱のような庭石が二つ並び、奥の方には竹林が風雨を受けてざわめいていた。それらの風景を、降りしきる雨が煙らせていた。屋根を打つ雨音と、庭に落ちるそれが重なって、私の気持ちを落ち着かせていた。私は虚脱感とともに薄い布団をかき寄せ、目を閉じた。雨音がずっと続いていた。そして、それが止んで私は身体が浮き上がるのを感じた。至福感に満たされていた。


 


　目が覚めた時、バスローブを羽織った春樹が私を抱き上げていた。私はまだ自分が夢の続きにいるような感じがしていた。 「姉さんごめん。それにしても良く寝ていた」そう言ってベッドルームまで私を運んで、ベッドの上に静かに降ろした。


「いつ戻ったの？」


「さっきだよ。あんまり良く寝てたから先にシャワーを浴びたんだ」彼はまだ濡れた身体を私の上に重ねた。


「駄目よ」私は身を捩って彼から逃れようとする。


「姉さん、それは無いだろう。ここまで来て」


「夢をみてた・・・」


「良い夢だった？」


「きっとあなたの使うシャワーの音のせいだったのね。雨の音を聞いている夢だった」


　春樹は身体を離し、起き上がって言う。「詳しく話してくれないか？」


　私も起きあがって尋ねる。「どうしたの？」


「急にエネルギーの質が変わった。きっとなにか意味のある夢だったんだ」


「あなたって、本当に不思議ね。まぁいいわ。私、大きな古い屋敷の部屋で寝ていたの。体中に力が入らなくて、ただ静かに横たわっていた。きっと長く寝てたのね。だって、それが普通の感じだったのよ。雨が降っていたわ。部屋の障子が開け放たれていて、庭に降りしきる雨を見ていた。そんなに寒く無かったから、季節は冬じゃないわね。薄めのお布団を来ていた。それで、縁側の向こうの庭に降りしきる雨を見ていたのよ。傍には誰もいなかった。私一人」


「どんな物が見えた？」


「柱のような細長い庭石と、竹林」


「その庭石は、薄緑色で、大きいのと小さいのが寄り添うように立っていなかった？」


「その通りよ」


「それと少し離れたところに、石灯籠が有って、水草の浮かぶ池も有っただろう？」


「それは見えなかったわ。私に見えたのは、軒と縁の床板、それと開け放たれた障子に切り取られた横長なスクリーンのような風景。だから見えたのはその二つの庭石と、後ろでざわめく竹林。それが古い映画の様に雨に煙っていたの」


「俺の家だよ。俺が姉さんの弟だった時の」


「そう・・・。多分私、その時死んだのよ。最後の瞬間だったと思うの。だって、ずっと聞いていた雨の音がすーっと遠のいて、ふわっと浮かび上がったの。とても幸せな気分だった。でも、実際はあなたが私を抱き上げていたのよ」


「そうか。姉さんは、幸せだったんだ。俺の戦死を知っていたのかな？」


「多分知らなかったんじゃないかしら？私の中には何もなかったもの。悲しみも、憎しみも、悔しさも。ただ穏やかに満たされていた。たった一人でいた事も、別に寂しいとは思っていなかったし・・・。もしかしたらあの時に私を抱き上げたのも、あなただったのかも知れないわね。先に死んじゃって、それで自分の家にもどってたのかもしれないわよ」


「かも知れない。今の現実と、シンクロした訳だ」


　私は頷いて見せた。 「ところで仕事は片付いたの？」


　彼は私の肩を抱いて言う。「お陰様で」


「お腹空いてるんでしょう？私は先に戴いちゃったわよ」


「ああ。本当にすまなかった。もっとゆっくりとご馳走しようと思っていたのに」


「かまわないわよ。でも、今何時なの？」


「十一時を少し回ったところ。姉さん帰らないといけないのか？」


　私は頷いて見せた。


「頼むから、今日は一緒にいてくれ。どんな事になっても、俺が責任をとる。絶対に姉さんを帰したくないんだ」


「馬鹿言わないでよ。春樹に取れる責任なんて何も無いわ。つまりあなたは私の問題に介入する事なんて出来ないの」


「それでも良いさ。俺は今夜どうしても姉さんを抱くんだ」そう言って力いっぱい私を抱き寄せた。そして、強引に口づけをする。私はそのまま彼に押し倒され、彼の腕に自由を奪われていた。


「春樹。やめましょう。私、やっぱり傷つきたくないの」


 　彼は私の手首を一つに纏めると、それを右手で持ち、私の頭の上に押さえつけて言う。 「嫌だ。俺は姉さんを傷つける為に今までずっと存在していたんだ。こうする事で姉さんが傷ついたって、それはしかたない事だ。俺のせいじゃない」そう言って、空いた手で胸を弄り、首筋に唇を這わせた。


 　私は確かに春樹の言うとおりだと思った。私は誰にも傷つけられない。私自身で傷つくだけだ。今私は傷つく事を望んでいるのだろうか？春樹に息遣いを耳元に感じながら自分に問いかけていた。


　春樹はセーターを捲り上げ、ブラジャーから乳房を掴みだし、それを口に含む。私は身を捩ってそれから逃れようとする。彼の与えてくれる快感が、とてつもなく恐ろしいものに思えた。


「龍よ。何故こんなに恐ろしいの？」私は心の中でそう尋ねた。


　春樹が顔を上げてそれに答えた。「めぐみ、そのまま受け入れるんだ」


　また現実がシンクロしていた。全身から力が抜けるのを感じた。春樹は私の腕を放し、セーターを脱がせる。そしてその他に身につけていた物すべて取り去った。私は全く無防備だった。春樹が纏っているローブの紐の結び目が私の腹部を圧迫していた。それを私が解き、脱がせた。暖かい胸が私に触れた。私がこの恐怖から逃れるためにすがりつく事の出来るものは、春樹の身体だけだった。私は春樹の重さを身体全体で感じながら、彼の下にいた。春樹はただ私の上にいて、何かを読み取っている様に思えた。私はそっと腕を伸ばし、春樹の背中に触れてみる。そこは、触れ合っている部分と違って、少し湿って冷たかった。触れ合っている所の暖かさと、背中の冷たさが、春樹の二面性を象徴しているように感じた。


 


「春樹。何が見えたの？」私が尋ねた。


「何も見えない。ただ、姉さんの柔らかさだけが、今の俺にとって一番大切なんだって事が分かっただけだ」


「そう。それだけなのね」私はそう言って彼の背中に回した腕に力を入れた。その幻が消えてしまいそうな気がしたのだ。しかし、その幻の男は消えてしまいはしなかった。確かな手触りと重さを持って、私の上にいた。


「春樹。重いわ」


「苦しいか？」


「いいえ」


「まだ怖い？」


「怖い」


「俺もだ」春樹が意外な言葉を口にした。


「どうして？何があなたを怖がらせているの？」


「判らない。初めて姉さんを抱いた時もそうだった。あの時も怖かった。そして今もやっぱり怖い」


　私は身を捩って彼の下から抜け出す。彼はベッドの白いシーツの上でうつ伏せになったまま動かなかった。


「驚いたわ。あなたに怖いものがあったなんて」彼の濡れた、少し白いものの交ざった髪に触れながら言う。彼はそれに答えず、ただそのままじっとしていた。


「私もシャワーを浴びるわ」そう言ってバスルームへ行った。


 


　バスタブに入って、シャワーを目一杯出す。夢の中で聞いた雨音。私は頭からその暖かい雨を浴びる。意味不明の涙が溢れてきた。私は顔を上げて、その涙を洗い流す。龍の意志を感じた。


「傷つく必要はない。君も、そして誰もがだ。誰も傷つく必要なんて無いんだ。そのまま受け入れさえすれば」


「春樹の恐怖も私の恐怖も、そのまま受け入れろって言う事？」


　龍は肯定の感情だけを残して行ってしまった。 　


　入れ違いにローブを羽織った春樹がバスルームに入って来た。そしてバスタオルを広げて少年のように笑った。私はシャワーを止めて、そのバスタオルに包まる。春樹がバスタオルごと抱き締めた。


「苦しいってば。あなたはもう少し力加減を学ぶべきよ」私が文句を言う。


「そうか？でも、このぐらいの力で抱かないと、抱いた気がしないんだ」


「今までの人達は何も言わなかった？」


「こんなに抱き締めたいって思う女と出会ったこと無かったから」


「奥さんは？」


「みんな借り物さ。借りたものは大切に扱うだろう？」


「変な言い草ね。自分の妻が借り物なんて」


「俺の身体も、俺の人生も、みんな借り物さ。俺のものは俺の魂だけ」


「魂か」私は繰り返してみた。


「そう。姉さんを抱くと、自分の魂を抱き締めるような感覚になるんだ。やっと、自分の本質をこの借り物の身体で感じる事が出来たみたいな・・・」


「錯覚よ、それ。だって、私は私の幻で、私にとってのあなたも、私の幻でしか無いんですもの。つまりあなたにとっての私も、あなたの作り出した幻って言う事」


「それでも構わないさ。ねぇ、あそぼ！」


「初めて言ったのね」


「ああ。やっと気づいたんだ。俺が遊びたかった本当の相手が姉さんだったんだって。それをずっと押し殺していたのが間違いだった。だって、人生はゲームでしかない。楽しむ為に此処にいるんだ。それ以外のものを求めること自体が無駄なんだ。ねぇ一緒にあそぼ！」


「確かにあなたの言っている事は真理よ。インドの聖者が言ってたわ『すべてが神の戯れ』だって。要するに私達は、幻を作り出したり消したりして遊んでいるのよ。私も今あなたと遊びたい。きっとその為に私はあなたを作り出したんだと思うから」


「同感！」彼はそう言ってもう一度私をベッドへ運んだ。そして私達は幻の体を子供のように楽しんだ。その時点でお互いの恐怖はその力を失っていった。
　夜中の三時になっていた。 「姉さん。俺、腹減ったよ」ベッドの上で彼が言った。 「そう言えば、あなた何も食べて無かったのよね。乾いてしまったクラブハウスサンドが残っているわ」


「それでも良いか。取り敢えず、腹の中に何か入れたい」そう言って彼は起きあがり、ローブを羽織って、ベッドルームを出た。


　私はちゃんと服を着てから彼を追った。彼の残存記憶が私の体の至る所に残っていた。


 


「おいしい？」私が立ったまま尋ねると「まずい」と彼は即答した。


「可哀相に。夜遅くまで働いて、乾いたサンドイッチは酷すぎるわね」


「人生なんてそんなもんさ」彼は、そう言って残ったパンを頬張った。


「乾いたパンにも人生があるの？」私がからかう。


「大抵ね」彼はそう言って残りのワインも飲み干した。そして私を手招きで呼ぶ。 　


　私は彼の側に歩いて行く。彼が私の手を取って引き寄せた。そして胸を鷲掴みにすると耳元で囁く。「楽しかった」


　私は胸を掴んでいる彼の手を叩いて「私もよ」と答えた。


「でも、もう少し私も大切に扱って貰えないかしら？突然胸を掴むなんてあんまりよ」


「セクハラ？」


「もちろんよ。でも、利害関係が無いからただの変質者」


「姉さんはその変質者と楽しんだ」


「同じ穴のムジナって言うの？」


「そう言う事だ。また遊ぼうな」


「機会があれば」


　春樹はまた人懐っこい笑顔で私の肩を抱いた。そして耳元で囁く。


「愛してる」


　私は心の中で『嘘つき』と叫んで笑って見せた。


「姉さん、聞こえたよ」そう言って肩に回した腕に力を込めた。


　私はもう一度心の中で言う。『そうやって何人だました？』


「姉さんだけだよ」春樹が言った。


　私は今度は声に出して言う。 「今まで誰もだまさなかったって言うの？」


　今度は春樹が黙って笑っていた。


　私には彼の心の声は聞こえない。


「ねえ、春樹はどうして私の思っている事が分かるの？」


「さぁ？本当に分かっているかどうかは、分からないさ。ただ、姉さんの場合、大体想像が付く。それにちゃんと顔に書いてあるからな」


「まぁいいか」私はそう言って首を振った。


「そうだ、大切な事を言うの忘れてた。えっと、次のこっちでのセミナーに、電話で言っていた北海道のチャネラーが来てくれる。姉さんまた時間を貰えないか？」


「私にあなたに所のセミナーにで出ろって言うの？」


「いや、終わった後時間を空けて貰うように頼んだ。それに、姉さんにセミナーは必要ない。篠田さんって言うんだけど、篠田さんより、姉さんの方が大切な事を知っているかも知れない。でも、篠田さんの方が間違いなくそれを自覚している。きっと何か学ぶべきものがあると思うんだ」


「学ぶべきものか・・・。春樹の口から出るのに一番似合わない言葉ね」


「結構真面目だったって見直したか？」


　私は首を振ってみせる。


「ゲームにルールは不可欠だ。それを知る事によってもっと楽しくなる」


「確かにそうだわ。ところであなたはその篠田さんに何を聞いて帰ったの？」


「恐怖について。俺が自覚していない恐怖。それを解き放つ事が一番大切なんじゃないかって言われた」


「そう。恐怖って、大きなテーマよね。それで春樹はそれに成功した？」


「多分。さっきも言ったけど、俺、本当に怖かったんだ。姉さんが俺を怖がったより、もっと怖かったかも知れない。でも、その恐怖の本質が掴めなかった。俺が何を恐れているのか。何が俺を恐れさせているのかが判らなかったんだ」


「私、春樹に怖いものがあったなんて信じられないわ。その上それが私だったなんてもうびっくり」


「俺だってそうさ。こんなに姉さんを求めていたのに、そこに恐れがあったなんて。でも俺、思い出したんだ。姉さんを抱き締めた時に突然」


「何を？」


「同じ恐怖」


「獄門の時の恐怖？それとも特攻の時？」


「違う。生まれる時の恐怖だよ。この肉体を持ってこっちに来る時の恐怖。色んな思いがあって、その時にも恐怖だとは気づかなかったけど、確かに大きな恐怖がそこにあった。それと同じ恐怖だったんだ。ゲームの前の緊張感みたいなもの。つまり、恐れるに足りないものさ」


「私は肉体のようにあなたを制限したり、縛り付けたりはしないわ」


「そうか。そう言う意味の恐怖も有ったのかも知れないな。でも、その恐怖の先にある楽しみも思い出した。肉体があるって言う事は結構厳しいルールでゲームをしているようなものだ。ゲームは制約が大きければ大きい程、それをクリアーしながらやって行くのが楽しいだろう。赤ん坊の時俺はずっと作戦を練ってたんだ。いつかこの体が成長して、自由に動けるようになったら、こんな事をしようとかあんな事をしようとかって」


「ちょっと気味の悪い話ね。赤ちゃんってみんなそうなのかしら？」


「姉さんもきっとそうだったんだよ。みんな忘れているだけ。でも、結局赤ん坊の時の作戦通りに生きるんだ」


「今度から赤ちゃんの前では気を付けよう」


「それがいい。ところで姉さんの恐怖は？」


「溶けて無くなっちゃった。恐怖はそのまま受け入れる事によって恐怖の幻を作り出さないの。恐怖の一番恐れるべきところは、恐怖のエネルギーがら生み出される幻よ。ただそのまま受け入れろって教えて貰った。そして、誰も傷つく必要は無いとも」


「誰に教えてもらった？」


「龍よ。私の一番の友達なの」


「どんな風にコンタクトするの？」


「ワープロに打ち込むの。『龍よ教えて』って」


「すると龍が答えるのか？」


「そう」


「ワープロが無ければ聞けない？」


「いいえ、さっき私が龍に尋ねたら、あなたが答えてくれたわ」


「俺がか？」


「そうよ。何故こんなに怖いのって尋ねたら、『めぐみ、そのまま受け入れるんだ』ってあなたが言ったのよ」


「そうだったっけ？俺がそう言ったのか？」


「そうよ。あなた『めぐみ』って滅多に呼ばないから面白いなって思っちゃった」


「そう言えばそんな事言ったかな？」


「それに、いつでも語りかければ答えてくれるわ。それを証明しろって言われてもどうしようもないけど」


「言葉が聞こえるの？」


「聞こえない。見えもしないし、触れられる訳じゃない。でも、感じる事は出来るのよ」


「じゃあ、今も感じる事、出来る？」


「出来ると思うわ」


「俺の事尋ねてくれない？」


「何を尋ねるの？」


「俺が何を求めているのか？」


「それは、あなた自身の問題よ。私と私の龍には関係ない事じゃない」


「でも、俺、知りたいんだ」


　春樹もまた私と同じ事を考えているのだ。


「ねぇ、私も、いつも同じ問いを繰り返すのよ。その度に龍はいろんな道標をくれるわ。そう、でもそれは道標でしかないのよ。判る？」


　春樹が頷いた。 「姉さんの龍は姉さんの決断を尊重するって言う事だろう？」


「そう。龍は決して指図したりしないわ。私の中から答えを見つけだす為の手伝いをしてくれるだけ。だからあなたが何を求めているのかも、あなた自身で捜し出す必要があると思うの」


「でも、俺、一生懸命色んなところを捜し回っているうちに、とうとう何を捜していたのかが判らなくなったって言う感じなんだ」


「確かに良くそんな事ってあるわよね。実を言うと私もやっぱりそうなのよ。それに対して龍はいつも『愛』が大切なんだって言うの。『愛』よ。ひどい答えだと思わない？そんな漠然とした言葉って」


「それで、姉さんはどうするんだ？」


「いつもその時々に思いつく質問をするの。そうしたらそれに答えてくれる。その答えを繋ぎ合わせて自分の中で答えを見つけるのよ。でも、『愛』に関しては問題が大きすぎて、これって言う答えは得られないわ。ただ、さっきあなたが言ったように『そのまま受け入れる』って言う事が『愛』を知るための一つの方法なんだって言う事が少し判っただけ」


「そのまま受け入れる。確かに究極の愛かもしれない」


「結局それも『愛』の一つの側面でしか無いと思うの。『愛』のテーマって大きすぎるのよ。多分龍がくれたのは、『愛』を探す一つの方法なの。すべてをそのまま受け入れる事によって、私の愛を見つけなさいって。私が恐れていたあなたによって与えられる快感。それを受け入れる事によって龍は、快楽と恐れは別のものなのだって気づかせたかったんだと思うわ」


「それで道標なのか」


「春樹は楽しい事を探していたんでしょう？それを探しているうちに楽しいって言う事の定義が変わってしまったんじゃないの？昔から快楽主義者だったじゃない。でも、快楽って言うのはとっても短い幻よね。自分が幻だったって気づいたときに、そのもっと短い幻が意味を持たなくなったんじゃないかしら」


「確かに。俺は快楽を求めていた。だから遊んで来たのかもな。それにも最近飽きが来てた。誰と寝ても、誰と遊んでも何かが違うんだ。どんなに金を使っても、どんなにいい女を口説き落としても、そこまでで終わり。仕事だってそうだ。うまく行った時には楽しいし、昨夜みたいにトラブって、それが何とかなった時なんかも確かに充実感なんかもある。でも、それもやっぱりそこまでだ。稼いだ金で、また遊ぶだけ。遊びに関しては元々楽しいから遊んでた訳でも無い。でも、それはきっと楽しいはずだと言う思いはあった。だって、みんな必死になって遊んでるじゃないか。だから相手が違えば楽しいかもしれないとか、たまたま今日楽しくなかっただけなんだとか、いろいろ自分に言い訳してきたんだ。でも、結局幻に快楽を求めても、無駄だって言う事だったんだろうな。随分無駄な時間を過ごしたものだ」


「でも、無駄って文化よ」


「そう言って貰えると救われる」そう言って笑った。


「あなた、もう寝た方が良いわよ。明日、じゃない今日、仕事なんでしょう？」私はそう言った。


「姉さんはどうする？もう５時前だよ」


「タクシーでオフィスの方へ帰るわ」


「家には帰らなくて良いの？」


「今頃どんな顔で帰れって言うのよ。それに家まで一時間もかかるのよ。帰ったらまたすぐに出掛けなくちゃいけないわ」


「今夜の事、旦那さんにどう言い訳するの？」


「何も言わないわよ。だって今夜は仕事の打ち合わせの後、飲みに行って遅くなるからオフィスで泊まるって言ってあるもの。私の事を心配してくれるなんてあなたらしくないわね」


「姉さんには敵わないよ。俺、本当に心配してたんだ」


「だったらもっと早くに帰してくれれば良かったのに」


「心配してたけど、帰したくなかった。今までどんなリスクより強い欲望が俺を導いてくれたんだ。どれが俺にとっての龍かもな」


「そうね。私ももうあなたが怖くないわ」


 


　私は立ち上がり、バッグを持った。春樹も立ち上がってもう一度口づけする。私は背骨が溶けそうな感じがした。 「春樹。私あなたに中毒しそうよ」


「俺の方こそ、姉さんの毒で死にそうだ」


　同じ穴のムジナ同士が顔を見合わせて笑った。


 


　ホテルを出て、私はタクシーに乗らずにまだ夜の明けない街を歩いた。時折走る車が車道に落ちた枯れ葉を巻き上げる。私はその車のテールランプの赤さを目で追いながら歩く。


　冷気が頬に当たって、春樹の体の残存記憶が遠のいて行く。いつもの自分に戻れそうだった。確かに春樹とのセックスは楽しいものだったが、それに溺れずにいなくてはならない。セックスに溺れるなんてあまりに馬鹿げている。しかし、龍の言うようにそれを認めることもまた、楽しみを増やす事に繋がるようだ。


　夫の事を一度も思い出さなかった事に対して、少し後ろめたくもあったが、それはそれ。彼には彼の役割があって、私の問題ではない。ここまでセックスレスで来て、今更お互いのセックスでもめる事も無いだろう。彼の問題は彼が解決するだろうし、私の問題は私が解決する。それで良いのだ。


 


　夜明け前の街を小一時間歩いて私の幻のお城、オフィスにたどり着いた。東の空が少し白んではいたが、夜明けまでにはまだもう少し時間が在った。


 













    ５「恋」
    　お気に入りのカウチの上で目覚めた。


　太陽はもう真上に来ていた。


　シャワーを浴びて、お気に入りのカシミアのセーターを着る。そして、食事に出掛けた。


　軽く昼食を取って、部屋に戻ると留守電に仕事先からメッセージが入っていた。三時過ぎに打ち合わせにやって来ると言ったものだった。私は急いで仕事に取り掛かる。昨日セレクトしておいた何枚かの切り抜き写真と、デザイン画を新たに描いて台紙にレイアウトし、デザインマップを仕上げた。それが出来上がったと同時に来客を知らせるチャイムが鳴った。



「秦です」
「どうぞ」私はそう言ってロックを解除する。



　秦浩二。昔からの知り合いで、私がフリーになる前の会社で一緒に働いた事のある男だ。それが二年程前に独立し、ひょんなきっかけで昨年から私に仕事を依頼して来るようになった。それで若い時のままの呼び名で彼は私をめぐちゃんと呼び、私は彼を浩二君と呼んでいる。
　私は扉のロックを外しコーヒーの用意をする。彼はすぐに上がってきて、ドアを開けた。
「こんにちわ。出来てる？」元気そのものの声でキッチンにいる私に声をかけた。
「テーブルの上のそれがそうよ」
　私がコーヒーカップを手に出て来ると、彼は真剣な顔でマップをのぞき込んでいた。
「いかがですか？」私が尋ねる。
「良いみたい」そう言ってコーヒーカップを手に取った。そして、いくつか説明を求め、私はそれに対して出来るだけ丁寧に答えた。その後デザイン画にほんの少し訂正を加え、それは完成した。そして世間話をしている時にドアのチャイムが鳴った。

　私は「はい」と答えてドアを開ける。春樹が今度は真っ白なユリの花束を抱え、その香りに包まれて立っていた。
「下のオートロックが開いていたからそのまま上がってきたんだ。今度はケガをしないように刺のない花にした」そう言って私にそれを手渡した。
「今お客さんだけど、良かったらどうぞ」
「じゃあちょっとだけ。姉さんのコーヒーが飲みたかったんだ」
　そう言って部屋に入ってきた。



　私は二人を紹介する。
「私の高校の時の友達。梶春樹君です」春樹が営業用の微笑みで名刺を差し出し、「梶です。よろしく」と言った。
「仕事先の社長で、秦浩二君。ずっと前、初めて勤めた会社の一年後輩。でも、色んな事情があって彼の方が一つ年上」
　浩二も名刺を出してちょっと緊張した感じで「秦です」と言った。
「じゃあコーヒーを入れるわね」私がそう言って立ち上がると、「僕はこの辺で・・・」と言って浩二も立ち上がった。
「まぁまぁ秦さんも姉さんの美味しいコーヒーをもう一杯飲んでいって下さいよ」春樹が笑いながら言った。
「じゃあ」と言って浩二はもう一度座り直した。
「姉さんコーヒー三つ」春樹が元気な声で言った。
「はいはい」私は二つ返事でキッチンへ行った。
　その間二人は世間話をしていた。私がコーヒーを持って戻ると、春樹が自分の仕事を浩二に説明しているところだった。
「変わったお仕事をされているんですね」浩二が私に言った。
「元々変わった奴だったのよ」私はそう言って笑って見せた。
「それにこんな花束を持ってくるなんて、浩二君びっくりしたでしょう？」
「それは、うちの講師が女性を喜ばせるのには花束が一番だって言ったから。俺だって恥ずかしいのを我慢して持ってきたんだから・・・」春樹が笑いをこらえながら言った。
　それを見て、浩二が思わず吹き出した。
「笑ったな」春樹が浩二をからかった。
「あっ、すみません」浩二が笑いを堪えながら謝った。それを見て私も吹き出す。そして三人で笑った。
　浩二はコーヒーを飲み終えて、帰りの支度をする。
　春樹も立ち上がり、「今度一緒にのみましょう」と言って手を差し出した。
「ぜひ」と言って浩二が春樹の手を取って握手した。私はそれを見ていて、何故か不思議な感じがした。

　浩二が帰った後春樹は私を抱き寄せて口づけをした。
「姉さん、会いたかった」
「あなた、今朝別れたところでしょう？まだ半日しか経ってないわ。夫婦でもそんなに会ってないでしょう」
「でも、会いたかった」そう言ってもう一度口づけをした。
　私はカウチに腰を下ろして言う。
「仕事、うまく行ったの？」
「大丈夫。終わったよ。ホッとしたらどうしても姉さんに会いたくなったんだ。明日からまた出張でしばらく会えない」
「今夜は私、家に帰るわよ」
「判ってる。でも、もう暫く一緒にいてくれ」そう言って私の隣に腰を下ろした。そして肩を抱く。私はもう恐怖を感じはしなかった。しかし、私は春樹を求める気持ちを理性で抑えていた。
「姉さん。肩に力が入ってる」春樹がそう言って笑った。
「あなたのせいよ」私はそう言って春樹を睨み付ける。
「まいったな」そう言って春樹は肩に回した腕を外した。
　私はふっーと溜息をつく。
「あなたと付き合うには体力と気力が必要みたいね」
「そんなに気を張らなくっても良いよ。別に取って食おうって言う訳じゃないし」
「良く似たもののような気はするけど・・」
「大丈夫、食った後みたいに無くなったりはしないから」
「それが無くなるのよね」
「何が？」
「私の理性」
「まぁ、そんなものなら無くなっても不自由ないさ。俺にはかえって好都合だ」
「あなたに触れられてると本当にあなたのことが好きな感じがするのよ。もっともっと欲しくなって、自分でもどうしたらいいのか分からなくなりそう」
「俺のこと愛してるんだ」
「よくもシャアシャアとそんな事言ったわね」
「実は俺もそうだから」
「困った事になったわね。こんな事になるなんて想像もしていなかったのに」
「確かに・・・同感だ。俺だって、今頃は家で休んでたはずだ。もう一週間帰ってないから。それに明日から、今度は九州に行かなければ成らない。また一週間家を空ける事になる」
「奥さんそれで良く怒らないわね」
「あいつは慣れているから。それに子供にも手が掛かるし」
「何人いるの」
「三人。一番上が十歳の男でその下が八歳の男。それで一番下がまだ三歳の女の子だ」
「可愛い盛りじゃないの。それに父親の存在が大切な時期よ。こんな事してる場合じゃないと思うけど」
「でも、俺は姉さんといたい」
「私もよ。でも、後一時間だけね。今日はちゃんと家に帰ってご飯を食べるの。私はそう決めたの」
「分かった。後一時間俺は姉さんを抱いていられる訳だ」そう言ってまた強く抱き締めた。



　どうなってしまうのだろう？私の知っていた恋の感情とは違いすぎる。相手を想い、二人の将来の幸せを夢見るような恋。しかし、今の気持ちはそれとは全く違っていた。春樹と一緒にいる事は私にどんな希望も見せてはくれないし、どんな将来の展望をも与えてはくれない。なのにも関わらず、私は春樹といる事を望み、春樹と抱き合う事を欲している。頭と体が熱くなるのを感じた。オーバーヒート。つまり制御不能だ。私は春樹の腕の中で考えるのをやめた。



「姉さん、大丈夫か？」春樹がそう言って体に回していた腕を解いた。
「分からない」私はそう辛うじて答えた。
「俺に任せとけばいい。少なくとも姉さんより俺の方がこう言う状態には慣れている。姉さんはただ、自分の事だけを想っていれば良いんだ。今姉さんがしたい事って何だ？」
「もう少しの間あなたの腕の中にいたい」
「もう少しの間？ずっとって言わないんだな」
「先の事なんて必要ないもの」
「ありがとう。それが俺の欲しかった答えだ。無理して此処へ来て良かった」



　春樹も同じ気持ちだった。先が・・・このまま二人が何処へ行こうとしているのかが知りたかったのだ。しかし、それを知る必要など無いと言う事を確認し合っていた。
「愛してる」春樹がそう言った。
　春樹が口にした『愛』と言う言葉にどんな意味があるのだろうかと私は思った。しかし、オーバーヒートした私の頭でそれを考える事は困難だった。また宿題が出来てしまった。
「姉さんは俺を愛してない？」春樹がそう尋ねた。
　私は彼を愛していると言うべきなのかどうかが分からなかった。
「春樹。私には愛がまだ理解出来ていないのよ。そしてあなたを感じている限り、考える事も不可能だわ。だから答えられない」
「なぜ俺がいると考えられないんだ？」
「体が、この個に別れて存在する為の道具が、あなたを感じる事によって、制御不能になるの。もしかしてあなたは私の天敵だったのかも知れないわね」
「面白い考え方だ。要するに姉さんは俺が欲しいって言う事かな？」
「多分。でも、よく分からない。こんな状態って、今迄一度も無かったの」
「でも、もう怖くはないんだろう？」
「ええ。怖くはない。先が何も分からない事を怖がる必要なんて無いって学んだから」
「予想は無駄だって言う事？」
「無駄じゃないと思うけど、自分の予想に脅える事が必要ないんじゃないかしら？」
「幻の作り出す恐怖？」
「そうよ。すべてが幻」
「俺の姉さんに対する愛も幻」
「そう。私が春樹に感じるいとおしさも幻。ねぇ、もう一度キスしてくれない？」
「どうして？」
「大好きなの。あなたとキスすることが」
　春樹は肩に回していた腕で私を手繰り寄せるといとおしそうに口づけした。

　私は立ち上がって帰り支度をする。春樹がコーヒーカップを片づけながら言う。
「姉さん、さっきの秦君、俺知ってるよ」
「何処で会ったの？」
「ずっと前」
「もしかして生まれる前？」
「そう。あいつ、姉さんの事好きだった。俺の幼なじみ。俺と遊んでる時もいつも姉さんを見てたんだ。俺はちょっと意地悪だったから、あいつの前で姉さんを困らせて、甘えて見せてやった」
「あなたって、いつも性格がねじ曲がってたのね」
「そうさ。姉さんが絡むとどうしても素直に成れなかった」
「それで浩二君はどうしたの？」
「確か、戦争に行った。でも、多分生きて帰ったんじゃないかな？部隊が違ってたし、一緒には行かなかったから。でも、今生まれてるって言う事はあんまり長生きはしなかったんだろうな。やっぱり戦死してたのかな」
「そう。それでさっき引き留めたの。あなた達二人を見てた時、何か不思議な感じがしたのよ。幼なじみだったんだ」
「大体そんな感じで初めて会った人かどうかが分かるんだ。秦君は多分味方になってくれる。あいつは真っ直ぐな奴だったから、俺達の事は理解出来ないと思うけど。でもきっと姉さんに助けが必要な時には頼りになる」
「幼い恋心で？」
「そうだな。でも本人に前世のことは言っちゃ駄目だ」
「彼には言えないわね。そう言うタイプじゃないもの」
「でも、心に留めて置くと良い」
「ありがとう。あなたまた明日から、今度は九州って言ったわね」
「福岡で三日間のセミナーがある。その後何人かの個人的なカウンセリングの用意もしないといけない」
「個人的なカウンセリングって？」
「レベルの合ったチャネラーと客をマッチングさせて、ホテルの一室で会わせるんだ」
「あなたはそれにも立ち会うの？」
「ああ。一応危険もあるから」
「危険？」
「そうだ。一番初めの時に姉さんがお園になったみたいな事も起こるし、そのチャネラーがインチキだったりしたらうちの信用にも関わるからな」
「憑依現象とかって、よくあるの？」
「たまにな。姉さんのみたいなのは滅多に無いけど、心の弱い人には結構変なのが取り憑きやすい。特にチャネラーとのマッチングで、眠っているものが突然暴れ出したりする事も有るんだ」
「あなたはそれを押さえられるの？」
「大体な。まだ失敗したことは無い。それに大抵のことは俺にも分かるからチャネラーがインチキしたらすぐに分かるし。だから、うちと契約しているチャネラーは結構質の良い人ばかりなんだ」
「本当にあなたは自分の能力を最大限に使っているのね。それなのにまだ悩んでいるなんて贅沢すぎるんじゃないの？」
「俺は欲しいものを手に入れる為に生まれて来たんだ。それが自分の欲しいものを見失ったら悩むに決まってるじゃないか。でも、俺はちゃんと姉さんを引き寄せた。答えを持っている者を望んだからだ。つまり、姉さんが俺の欲しい答えを持っているって言う事だ」
「さぁ？それは違うと思うわよ。あなたの欲しいものは、あなたの中にしか無いんだから。あなたと私が出会ったのは、あなたが私の何かを手伝ってくれる為だったのかもしれないわ」
「どっちにしてもお互いに何か得るものがあるのさ。現に俺は初めての感情を今体験している」
「私もよ。こんな気持ち初めて。今まで恋だと思っていた感情って何だったのかしら？もしかしたら、今の気持ちは恋とは全く別のものなのかもしれない」
「どっちでも良いんじゃないか。とにかく俺は姉さんを手に入れた」
「手に入れたの？」
「そうさ。姉さんは暫く俺から離れられない」
「暫くね。それも良いかも。でも、あなたに一つ言っておかなければならない事があるの」
「何？」
「幻に幻を映す事は出来ないって言う事よ」
「もう少し分かりやすく説明して」
「要するに、自分を確認する為にお互いを利用することは出来ないの」
「共依存って言うことか？」
「多分そう。その迷路に迷い込んじゃうと、混乱が酷くなるばかりよ。お互いに上手くコントロールしましょう」
「分かった。心に止めておく」

　私は用意を済ませて、彼と共に部屋を出る。エレベーターの中で彼が言った。
「姉さん、一緒に旅行へ行かないか？」
「何処へ？」
「出雲だ」
「いつ？」
「出来れば来週九州からの帰りに向こうで落ち合えればいいんだが」
「日帰りで良いの？」
「せっかくだから一泊しよう」
「考えておくわ」
「きっと面白い事がある」
「また向こうから電話を頂戴」
「そうするよ」

　エレベーターが一階に着き、私達は外に出た。彼は車で私を駅まで送ると、自分は家族の元へ帰って行った。


 













    ６「回顧」
    　春樹がいない間私はずっと仕事をしていた。なるべく余計なことは考えず、ただこなすべき仕事だけに集中して毎日を過ごした。



　春樹が九州へ行って五日目の午後彼から電話が入った。
「姉さん、仕事進んでる？」
「ええ、とっても良いぺースよ」
「明日の夜福岡を発てるんだけど、姉さんはどう？」
「どうしても行かなくっちゃ駄目？」
「来て欲しい」
「判った。でも明日は無理よ」
「じゃあ、明後日の朝八重垣神社で待ってる」春樹は一方的にそう言うと、とても急いでいるように電話を切った。
「八重垣神社か」私はそう呟いてから、電話で飛行機の切符の手配をした。
　出雲には何度も行った事がある。もちろん八重垣神社へもだ。スサノオがクシナダヒメをヤマタノオロチから守る為に何重にも垣を作り、姫を隠したと言う伝説の場所。重要文化財の壁画もあった。とても清浄な気に包まれた所。
　私は夫に電話を入れ、友達と急に旅行をする事になったと告げた。彼は、「そう、よかったね」と言って深く詮索はしなかった。
　私にとって夫とはどう言う存在なのだろうか？彼は私を信じているのだろうか？私は彼を愛しているのだろうか？子供も無く、セックスも無い。喧嘩をする事も無ければ、お互いを尊重すると言う言葉の元に、束縛する事も無い。これまで良き人生のパートナーだと認識していた。穏やかな関係。それに満足してもいた。なのに春樹の出現によってその満足感が何の意味も持たなくなっている。私は考えるのを後回しにして、取り敢えず目の前の仕事を片付けにかかった。




　春樹の指定した日の朝一番の飛行機で、眼下に大山を見ながら飛び、出雲空港へ降り立った。タクシーで宍道湖のほとりの国道を小一時間走り、八雲八重垣神社に着いた。



　中の門の前で立ち止まり拝殿を仰ぎ見る。他の出雲の神社と違わず、大きな注連縄がかかっている。一体どれほどの力で出雲の神を封じ込めているのだろう？
　そこには透明のエネルギーの柱が立ち上がり、境内全体が回りよりも濃い色でくっきりとして輝いていた。
　私は背筋を伸ばして一礼し、心静かに門を潜る。真っ直ぐ社殿に向かって歩いた。そして二礼、二拍手、一礼で、心静かに参拝した。
　参拝を終えて振り向くと、境内の隅の方で春樹が石垣に腰を下ろして項垂れ、オパールのような乳白色の光りに包まれていた。



「どうしたの？」私はそっと近づき、声をかけた。
　春樹は静かに目を開け、まだ焦点の合わない目で私を捕らえた。そしてもう一度目を閉じ、頭を小さく振ってから立ち上がった。
「良く来てくれた」そう言って私を抱き寄せた。
「神さまの前で不謹慎よ」
「縁結びの神だから良いんだ」
「不倫なんだから罰が当たるわ」私がそう言うと彼は腕をほどいて「確かに」と言って社殿に向かうと丁寧に礼をした。
「何してたの？」
「充電」
「これから何処かへ行くの？」
「そのつもりだ。でもその前にお茶でも飲もう。俺一時間も此処でまってたんだ」
「珍しい。そんなに早く来てたの？」
「ああ。ちょっとエネルギーが不足してたし、ちょうど良かった。でも、ちょっと寒い」
　私達はすぐ側の喫茶店に入りコーヒーを注文した。神社の結界を出てから彼を見ると確かにちょっと疲れているように見えた。
「大丈夫？」私が尋ねると口の端で少し笑って見せた。
　私は彼の手を取って暖める。そして、彼にエネルギーが流れ込むイメージを抱く。見る見る内に彼の顔色が良くなってきた。
「姉さん、もう大丈夫だ」彼がそう言って私から手を取り戻した。
　私は運ばれてきたコーヒーにミルクを入れてかき回す。
「姉さんにも不思議な力があるんだな」
「出雲にいる間はね」
「姉さんと出雲の関係を知ってるのか？」
「知らないわ。でも、此処に来るととても落ち着くのよ。出雲に来るって決めただけでワクワクするぐらい、此処が大好きなの」
「そうか。それで俺の無理な話に乗ってくれたのか」
「まぁね。出雲じゃなかったら来てなかったかも知れないわ。でも、春樹は知ってたんでしょう？私と出雲の繋がりを」
「ああ、俺と出雲の繋がりもな」
「と言う事はこの土地で姉弟だったの？」
「そうだよ。でも、姉さんはそれだけじゃないみたいだな。さっき、俺には神に見えた」
「神様？」
「多分、神を祀る人だ。光りが強すぎて男か女かも分からなかった」
「光っていたって言う事？」
「そう。後ろから光りが来ていたんじゃなくて、姉さん自体が光りを発していた。初めてあんなの見たよ」
「疲れてたからよ。お仕事またトラブったんでしょう」
「ああ、最悪だった。変な宗教にかぶれた奴がいてさ。振り回されたよ。でも、姉さんに会えて良かった。それに此処で姉さんは最強だ」
「そんなわけ無いじゃない。ちょっとハイテンションなだけよ」
　彼は首を振ってコーヒーを口に運んだ。
「これから何処へ行くの？」
「奥出雲までドライブ」
「車、借りたの？」
「ああ、俺の運転で良かったら乗っていってくれ」
「しょうがないわね。でも、坂道で両手を離して『俺と結婚してくれ』なんて冗談は嫌よ」
「そんな事もあったな」
「昔々ね」
「いや、ちょっと昔だ。もう少し昔の俺達の家に行くんだから」
「まだ在るのかしら？」
「さぁ？俺も初めて行くんだ」
「場所は分かってるの？」
「多分近くまで行けば分かると思う」
「不思議な奴」
「姉さんの方がもっと不思議だよ。それだけの力を持っていて、今まで普通に暮らしていたなんて。それに何度も俺に付き合って生まれてくれている。此処へ来て、改めて姉さんのすごさを知ったよ」
「もう良いって。錯覚よ」
「まぁ、良いか。じゃあそろそろ出発するか」
　そう言って残っていたコーヒーを飲み干すと立ち上がった。目の端で捕らえた、彼が勘定を払っている後ろ姿に、乳白色の炎のような揺らぎを感じた。




　車は山を回り込むようにしながら細い道を走る。山は紅葉も終わり、すっかり冬支度を済ませている。深く黒ずんだ常緑樹の緑と、葉を落として裸になった木々の茶色が山を染めている。
「もう少し早いと紅葉が綺麗だったんでしょうね」
「ああ。でも、もう少し遅いと雪に埋もれてしまうかも知れない」
「そんなに山の中だったの？」
「いや、それ程じゃあない。でも山陰だから。俺の記憶では静かな山里って言う感じだと思う。それでも街道沿いだったし、多分鉄を作ってた村が近所だったから昔は結構賑わったんじゃないかな？俺達が生まれる前ぐらいまで」
「いつの私達？」
「此処で生まれ育った時」
「なんだかややこしいわね。その時の私達の名前は何だったの？」
「俺が吉田誠一郎。姉さんが吉田妙」
「吉田って言うんだ」
　春樹が頷いてハンドルを切った。車は山沿いを流れる川の辺を走っていた。



　吉田妙。春樹の記憶ではそれが私の名前らしい。あまりしっくり来なかった。しかし、誠一郎と言う音に何か不思議な心の揺れを感じた。
「誠一郎さん」私が声に出してみた。
「姉さん。やめてくれ。俺、運転できなくなる」彼は強い口調で私にそう言った。
「辛いのならやめましょう。別に昔のことを今知ったところで何の得にもならないわ」
「多分。でも、俺にとって必要なんだ。だから付き合ってくれないか？姉さんと居ればなんとか乗り越えられそうな気がするんだ」最後は懇願するような口調だった。
「自分を試しているの？」
　春樹はそれには答えず、しばらく黙って運転に集中した。
　春樹は春樹なりに何かと戦おうとしているように思えた。それは今まで私の見たことのない春樹の姿だった。いつもの、すべてを見通すような強さと、何も恐れずすべてを悟ったような彼。そして突然見せる子供のような無邪気さが私の知っている春樹のすべてだ。しかし、今の彼は少し違っていた。脅えているのでも恐れているのでも無い。何かに挑戦する前の緊張感に満ちているように思えた。これが春樹の言った生まれる時の恐怖なのだろうか？
「姉さん。愛してるよ」春樹が突然そう言って笑って見せた。
「知ってるわ」私はそう答えて笑顔を返した。
　確かに彼は戦っているのだ。自分の記憶と人生を相手に。しかしその時私は楽しんでいた。昔龍が教えてくれた事を思い出した。
「春樹。戦っている限り決して勝てないわ。相手が他人であっても、自分自身であっても同じ。それが真理なのよ。」
　春樹は驚いたように私を見た。私はそんな彼に穏やかに笑って見せた。
「真理か。ありがとう」
　車は斐伊川沿いの桜並木を走っていた。葉を全部落とした桜の木は、枝を天に向けて伸ばし、力いっぱい空を抱き込もうとしているように見える。そしてその幹は光を受けてブロンズ色に鈍く輝いていた。
「春には桜が綺麗なんでしょうね」私が言う。
「来年桜の時期にまた一緒に来よう」彼が言った。
　毎年桜は咲く。私達が生きている時も死んでいる時も。いつか、ずっと昔に満開の桜を見上げながら、その元で死んだ事があるような気がした。



　車はまた山道に入り、街道筋の古い街並みにでた。鈍く光る瓦葺きの低い屋根が道の両端に続く。春樹は、何度も角を曲がりながら何かを探していた。そして、分かれ道の真ん中に立つ小さなお地蔵様を見つけて車を止めた。
「姉さん。この近くだ。俺、このお地蔵さんを知ってる」
「あなた大丈夫？」私はそう言って彼をのぞき込む。
「姉さん。助けてくれるよな」春樹は珍しく弱音を吐いた。
「知らないわよ。あなたの問題はあなたが解決しなさい」私は笑いながらそう言った。
「姉さん。そんな意地悪だったか？」
「ええ。私はとっても意地悪よ」
　春樹は首を振りながら言った。「もうキスしてやらない」
「酷い言い方ね。まるで淫乱おばさんみたいじゃないの」
「好きなんだろう？俺とキスするの」
「確かに嫌いじゃないわ」そう言って彼の頬に口づけした。



　春樹は左側の道を選び車を丁寧に発進させた。家並みはすぐに途切れ、点々と古い農家が有るだけになった。薄茶色の乾いた土を見せた畑が続く。道幅はどんどん細くなり、とうとう小さな山に突き当たった。道の左手に結構広い敷地を持った古い屋敷が在る。



「姉さん、着いたよ」春樹がそう言って車のエンジンを止めた。そして後ろの座席から私のコートを取って私に渡すと、自分のコートも持って車を降りる。
　私も車を降りてコートを着込む。空が曇って来たせいか街中よりも少し寒く感じた。
　濃いグレーのコートをふわりと羽織った春樹が、止めた車を回り込んで私の方へ来た。
「この山の竹林が、姉さんの夢に出てきたやつだ」
　私は人の気配のない屋敷をのぞき込む。屋根のある古い門には墨で書かれた表札がかかっていた。それを傍に寄って確認する。表札の汚れと墨の退色のせいで、春樹に吉田だと聞いていなければほとんどそれは読み取れなかっただろう。しかし、確かにそれは吉田と読めた。長男を失って誰がこの家を継いだのだろうか。
　門の外から見える前庭は私の夢で見たものとは全く違う。
　左手に農具を入れておくような小屋が在った。昔はその庭で鶏でも飼っていたのだろう。ちょっと埃っぽい。子供が十人程でカゴメ遊びが出来るほどの広さがあった。
　春樹は、感慨深げにそこを見ていた。彼の目は、確かに何かを捕らえているようだった。彼は、急に私の手を取ると山に向かって歩き始めた。



　枯れ草に覆われた、やっと人が歩ける程の細い山道があって、それを行くと屋敷の裏手に回ることが出来た。
「ほら。此処がそうだろう？」前を行く春樹が振り向いて私に言った。
　私から見て左側に、汚れてはいたがまだ少し薄緑色を残した柱のような石が寄り添うように立っていた。春樹が言ったように右手に池も見えた。灯籠は崩れたまま放置されている。そして正面に雨戸に覆われた建物があった。
「あの雨戸の向こうで寝てたのね」
「誰も住んでないみたいだ」
「そうね」
「もうちょっと歩けるか？」春樹が私に尋ねた。
「いいわよ」私が答えると彼は私の手を引いてその道をそのまま進んだ。



　五分程枯れ草と落ち葉を踏みながら歩いたところに、少し開けた場所が有って、崩れかけた墓石が有った。自然に倒れた木や、強い風で折れたような枝が散乱している。
「此処がうちの墓地さ」
　春樹はそう言うと墓石の後ろに回ってみる。
「ほら、姉さん。此処に俺達の名前があ」
　呼ばれて私も見に行く。それが刻まれた年月日は崩れて読めなくなっていたが、指でなぞると確かに『誠一郎享年十九歳』『妙享二十一歳』と読む事が出来た。
「俺達が見に来るのを待ってたようにこれだけが残っているんだな」春樹がそう言った。
　確かにその墓石はほとんだが破損していて他の文字は何も判読出来ない状態だった。
　多分私達のものが一番新しかったから残ったのだろう。つまり、その後墓を守る人がいなかったと言う事だ。
「貞の墓もすぐ近所にあるはずだ」
「貞って？」
「太田貞一。秦君だよ。確かこの辺だったんだが？」
　春樹は少し離れた辺りを探す。
「ほら、あった。太田家代々の墓。あっ、やっぱり早く死んでるよ。貞一享年二十一歳って書いてある」
　私も側に行って確かめる。そこもやはり墓を守る人が絶えているのか吉田家と同じように朽ち果てていた。
「随分酷い時代だったのね。ほとんどのお墓が守る人を失っちゃってる」
「まぁ、本家の長男が死んで分家が継いでも、結局町へ出ないと暮らせなかったんだろう」
「でも、もし、この貞一と言う人に子供がいたら、浩二君はずっと年上の自分の子供と何処かで出会ったりする訳よね」
「そうだ」
「覚えてたら大変よね」
「だからみんな忘れて出て来るんだろう？俺以外は」
「面白いわね」
「面白がってる場合じゃないと思うけど・・・」
「あなたにとってはね。でも、私は面白いわ。ところでどう？本当に自分の過去と対面して」
「嫌な気分だ。だって、それ、俺の墓なんだぜ」
「自分のお墓参りって言うのも確かに奇妙な感じね。でも、ちゃんと参っておいた方が良いわね」
　私はそう言って自分達のお墓の前で手を合わせた。
「俺は嫌だ。それにその中に俺のものなんて何も入ってない。だって俺は飛行機ごと戦艦に突っ込んだんだ。だから、俺の体は此処へは戻ってない」
「でも、魂は戻ってくれたわ。ちゃんと私の元へ」
　私は振り向いて彼を見た。彼は涙を流していた。
「泣き虫ね。あなた、会う度に泣いてる」私はそう言って彼を抱き締めた。
「姉さん！」彼は声を出して泣いた。きっとこの誠一郎と言う人がそうしたかったのだろう。きっと彼は妙さんの元に帰りたかったのだ。そして、今の春樹のように『怖かったんだよ』と言って甘えて泣きたかったに違いない。
　一つ仕事が終わった。

　帰りの車で春樹は少し沈んでいた。冬の日暮れは早い。その上空が曇っていたので思っていたよりも早く暗くなってきた。薄闇の向こうに出雲の山々がシルエットで立っていた。

　彼は海潮温泉の旅館の駐車場に車を着けた。
「姉さん、今夜は泊まれるんだよな」
「あなたが嫌じゃなければ」
　春樹は私の頭を押さえて「いい子だ」と言って笑った。
「泣き虫のくせに、偉そうに」私が悪態をつく。
「後で姉さんも昔話でメソメソ泣かせてやろうか？」
「私はそんなに泣かないわ」
「そうかもな。此処では姉さんが最強だ」
「また・・・」
　ドアを開けて車を降りる。私はいつも玉造温泉に泊まるので海潮温泉は初めてだ。玉造の方が大きなホテルが多くて、あまり構わないでくれるのが楽だからだ。しかし、海潮温泉の、春樹の選んだ旅館も趣があって気に入った。



　私達は部屋に通された。彼が勝手に宿帳に妻と記入したために、私は宿の人から奥さんと呼ばれる事になったようだ。結婚して十五年、確かに奥さんと呼ばれ慣れてはいるが、春樹の奥さんではないので、呼ばれる度になんだか居心地を悪くしていた。しかし春樹はそんな事にお構いなく、相変わらず仲居さんをからかったりしながら、夕方から機嫌良くビールを飲んでいた。いつもの春樹に戻ったので、私も安心した。
「姉さん、今日は帰らなくて良いんだから酔っ払っても大丈夫だ」そう言いながら私のコップにビールを注ぐ。私はそれを飲んでから露天風呂へ行った。

　天然石で組み上げられた湯船に満ちる肌触りの良い温泉に浸かっていると、お湯を通して出雲のエネルギーが全身に行き渡るのを感じた。

　部家に戻ると春樹もお風呂から戻り、浴衣掛けの姿で立ったまま窓の外のよく手入れされた庭を見ながらビールを飲んでいた。私もそれを一杯もらって喉を潤す。
「とっても気持ちよかった」私が言う。
「俺もだ」春樹が言う。そして私を抱き寄せ、後ろから抱く。
「姉さん、ありがとう。一緒にいてくれて良かった。俺、あそこに戻って姉さんが居なかったらどうなっていたか分からない」
「本当に妙さんに会いたかったのね」
「そうみたいだ。死ぬ時には怖いと思ってなかったのに、あそこに戻ったら、すごく怖かったんだって初めて気づいた」
「それが普通なのよ。でも、あなた昔の記憶をた辿ったのって初めてなの？」
「ああ、今までそんなのどうでも良いって思ってたし、姉さんに再会するまでどっかで自分の記憶を疑ってた」
「そう言えばそうよね。でも、私と再会してからあなた、本当に良く泣いてる」
「姉さんが俺の中の何かを壊すんだ。そうしたらいつも涙が出てしまう。姉さんこそ俺の天敵かも知れない。でも、その後すごくすっきりする。今日もそうだった。だから、ありがたい」
「あなたって本当に随分鬱屈していたものね。少しぐらい楽になっても良いかも」
「そうかな。姉さんはどうだった？あの場所に行って」
「別に何ともない。夢で見た石がそこにあるって、なんだか変な感じがしたけど、普通のデジャヴとたいして変わらないし。それに私はあそこで幸せに死んだもの」
「何も思いが残ってなかったって言うこと？」
「多分ね。あなたが妙さんを思っていたほど、私はあなたを思っていなかったのかもよ」
　春樹は後ろから私を抱いていた手で私の首を絞めた。
「薄情者」
　私は彼に抗わずにただ首を絞められてそこにいた。
「なぜ抵抗しない？」彼が力を緩めて言う。
「あなたに殺されるのは慣れてるからよ」
「姉さんには敵わない」そう言ってキスをした。
「キスしてくれないって言ってたのに」
「愛してるんだ」そう言って浴衣の合わせ目に手を入れ胸に触る。



　彼が『愛してる』と言うたびに、私は彼の言った愛について考える。しかし、私にはまだその意味が判っていない。それでも、初めに感じていたように女を口説くための言葉として彼がそれを口にするのでは無いと言う事だけは何となく理解出来た。



「何人にその言葉を言ったの？」私は彼に尋ねてみた。
「数え切れないほど」彼が答えた。
「私は欲張りだから、そう言うのって嫌い」
「自分だけじゃないと嫌って事か？」
「そう。何人も同じ言葉を聞いたのかって思ったら、なんだか興ざめしちゃうの」
「でも、俺達の年で初めてって言うのも気持ちが悪くないか？」
「そうじゃなくって、同時期に同じ言葉を言われている人がいるって言うの」
「だったら、姉さん一人だ」
「でも、あなたの言う姉さんは、お園さんかも知れないし、妙さんかもしれない。今の私だって思えない事が多いのよ」
「めぐみ、愛してるんだ」彼が言い直した。
「やっぱり気持ち悪い」私は笑いながらそう言って彼の腕からすり抜けた。
「俺がこんなに真剣に告白してるのに、どうして姉さんはそうなんだ」彼が抗議した。
「今までの罰が当たったのよ。自業自得よ」
「初めての時あんなに怖がっていたくせに」
「人は死ぬまで成長するのよ」
　彼は呆れたような表情でテーブルの前にどっかりと腰を下ろした。

　すぐに料理とお酒が運ばれて来て、彼は嬉しそうにそれを楽しんだ。
「ほら、姉さん腹減っただろう。昼飯食べ損ねたから。たくさん飲んでたくさん食べろ」私の杯にお酒を注ぎながら彼が言った。
「どうもありがとう」私もそう答えて心づくしの料理を戴く。
　出雲の土で育った野菜に、出雲の川を泳いでいた魚。そして出雲の水で料理されたすべてのもの。私の中に出雲の力が満ちるのを感じた。
「姉さんは、本当に出雲が好きなんだな」春樹が感心したように言った。
「どうしてそう思うの？」
「生き生きしている」
「あなたといるからよ」
「そうだと有り難いが、そうじゃないのが俺にはわかる」
「色が違うの？」
「色と言うよりも今のは質感かな？」
「今朝八重垣神社であなたがオパール色の光りに包まれているのを見たわ。その前には八重垣神社全体からエネルギーの柱が立っているのも見えた。そんな感じなのかしら？」
「大体な。姉さんにもエネルギーの場を見る事が出来るんだ」
「エネルギーの場？」
「そう。俺はいつもエネルギーが不足すると良い気に満ちた場所で今朝みたいに充電する」
「どんな感じなの」
「自分のチャンネルをオープンにして周りと同化する。個である事を忘れるんだ。そうすれば大元のエネルギーに繋がって元気に成れる」
「充電って面倒ね。春樹ぐらいの力があったら、発電出来るでしょう？」
「発電？」
「そうよ。だって私達すべてがエネルギー体なのよ。わざわざ何かと繋がらなくても自分で起こす事が可能なはずだわ」
「やり方を知ってる？」
「分からない。でも、すべてがエネルギー体であるとすれば、それが当たり前だと思わない？それに、充電の方法なんて知らない人だって、そのまま生きているって言う事は、自然に発電されているからじゃないかしら？」
「一理ある。それについて考えてみる価値はあるな」
「考えてみて判ったら教えて。自分で考えるのって面倒ですもの」
「ずるいな」
「だって、私もう酔っ払ってきたんだもの。何も考えられないわ」
「本当に弱いんだ」
「ええ。あなたとお酒には勝てないわ」
「信じられない」彼はそう言って首を振り、杯を空けた。私はそれにお酒を注ぐ。
「姉さんこっちへ回って来いよ」
　彼が私の手を取って引っ張った。出された料理を食べ終えていた私は、立ち上がり浴衣の裾を直して、彼の隣に座る。
「もう一杯どうぞ」私はふざけて彼にしなだれかかり、お銚子をつまんでお酒を勧める。
　春樹は自分の杯を私の口に付けて残っていたお酒を私に飲ませ、その杯を私の前に差し出した。
「良いね。こう言うの。昔見た映画みたいだ」そう言いながらそれを飲む。そして空いている方の手で私の浴衣の裾を割る。
「調子に乗るんじゃないの」私はそう言ってその手を叩く。
　彼は杯を置くと力いっぱい私を抱き寄せ長い口づけをした。その時『愛してるんだ』と言う彼の声を耳ではないところで聞いた。それは龍と対話する時の感じにとても良く似ていた。しかし、それは龍のものではなく、あきらかに春樹のものであるのが私には判った。




　翌朝私は早くに起き、もう一度温泉に入った。部家に戻った時春樹はまだぐっすりと寝ていた。私は化粧をし、自分の布団を片づける時に彼を起こした。
「春樹。起きなさい。もうすぐ朝食の用意をしてくれるわよ」
　春樹は、ウーンと唸りながら目を開け、布団の上を転がった。そして、割と機嫌良く起きあがると、「風呂へ行って来る」と言って出て行った。私は彼の布団もたたみ、窓際のソファーに腰を下ろし、昨夜の夢を思い出しそうとした。しかしそれは確かに見ていたにもかかわらずどうしても思い出せなかった。ただ、私の中に不思議な色合いを伴った心地よい感情が残っているだけだった。

　春樹が戻ったのと朝食の用意が出来たのがちょうど同じだった。
「さあ食うぞ」春樹はおもむろにお膳の前に腰を下ろし、そう言って食事を始めた。
「今日はどうするの？」私が尋ねる。
「姉さんは何時までに戻ればいい？」
「出来れば夕方には帰り着きたいわね」
「俺もそんなものでいい」
「お家へ帰れるの？」
「ああ、しばらく出張は無い。次は年明けにまた札幌」
「お父様を頑張らなくっちゃね」
「しばらくまた姉さんの城に入り浸れる」
「もう何も持って来なくて良いわ。あなただけが来てくれれば嬉しいから」
「本当か？」
「冗談よ。あなたはあなたのお仕事を頑張って下さいな。私は私の仕事と家庭を守るから」
「もう俺の事、飽きたのか？」
「ええ、そうよ。満足しちゃったらそれで良いの」
「男みたいな奴だな。でも、俺はまだ飽きてないよ。姉さんを満足するほど知るにはまだまだ時間が必要だ」
「ただの女よ。他の人と何もかわらないわ」
「でも、俺には特別だ。きっともっと楽しい事を経験出来そうな気がする」
「期待はずれって言う事もあるから・・・」
「大丈夫。だって今日の姉さんは昨日よりもっと強い」
「強いって、何が？」
「姉さんの発しているエネルギーの波」
「変な奴」
「とにかく今日はまたドライブを楽しんで、夕方の飛行機に乗ろう。それでいいか？」
「ええ。安全運転でお願いね」



　出雲のエネルギーに包まれているせいか、私は精神的にも肉体的にもとっても安定していた。此処へ来る前に感じていた春樹との不倫に対する心の揺れも収まり、すべてをあるがままに受け入れられていた。彼とのセックスもとてもリラックスして楽しめた。セックスがあんなに楽しいものならば、私は今まで随分勿体ない事をしていたように思えた。しかし、それは相手が春樹であったからだと言う事も分かっていた。何も否定することは無かった。



　私達は宿を出て、二人で地図を見ながらその日のルートを決め、まずは一番近所の須賀神社へ向かう事にした。



　道幅の狭い田圃の中の田舎道を十分程走り、目的地に着いた。
　須賀神社は、神体山である八雲山に、張り付くような形で立っている。
　昨日の八重垣神社と違って、山全体からエネルギーの柱が立っている。私は一礼し、そのエネルギーの壁に吸い込まれるように鳥居を潜る。名前のようにとても清々しく美しく整えられた境内だ。



　暖かく柔らかい物に包まれるのを感じた。柔らかく暖かく心地よい。龍の言った『愛』のようだと思った。


　振り向くと春樹が微笑んでいた。
「俺には一瞬姉さんが見えなくなったよ。此処のエネルギーと同化してた」
　私は手を差し伸べて彼の手を取る。
「多分、これが愛よ」私はそこで体から心が抜け出してしまうような高揚感を感じた。そしてそれを春樹にも伝えたいと思った。春樹は、私の手を取って目を閉じた。彼の閉じた目から、私の大好きな彼の目尻の皺を伝って涙が一筋流れた。
「姉さんごめん。俺、また泣いちまった」そう言って涙を指で拭い笑って見せた。
「どうして？」私が尋ねる。
「言葉が無いんだよ。この感じを伝える言葉が見つからない。もの凄く暖かい。痛いほど柔らかい。今まで閉じていた感覚がすべて開いて、何もかもが愛おしい。そんな感じだ。辛いから泣いたんじゃない。俺の中に詰まっていた要らないものが涙になって出て行った感じ。単純に嬉しいって表現するのも違うような気がするし、やっぱり言葉がみつからない」
「言葉って不便なものね。でも、この感覚を表す言葉を見つけたらノーベル賞ものかもしれない」
「姉さんはどんな感じがする？」
「『愛』だと思う。それ以外の言葉が私の中には見当たらないから」
「これが愛なら、俺が色んな女に言った言葉は間違って使っていた。でも、姉さんに言ったのはちょっと近いかもしれない」
「どうも有り難う。でも、愛って自分以外の人や物に対する言葉じゃないような気がするわね。もっと個人的なもので、それでいて全体的なもの。そんな気がする」
「ああ。姉さんが俺にとって『愛』の入り口だった」
「それで良いのよ。さあ、スサノオとクシナダヒメにご挨拶しましょう」



　私達は二人並んで急な階段を昇り、その上に建つ神殿に向かって参拝した。そこに満ちる何もかもに祝福を受けているような気がした。私は一番好きなものに抱きかかえられ、愛されている感覚を全身で感じていた。隣を見ると見た事のない顔をした春樹が頭をたれていた。彼は確実に変わろうとしていた。一月ちょっと前に再会した時の彼とは全く別人に見えた。それでも私にはとても親しい感じがあり、どこかで彼が自分の一部として繋がっているのが理解出来た。



　私達は参拝を終えて、次の目的地に向かった。来た道を少し戻り、西出雲へ向かうつもりだ。
「春樹。あなたそんな顔で仕事に戻ったらたいへんよ」
「どういう意味？」
「そんな柔らかな顔で社長は勤まらないと思うの」
「大丈夫。大阪へ戻ったら顔も気持ちも引き締める。それで駄目だったら仕事を辞めても構わない。きっと他に何かする事があるからそれが駄目になるって事だ」
「悟り？」
「そんな使い古された言葉で表現すると間違って伝わる恐れが有る。ただ流れのままに生きることを決めただけだ」
「どうせ決めたのは自分だしね」
「そう言う事。ただこの先に幸多かれと祈りはするけど」
「すごい。高校生の時のあなたに聞かせてやりたいようなセリフ」
「どうも有り難う。今しっかり聞かせてもらった。今の俺もあの頃の俺も同じさ」
「そんな風には見えないけど。でも、どっちのあなたも好きよ」
　彼は私をのぞき込むようにして笑って見せた。そして何も言わずに、子供にするように私の頭を掴んで揺すぶった。それで彼が愛情深い父親であるのが私には分かった。その事が何故か私にはとても嬉しかった。『龍』の物語に有った『右手は左手にやきもちを妬かない』と言う言葉の意味が少し深みを増したような気がした。

　車はスーパーの立ち並ぶ地方都市風の町を抜け、また田舎の風景の中に入っていった。枯れ草色の田畑が続き、その向こうに低い山並みが見えた。春樹は突然予定外に小さな道を右に折れた。
「どうしたの？さっきの道を真っ直ぐじゃない？」私が言う。
「分からない。突然曲がりたくなった」
　私は少し緊張した。春樹を包む気が変化していたからだ。どう変わったと言葉で表す事は難しい変化だ。多分春樹ならそれを色が変わったと表現するのだろう。しかしそれの見えない私には、ただ春樹の回りの空気の密度が変わったように思えただけだ。
　しばらく私は黙って前方を注意していた。車は、小さな川沿いに出て、車がやっと通れるぐらいの幅の、欄干のない橋を渡った。そして、すれ違い出来ないぐらい細い農道を走る。
　前方右手に小高い丘のような森が見えた。私はその森の上に大きなエネルギーを感じていた。


　突然『龍』と思った。するとそのエネルギーは動き始めた。


　初めは小さく波打ち、それがだんだん大きくなって、気付いたらそれは龍の形になっていた。
「春樹、龍よ。あなたにも見える？」
「見える。確かに龍の形をしている」
「すごい！こんなものが見えるなんて、私、どうしちゃったんだろう？」
「俺には分からない。龍に聞いてみれば？」
　私はそう言われて私の龍に問いかける。
『ねえ、これって何？』
『龍に見えない？』龍が答えた。
『見えるから尋ねてるんじゃないの』
『人の力って面白いね。こんな事も出来るんだ。正直言って僕もびっくりしたよ。でも、何も怖がらなくて良いよ。君が作り出しているんだから』
『何のために？』
『行ってみれば分かるんじゃないかな』
　私は呆れて首を振る。
「龍はなんて言った？」春樹が尋ねる。
「私の龍って本当に意地悪よ」
「それは仕方ないよ。姉さんがそうなんだから。龍だって姉さんだ」
「そうね。龍は、私が作り出しているんだから怖がる必要はないって。行ってみれば分かるって。それだけしか教えてくれなかったわ」
「それだけ分かれば充分だ」
　春樹は、そう言って車を走らせた。後百メートル程で巨大な龍の胴体に突っ込むような感じだ。春樹は速度を緩めながらその中に向かって車を走らせる。
　何の衝撃も無くそれは通り抜けられた。その先の道端右手に、剥げた朱塗りの小さな鳥居が有った。春樹が鳥居の前に突っ込むようにして車を止めた。私達はそこで降りる。



　鳥居の向こうには長い石段が続いていた。途中にもう一つ石で出来た鳥居が建ち、その先一番上とおぼしき所にも朱塗りの鳥居が見えていた。
　私は自分が龍の中にいるのを感じていた。足が自然に階段を登った。しかし、私の認識の中で私はもっと高いところにいた。誰かの支える梯子の上に乗ってそれを登っているのだ。恐怖感が有った。不安定さに対する純粋な恐怖。それでも私はそこを登っていた。私の意識の中では、ちょうど真ん中に在る石の鳥居が、頭をぶつけるくらいの位置で感じられた。そこでその石の鳥居にしがみついて体を安定させ、上を見た。階段の一番上には楼閣のような門が見えた。全体は朱で塗られ、東照宮の陽明門のように細かな彫刻がなされ、その部分を極彩色に塗り分けられている。
　私は覚悟を決め石の鳥居から手を放し、またそこを登った。とても不安定では在ったが、私の乗った梯子を支えている者は何の不安も苦も感じていないようだった。私は純粋な恐怖を振り払い、その楼門に意識の焦点を合わせた。最後の十段ぐらいのところで梯子が前につんのめるように倒れ、私は上手にふんわりと門の前から、奥に向かってしかれた敷物の上に着地した。
　後ろを振り返ると、春樹が息を切らせながらゆっくりと登ってきていた。もう一度前を向き直ると、そこにはさっき見ていた立派な楼門など無く、小さな赤い鳥居が建っているだけだった。そして足下には何も無かった。私は唖然として鳥居を見上げる。すると、真上にいた龍と目が合った。龍は人懐っこい笑顔で嬉しそうに首を振っていた。私はそこに座り込む。


 


　春樹がやっと私に追いついた。


「姉さん。いつ羽根を生やしたんだ」
「さあ？羽根は無いと思うわよ。誰かが抱えて来てくれただけ。本当は、誰かの支える梯子に乗って此処まで来たの」
「俺もちょっと座ろう」そう言って隣に腰を下ろした。
「春樹、上を見てご覧なさい。面白いものが見えるから」
　春樹はそれを聞いて空を見上げる。そして声も無く、ただ口をぽかんと開けてしばらくそのまま見ていた。そして、我に返って言う。
「姉さんにはどんな風に見える？」
「龍が笑って首を振ってなかった？」
「そのとおりだった。俺の思い違いじゃないんだな」
「そうみたいよ。それにしても何故私の回りの龍ってこんなにひょうきんなんでしょう？龍が笑っているのよ。それに私の龍は意地悪だし。嫌になっちゃう」
「俺にはそれについて言う言葉が無い」
「私にもそんな便利なものの持ち合わせわ無いわ」そう言って首を振った。



　私は立ち上がって三つ目の鳥居を潜る。「さぁ、せっかくのお招きだから、行ってみましょう」
　春樹も起きあがって私の後に続く。
　そこは広場になっていた。正面奥に忘れられたような小さな祠があった。しかし良く見るとその手前に、掘っ建て柱の後を埋め戻した後なのか、小さな塚のようなものが規則正しく並んでいる。私は振り返って春樹を見る。
　彼はじっと立ちすくんで見えないものを見ていた。私は少し戻って彼のエネルギーの場に入る。
「何が見えるの？」私は尋ねた。
「この土地の記憶。姉さんにも見えるはずだ」
　私はそれを聞いて振り返る。私にもそれは見えた。簡素に作られてはいるが立派な社。すべてが香りの良い白木で造られ、大きな注連縄がかかっていた。社殿の扉は大きく開け放たれ、白い敷物を楼門まで延ばして、誰かを待っているようだった。
　私は自分の場所だと言う事にその時気づいた。私のいるべき場所。その社は確かに私を待ち続けていた。
　私は頬を涙が伝うのを感じた。胸がぐっと締め付けられ、何かが私の魂を掴み出そうとしているように感じた。それは快感でもあり不快感でもあり、そのどちらでも無かった。



　私は自然に足を踏み出した。頭上に龍を戴き、両手を広げ、滑るように前に進む。社殿の前でも臆せずに階段を滑るように上がり、開け放たれた扉の奥へと進む。
　突き当たり右側に私の祀るべき神がいた。形も無く思いも無い。ただ膨大で純粋なエネルギーに繋がる窓。それが曾ての私が、祀るべき神であったのだ。
　いつの間にか真っ白な衣を纏った私は、その窓に向かいひれ伏して礼拝する。柏手を打ち、その音によって肉体を徐々に軽くする。何も不思議な事など無かった。すべてが当たり前の行為で、私はそれに慣れていた。聞いた事もない言葉で神を称え、また柏手を打つ。そうする事で私は神と同化していた。その時私は神そのものであった。そして後ずさりながら神の前を離れると右に向き直って社殿入り口まで進み、そこで立ち止まる。
　私は真っ白な光りに包まれ、目線と同じ高さに、階段を上がっている時に見えていた楼門を見た。その楼門が龍の頭だった。ちょうど龍と対峙するような格好だ。長い階段が龍の体を表していた事もその時思い出した。人が考えた龍。しかし、本物の龍はその山全体を覆って余る程の大きさを持っている。その時の龍は確かに形を持っていた。それはエネルギーの流れなどと言う観念的なものではなく、本当に誰が見ても龍と分かる形を持っていたのだ。
　人々のどよめきが聞こえた。その土地の民だ。天を衝くような高音の笛の音や、地面に根を下ろすような深い太鼓の音が聞こえた。
　私はまた両手を広げ、高く伸び上がった。私はそこでは自分が神である事を理解していた。人々がそれを崇めている事もだ。しかし、神としてある私は何も思ってはいなかった。何も望んでいない。心にはどんな言葉もなかった。
　私は頭上の龍と共に舞った。それも私はよく知っている事だった。

　気付いた時私は春樹の腕の中だった。肩と背中に暖かさを感じ、目を開けると春樹が静かに私を抱いていた。
「どうなっちゃったの？」私が言う。
「俺が知るもんか」私には彼が少し怒っているように聞こえた。
「怒っているの？」
「そんな訳ないじゃないか。それよりどう？自分の過去と出会うって。昨日の俺の気持ちが分かった？」
「さあ？」私はそう言って首を振り、彼の腕から抜け出して立ち上がる。
「何も無かったのよ。本当に何も無いの。神に意志は無いのよ。私が祀っていたのは純粋なるエネルギー。社殿の奥にそれと繋がる窓があって、そこから私が媒体としてそのエネルギーを人々の前に現していただけ。そんなのって信じられる？」
「多分信じられると思う」
「でも、神は何も欲していないの。怨念も無ければ、人々の幸せすら望んでいないのよ。そんなのが神だって言われても、私どうすればいいのか分からない」
「姉さんはその神に仕えていたんだろう？」
「多分ね。だってみんな知ってたもの。自分が何をするべきなのか、どう振る舞うのかを当たり前のように知ってた」
「俺に見えた事を言ってもいい？」
「ええ」
「姉さんは踊りながら入神し、神の声を告げた。昔の言葉で、まるで歌のように」
「なんて言ったの？」
「残念な事に俺には分からなかった。何かよその国の言葉みたいだった。でも、意味は分かった。心にダイレクトにそれは伝わってきたんだ。『我は此処に在り』それがその意味だ」
「我は此処に在り。此処ってこの場所の事かしら？」
「多分違うと思うよ。そんな感じじゃなかった。そうだな、『此処』と言う言葉には『すべての場所』と言う意味があったような気がする」
「頭痛くなりそうよ。何で私がこんな目に遭わなくっちゃならないのよ。なんだか腹が立ってきたわ」
「怒ったって仕方ないだろう？」
「あなたのせいじゃないの？あなたがいたからこんな目に遭った。きっとそうよ」
「多分。でも、俺を怒ったって仕方ないと思うけど。だって姉さんの問題だし」
「ごめんなさい。ちょっと混乱が激しすぎたみたい。私の手には負えない感じ」
「なんとなく分かるよ。俺も今まで色んなものを見たけど、今日のは特別だ」
「全身血まみれの自殺者の幽霊よりすごかった？」
「話にならない。俺は此処で人ではないものを見たんだ。そしてそれは姉さんの認識では神なんだろう？そんなすごいもの普通の場所に残ってたりしない」
「大きな神社だとか、神域って呼ばれる所でも？」
「ああ。さっきのは、姉さんと、この場所の記憶が出会って初めて見えるものだったんじゃないかな。現在進行形の過去の記憶。そんな事普通では在り得ないからな」
「時間が捩れてるんだ。そう言えば前に龍がそんな事を言ってたわ。確か、時は規則正しく流れている訳じゃないって」
「そのようだな」
「ねえ、もう続きが無いんだったら帰りましょうよ。私、おなかすいちゃった」
「そうだな。ところでさっき笑ってた龍はどうした？」
　私はそう言われて回りを見回す。しかし、それはもう見えなかった。
「もういないみたい」
「俺、しばらく夢でうなされそうな気がする。だってにこにこ笑った龍だぜ。それが楽しそうに首を振ってた」
「龍に睨みつけられて脅かされるより良かったって思えば？」
　春樹は黙って首を振った。

　私達は自分の足で長い階段を下り、車に乗り込んだ。そして来た道を戻り、初めの予定通りのコースに戻った。

　山間の良く整備された国道をしばらく走り、幾つかの新しいトンネルを抜け、当初の目的だった須佐神社に着いた。私達は近くにある大きな観光施設に車を止め、遅めの昼食に出雲蕎麦を食べた。
「ねえ、さっきのって本当に私の過去生なのかしら」
「俺にも良く判らなくなった。あの場所を調べてみて、本当にあそこに神社があって、そこで神降ろしが行われていたのかを調べれば、ある程度の裏付けは取れるかもしれない」
「でも、そうだったとして、私がそれをしていたかどうかの確証は取れないわよね」
「それはそうだ」
「昨日のあなたのみたいに名前が判ってて、そのお墓があれば、ある程度信用してもいいかなって思えるけど・・・」
「確かに。だけど、それだってただ俺が知っていた事と符合したと言うだけだろう？それが前世の記憶だとは決められない」
「疑えばきりが無いって言う事ね」
「そう言う事」
「でも、それでもその現象は起こったのよね。つまり、私達に必要なものが引き寄せられたって言う事でしょう？」
「そう。要するに俺達は今、此処で知る必要のある現象と出会った。それを誰にも証明する必要など無いと言う事だ。必要の無い者には見えないものを俺達は同時に同じ形で見たんだ」
「それが笑いながら首を振る龍？」
「それはもう言わないでくれ。とにかくそれを含めてすべてのものをこの二日間に俺と姉さんが体験したと言う事が大切なんだと思う」
「ねえ、あなた、もしかしてあんなに可愛い龍が怖かったの？」
「いや。怖い訳じゃなくて、受け入れたくないだけ」
「変な奴。思い込みが強すぎるのよ。あなたの中の龍は背中に入れ墨するみたいな怖い顔のじゃなくっちゃ納得出来ないのね。まぁ、それはそれで良いけど。でも、とっても綺麗な龍だったでしょう？」
「もう良いって」
「要するに私達は何故この現象を引き寄せ、それを一緒に体験したかと言う事の意味を考えないといけないのね」
「姉さんは何故だと思う？」
「判るわけ無いじゃないの。そんなむずかしい事を考えるように私の頭は造られて無いの」
「俺の方がもっと考えるのには向いて無い」
「じゃあ、しばらくお預けにしましょう。あなたはこの出雲で確実に変わった。それだけで充分意味のある事だから」
「姉さんにとっての意味はあったのか？もちろんあの一連の事をのぞけばだけど」
「あなたが柔らかくなって行くのを見ていられたって、とっても素敵だった。それにあなたといると今まで感じていただけだったエネルギーの場が目に見えると言う事も知った」
「姉さんはエネルギーそのものだ」
「私がじゃなくて、すべてのものがエネルギーそのものなのよ。だから、わざわざ繋がらなくても、いつもそれに満たされている事は可能なの」
「でも、今まで俺が学んだ人達は、大元のエネルギーと切り離されているからいけないって言ってた。だからそれと繋がる必要があるって」
「私もずっとそう思ってた。でも、そんなのやっぱり変だわ。エネルギーと切り離された状態で、何も存在するはずなんて無いもの」
「存在自体がエネルギーだから・・・」
「そう言う事ね」

　私達は蕎麦を食べ終わり、車を置いたまま須佐神社へ向かった。
　そこも出雲の他の神社と違わず、清浄な気を漲らせていた。
　右手に井戸を見ながら進み、並んで社殿の前に立ち、参拝をする。そして、二人とも黙ったまま社殿の後ろの森へ入った。注連縄の張られた大きな杉の木があった。この杉は一体何を知っているのだろう？長い間此処に立ち続け、人の営みを見続けてきたはずだ。
　他に誰も居ず、すぐ横を流れる川の音が聞こえていた。
　いつかどこかでこうしていた事があると思った。心静かに自分の分身とこうして歩いていた。それが何時で何処だったのかなど全く意味の無い事だと言うのも理解出来た。時間と空間の認識。多分、それは魂にとっては必要の無いものなのだ。それらは現し身の為の方便でしかない。それを知る為に出雲へ来て、自分の墓や、自分の仕事と対面した。それが今の自分に何の影響も与えはしないと言う事を確認するための旅だったのではないだろうか。

　その後私達は出雲大社へ行った。
　参拝を終えた後、長い参道を歩きながら春樹が言う。
「姉さん、俺達が結婚してたらどうなってただろう」
「大ゲンカの末すぐに離婚。そして、やっぱり私は今の夫再婚してたと思う」
「多分そうだろうな。やっぱり間違ってた訳じゃないよな」
「人は間違えない。だからこうして今あなたといる事も、決して間違いじゃない。ちゃんと時期を計って、お互いが学んだ事を持ち寄った。それで確認の作業をしているんじゃないのかしら？もちろん、私達の怖れを取り除く作業もあったし、不倫のスリルも楽しめた。なんだかとっても得した気分よ」
「姉さんって俺より楽観的だったんだな。もっと神経質で怖がりだと思ってた」
「疲れたのよ。そう言う気質って自分で止めなければ、誰にも止められないでしょう？きっと相手が春樹だったから楽しめたのよ。あなたは私が欲しいものを全部持ってた。それを惜し気もなく与えてくれたし」
「それは俺が言いたかった事だ。本当に有り難う。今回俺は姉さんを傷つけずに愛する事が出来たんだろうか？」
「大丈夫。心配しなくて良い。私はお園さんじゃないし、妙さんでもない。めぐみなのかどうかは判らない。けれど、私は傷ついてなんて無い。とても幸せな気分。だって曾て一番好きだった男とこうして、大好きな場所を散歩してるのよ。幸せでないはずがないでしょう？」
「良かった。もうあの輪廻は断ち切れたんだな」

　私達は日暮れにせかされながら、出雲大社を後にし、出雲空港へ向かった。


 













    ７「罪」
    　　家に帰り着いたら、夫はテレビを見ていた。

「お帰り。楽しかった？」彼が言った。
「ええ。とっても」私は答える。
「誰と一緒だったの？」
「恋人」私は自然にそう答えた。 「そう」彼は興味無さそうにそう言ってまたテレビに視線を戻した。
　私はその視線に割り込んで言う。「私の恋人に興味無い？」
　彼は私の顔を見て言う。「僕が興味を持ったら困るのはめぐみだろう？」
　私はそれに対して返す言葉を見つけられなかった。
「めぐみがその恋人とどうしたいのか僕には分からないけど、よく考えてみた方がいいんじゃないかな」
「あなたは何とも思わないの？」
「そんな訳無いだろう？でも、仕方ないじゃないか。めぐみが誰かに恋をするのを止める訳にもいかないし」
「あなた本気にしてないのね」
「いや、本気だよ。何年一緒にいるって思ってるんだ。最近めぐみがいつもと違う事ぐらい僕にだって分かるよ。でも、僕がめぐみを怒鳴り散らしたところでどうしようもない事だって分かってるからね」
「争いたくないの？」
「多分ね。僕には僕の思いがある。それにめぐみにはみぐみの思いがあるだろうし」
「なぜあなたはそんなに穏やかなの？」
「穏やかな訳無いだろう」
「そうよね。でも、仕方ないのね」
「そう言う事」
「私暫く考えてみるわ」
「それが良いよ」彼はそう言って首を振った。
　やはり、私は夫を傷つけた。『仕方ない』夫はそう言った。本当にそうだったのだろうか？本当に仕方無かったのだろうか？
　私は立ち上がってキッチンへ行き、コーヒーを入れる。
「あなた食事はどうしたの？」
「さっき一人で食べたよ。めぐみは？」
「私はいらないわ」
　私はコーヒーカップを二つ持ってリビングに行き、一つを彼の前に置く。
「ありがとう」彼が言った。
　私は笑って見せて自分の部屋へ引き上げようとした。
　彼が私の背中に向かって言う。「僕だってめぐみの事愛してるんだ。その事だけは忘れないでくれ」
　私は振り向いた。そこには十五年一緒に暮らした夫の顔があった。
「相談には、乗ってもらえるかしら？」
　彼は微笑んで見せると「構わないよ」と答えた。
「ありがとう」私はそう言ってコーヒーを持って二階の自分の部屋へ引き上げた。
　私は今まで良い男と暮らしていたのだ。彼は、自分の辛さを怒りにすり替えない。怒りによって自分を癒そうとはしない。それだけでも人間として尊敬出来る。私は、私はそんな素晴らしい人間に何をしたのだろうか？自己嫌悪。やはり私はひどい妻だ。しかし、それを覚悟で春樹との恋にのめり込んだのだ。誰のせいでもない。私がそれを選択した。春樹との事を後悔してはいなかった。誰も責めるべき者は存在しない。私自身をも責めたところで問題は解決しないのも知っている。私はゆっくりとコーヒーを飲んで、考えるのを後回しにする事を決めた。
　テレビのスイッチを入れ、着替えをする。テレビからとても奇妙なニュースが流れてきた。それは、宗教団体の起こした事件だった。
　ベッドに腰掛けそれを見る。どうも初めは自己啓発セミナーであったが、経営の行き詰まりから新興宗教化したその会が起こした事件らしい。そこの社長が教祖になり、病気治しなどの現世利益を売り物にして人を集めていたらしい。そして、死んでミイラ化した信者を生きていると主張しているのだ。
　私は身の毛がよだつのを感じた。『価値観の崩壊』それがこの事件の大きな問題点だ。
　今まで、誰も、どんな悪人も、人の『死』に対する認識は他の人と同じであった。今テレビから流れてきたそのニュースはそれが崩れたと言う事を意味している。もちろん事件を起こした者達はそれなりに裁かれるだろう。しかし彼らの意識の中での『死』がどう言うものであるのかが私には分からない。ある程度共通していたはずの認識が崩れかけている。幻の崩壊が始まろうとしているのだろうか？
　春樹の会社はきっとこの事件で大きなダメージを受けるだろう。それに九州では、宗教に被れた変な人に振り回されたと言っていた。そのせいで春樹はかなり消耗してもいた。大丈夫なのだろうか？私は自分の問題を棚上げしながら、春樹の事を心配していた。
　私は空になったカップを持ってリビングに降りる。夫はまだそこでテレビを見ていた。
「ねえ、あなた、あのミイラの事件知ってる？」私は彼に尋ねてみた。
「ああ。頭が変なんじゃないかな」彼が答える。
「でも、信者も結構いるんでしょう？」
「そうみたいだね。僕もああ言うところに救いを求めて行くべきなのかな？」
「あなたにも救いが必要なの？」
「きっとね。でも、頭をパタパタ叩かれても救われるとは思えないし、ミイラ化した死体が生き返るとも思えない。大体そう言う奴らが人を救えるとも思えないから、僕は関わりたくないな」
「ごめんなさいね。私のせいで随分迷惑をかけっちゃったわね」
「謝ってもらっても仕方ないだろう。そんなに簡単にめぐみの問題が片付くとも思えないし。大体めぐみの事だから生半可な事でそうなったんでも無いだろう」
「どう言う事？」
「僕はめぐみがどれほど臆病なのか知ってる。それに、もう衝動的にそう言う事になる歳でもないと思うから。きっとめぐみも辛かったと思うし、随分考えもしたんだと思う。それでも、恋人と旅行に行ったって僕に告げた限り、僕が怒ってやめろって言ったところでそんなに簡単に片付きはしないって事だ」
「よく分からないのよ。でも、あなたが無理して怒るのを我慢しているのなら、怒っても良いのよ。だって、確かに私はあなたにとって酷い事をしたんですもの。それに、これからだってするかもしれない。私、自信が無くなっちゃったの」
「僕の妻で居る自信？」
「一般的に言われている、良い妻だとか、良い人で居る事。もちろん元々そんなに良い妻でも良い人でも無かったけど、私なりの価値観の中では出来るだけそれに近づこうとしていたの。自分が人にされて嫌な事は出来るだけしないようにと思ったりしてね。でも、今回それが出来なかった。もし、あなたに、愛人だとか恋人が出来て、一緒に旅行に行ったなんて言われたら私、自殺ものの落ち込みだと思うもの。なのに、そんな酷い事を私はしたし、あなたにそれを言った。私だったらもしそうなっていても、絶対知らせないで欲しいって思うのに。私頭がどうかしたのかもしれないわね。今まで一緒に暮らしてきて、あなたに甘えるのが普通になっちゃったのかもしれない。あなたの顔を見た途端、まるで兄弟や親友に恋人が出来たって報告するようについ言っちゃったの。夫婦っていうものの定義が変になっていたのかも知れないわ」
「確かに、そんな感じだった。僕はめぐみが戻ったら、問いただすべきか、知らん顔するべきか、随分考えてたのに、結局めぐみは当たり前のように『恋人と一緒だった』って言ったんだ。あまりにもあっけない言葉だった。怒りが込み上げる暇も無かった」
「私達って何？ずっと夫婦だって思ってたのって思い違いだったのかしら？」
「さあ？僕だって夫婦だって思ってたよ。もし、それが思い違いなんだったら、僕も思い違いをしていたって言う事かな。確かに法律的には夫婦だけど・・・。でも、夫婦って言う形だって僕達が決めればいいんじゃないかな？僕達の在り方な訳だし」
「私達がそれを決める？」
「そうだよ。僕達が心地良い関係を夫婦って呼べば良い。でも、めぐみに恋人がいると言う状態は決して僕にとって心地良い状態ではない」
「分かった。それについても近いうちに考えてみるわ。でも、今は何も考えられないのよ。だから、また相談に乗ってね」
「ゆっくり考えると良いよ」
　私は頷いて空になったカップを片付ける。そしてお風呂に入った。

　それにしても、夫は何故あんなに穏やかに装っているのだろう？春樹は何故あんなに情熱的なのだろう？そして、私は何故こんなに優柔不断なのだろう？このままだときっと夫はいつか壊れてしまう。私と春樹の関係もすぐに壊れる。どっちが早いだろうか？いや、早い遅いの問題ではない。もし、今すぐに春樹との関係が壊れたとしても、夫はいつか壊れるだろう。私は何の考えもなく、夫の礎石の部分を壊したのだ。私は私の作り出した幻すべてを消そうとしているのだろうか？

　自分の部屋に戻りベッドに倒れ込む。私は疲れていた。心も、体も、精神もだ。私は出雲で体験した驚くべき事の意味が知りたかった。私は何故、自分の過去をみてきたのだろう？そして、私の祀っていた神のエネルギーは何を意味していたのだろう？そして、にこにこ笑う龍。今の私の心と体と精神の許容量を完璧にオーバーしていた。『あなた、ごめんなさい。私それどころじゃないの』自分に言い訳をして眠った。

　翌日私は一週間分ぐらいの着替えをバッグに詰めて家を出た。しばらく、オフィスで一人でいようと思ったからだ。夫には申し訳ないが、彼は何でも自分で出来るので不自由は無いはずだ。

　オフィスに着いて留守電を確認する。仕事の用件が三件入っていた。私はそれを一つづつ片付けた。新しい仕事の依頼があったが、私は納期を理由に丁寧にこれを断った。私は考えなくてはいけないのだ。時間が欲しかった。その答えがいつでるのかは分からないが、しばらくの間はゆっくりとしていたかった。
　その後夫に電話をして、「しばらく一人で考えるから家の方へは帰らない」と告げた。彼は、「分かった。ゆっくり考えると良い」と言って電話を切った。
　私は残っていた作業を終わらせるために、デスクに向かった。そして、それに集中し、予定よりも早く仕上げた。明日納品すればそれで終わり。
　留守電をセットして、カウチに寝っ転がる。体の疲れは取れていたが、精神の疲れが全然癒えていなかった。あの出雲でのハイテンションが尾を引いていた。
　膨大な量のエネルギーの塊を我が身に移し、それを人々の前に解き放つ。それは普通、人のする作業ではなかった。人と言う枠組みから外れた作業だ。それをいつかの私はしていた。その人々はその時の私を神と呼んでいた。
　私は神と呼ばれていた事がある。その神とは人々に崇められる存在としての神だ。我が内なる神とは、根本的に違う。
　価値観が問題を解く鍵だと思った。その時の人々の価値観を知る必要がある。それが理解出来なければ、私が神であった事の本当の意味も分からない。
　あの時人々は神である私に何を求めていたのだろうか？私はその時その求められたものを与える事が出来たのだろうか？
　春樹は、『我は此処に在り』と私が語ったと言っていた。しかし、私は何も覚えていない。私がすべき所作などは、すべて知っていた。それにしていた事も理解していた。なのに私は何かを語った事を知らないのだ。その時私もそれを知らなかったと言う事なのだろうか？『神憑り』そう言う言葉を耳にする事がある。本人は何も知らず、神のお告げをする事だ。シャーマンと呼ばれる者だったのだろうか？そう言えば、春樹は、私の事を神ではなく神を祀る人だと言った。けれど、私はあれを再現した事によって、自分が神であったと思っている。きっと今の常識では春樹の言うように神を祀る人なのだ。しかし、当時の人々はその祀っている人そのものを神として崇めていたのだろう。
　出雲の神はスサノオであり、オオクニヌシであり、コトシロヌシだ。それぞれに人としての神話があり、数々のエピソードがある。きっと元々は生きていた人なのだ。つまり、戦前までの天皇が神として崇められていたのと同じ意味で、もっと原始的かも知れないが王として崇められ祀られていたと言う事だ。
　出雲の神は、スサの王であり、大きな国の主であり、事代主、言葉を告げる主だ。言葉を告げる人？つまりお告げをする人を神としていまだに祀っていると言う事ではないのか。やはり、あの時の私は神を祀り、神憑りをし、神の言葉を告げていたのだ。
　それ程大きな国では無かった。あの丘のような小さな山から見渡せる程度の小さな集落。そこで私は神だった。そう言えばあの時私は男だったのだろうか？女だったのだろうか？定かではない。全く性別と言うものを意識していなかった。人々と違う特殊な衣装を身に纏っていたので、それで判断する事も出来ない。それにあの神のエネルギーの前で男であるとか女であるとかは全く意味の無い事だった。しかし私は王では無かった。きっと私の前にひれ伏していた者達の中に王もいたのだろう。
　あの時の私に生活は在ったのだろうか？私が男であれ女であれ、恋をしたり、喜んだり悲しんだりした事が在ったのだろうか？
　否。私にはそう思える。何故なら、あの時の私に感情など無かったからだ。もちろん神の前に向かう時には感情など抑えるものだろう。それでも人である限りどこかにそれを残しているものだと思う。しかし、あの時の私の中にそれは一欠けらも無かった。私はとても特殊化した生をその時に送ったのだ。それが辛い事だと言う認識も無いままに、神の道具としてその生を生きた。
　何故今になって私はそれを体験したのだろう？私は一体何を知りたかったのだろう？
　春樹は、彼は自分の過去生の記憶を確認した事によって何を学んだのだろう？彼は学ぶためにあそこへ行ったのだろうか？あの場所で彼は過去生の悲しみを解き放った。つまり、やり残していた何かを済ませてしまいたかったのだ。彼の丁寧に守られ隠された恐怖を明らかにし、それを解き放つ事を彼は望んでいたのではないだろうか？そのために彼は私を引き寄せ、私を連れてあそこでその時の状態を再現し、それを解き放った。それによって彼は、これからの人生に必要なものの準備を済ませた。
　しかしそれは・・・私にはどうでも良い事だった。確かに、過去生の自分の墓を見つける事はとても不思議で神秘的だった。けれどもそれは今の私に何も影響を与えはしない。私にとって春樹との過去生の繋がりもたいして意味を持ってはいない。何故なら、私は過去生とは関係なく、彼をいとおしく思っているし、彼と関わる事によってもたらされる自分の変化を自然だと感じているからだ。
　それでも私は夫を傷つけた。私にとって夫の存在は、私の安定であった。今もそれは変わっていない。けれども私は動き始めている。私は安定を必要としなくなったと言う事なのだろうか？それとも安定を保ちながら動く事が可能なのだろうか？
　今の私に答えが見つけられるとは思えなかった。こんな時春樹ならどうするのだろう？春樹に会いたかった。彼ならきっと私の力になってくれる。私の問題を解決する事は出来なくとも、きっとしばらくの間忘れさせてくれる。しかし、私は彼に連絡しようとは思わない。そうする事は自分の存在を見失わせる危険性があるからだ。答えが見つかろうと見つかるまいと、私は暫くこうして一人で考えなくてはならないのだ。

　カウチの上で眠り込んだ。夢も見ない静かな眠りだった。電話の音で目が覚めたが、留守電をセットしてあるので私はそれに出なかった。留守電のメッセージの後で春樹の声がした。
「姉さん。会いたい。電話をくれ」それだけ言って切れた。
　私は起き上がって頭を抱える。「私だってあなたと会いたいの。でも、我慢しているのよ。なのに何故あなたはいつもそんなにストレートに私を求めるの？」切れた電話に向かってそう言った。私は揺れる心を押さえながら食事の為に外出する事にした。

　外はもう既に日が暮れていて、冴えた光りを放つ三日月が、ビルに突き付けたナイフのように見えた。

　一時間程で部屋に戻ると、電話の留守ランプが点滅していた。出掛ける前にセットし直していたので、さっきの春樹の伝言ではないはずだ。私はそれを聞く。
「めぐみ、僕だ。梶って言う人から電話があったよ。どうしても君と連絡がとりたいって言ってた・・・。今夜は冷えるから風邪に気をつけて。じゃあおやすみ」
　私は呆れてしまった。春樹の奴。一体どこで調べたのだろう。よりにもよって夫にそんな伝言をするなんてどうかしてる。私は文句を言うために春樹の携帯に電話した。
「梶です」春樹はすぐに出た。
「伊藤です」
「姉さん。会いたいんだ」
「あなたどうかしてるわ。どうして家に電話なんかしたの？」
「だって、どうしても会いたいから。オフィスに電話したのが遅かったからもう家の方へ帰ってるかもしれないって思って」
「どこで電話番号を調べたの？」
「同窓会名簿に載ってた」
　私はその簡単な答に絶句してしまった。
「ねえ、お願いだから会ってくれ。姉さんは今どこにいる？」
「遠いところ」
「どのぐらい？」
「今空に見えている月くらい遠いところよ」
「そこまで行ったら会ってくれるか」
「ロケットがなければ来られないわ」
「いや、すぐ行く。だから部屋のカギを開けておいてくれ」
　そう言って彼は電話を切った。私はまさかと思いながら部屋のカギを開ける。どうせ玄関のオートロックは、相手を確認してからしか外せないのだ。
　私は部屋の電気を消し、昔のロックミュージックのテープをかけ、窓から月を探した。しかし方向は合っているはずなのだが、向かいにあるビルに隠れてそれは見えなかった。その代わり弱い光を放つ星が三つばかりみつかった。長引く不況のせいか、オフィスビルは夜八時にはみんな明かりが消えてしまう。それで、ここのようなオフィス街でも星が見える程の暗さになるのだ。
　私達の青春時代の音楽。悲しみと強さを歌う女性シンガーが静かなバラードを歌っていた。ちょうどこれを聞いていた頃、春樹と出会った。
　私は窓から離れて薄明かりの中カウチに向かう。その時ドアの前にぼんやりとした人影を見つけた。カルメンマキが曲の最後の部分を歌い上げていた。その影が右手を上げて言った。
「やあ」その影が言った。
「誰？」
「ちょうどロケットが通りかかったからヒッチハイクした」
　春樹だった。私は吸い寄せられるように彼の元へ行く。彼は右肩を少し下げた姿勢で扉にもたれて立っていた。そして私の手を取ると引き寄せた。体全体を春樹の暖かさが覆った。
「冷たくないのね」
「乗せてもらったロケットが暖かかったんだ」
　私達は薄暗闇の中で抱き合った。彼の着ているジッケットからウールの匂いがしていた。抱き締めた彼の背中も上質のウールの手触りだ。
「懐かしい歌を聴いているんだな」春樹が言った。
「ええ、ずっと前・・・。若くって、元気で、あなたと初めて出会った頃の歌」
「あの頃に戻れるだろうか？」
　私は黙って首を振った。彼は黙って私を抱き上げるとカウチに運び、静かに横たえた。そしてジャケットを脱ぎ、私に重なった。今度はいつも彼の吸っている煙草の匂いがした。　彼は私の胸に触れながら言う。
「辛いか？」
「ええ。辛い事なんて有るはずないのに、やっぱり辛い」
「初めに姉さんが恐れていた泥沼？」
「そうかもしれない。でも、こうしているのは怖くないわ。あなたを傍に感じるって言う事がとっても嬉しいし、こんな風にされてる自分の体もいとおしい」
「じゃあ何が辛い？」彼は私の着ているものを脱がせながら言う。
「夫を裏切った事。私がされたくない事を夫やあなたの奥さんにしてしまった事」彼が服を脱ぐのを手伝いながら私はそう答えた。
「これからしようとしている事もか？」
「きっとそう」
「止めようか？」春樹が私の体に触れながら言った。
「止めても良いわ」
「そうじゃなくて、姉さんは止めたいのかしたいのかどっちなんだ」彼は私から離れてそうう問いただした。
　薄暗闇を背に春樹のシルエットが見えた。彼は私に自分で決断しろと言っているのだ。相手に合わせるのではなく、自分自身の思いを言えと言っている。
　私は彼の前に立ち上がる。少し上を向くと春樹の視線を捕らえる事が出来た。
「したいわ。あなたと。愛しているのあなたを」
　初めて私は春樹に愛を告げた。春樹はそれに戸惑いを見せた。そして目を伏せ、少し震える手で、私の肩に触れた。彼の口から言葉が出るのを待った。それは目眩を伴った永遠のような時間だった。
「ごめん」彼はそう言って力いっぱい抱き締めた。そしてそのままカウチの上で、お互いが満足するまで抱き合った。

　二人で一枚の毛布にくるまって座っていた。
「何を謝ったの？」私が尋ねる。
「姉さんに辛い思いをさせた事。やっぱり俺は姉さんを傷つけた」
「私傷ついてなんてない。私は誰にも傷つけられない」
「でも、姉さんに辛い思いをさせた」
「私が一人辛がっているだけよ。あなたのせいじゃない」
「俺は姉さんに何の影響も与えられないって言う事か？」
「多分。あなたの過去も、あなたの愛も、私に何も影響を与えはしないの。あなたにもそれが判ったでしょう？」
「ああ、確かに。姉さんが俺を愛してるって言ってくれて、初めてそれが判った。言ってくれるまでずっと『愛してる』って言わせようとしていたのに、それを聞いた途端に姉さんが俺を愛しているのと、俺が姉さんを愛しているのは全く関係ない事だと判った。それを聞く前も、聞いた後も、俺の気持ちは何一つ変わらなかった。それが愛なのか？」
「多分そう。それが愛であり人なのよ。私が辛がってるのは、こんな時に罪の意識を持たない自分が嫌いだから。だからちょっと罪の意識を感じて辛がってるの。でも、それを止めようと思えば止められる。それは自分で決める事なのよ」
「姉さんはまだ罪の意識を持っていたいのか？」
「多分。でも、それと愛とは別なのよね。私今日、あなたに会いたくって仕方なかったんだけど、ずっと我慢していたの。だからあなたからの電話にも出なかった。自分を押さえないといけないって思ってた。そうする事が私の罪の意識を満足させる事だと思ってたんだと思う」
「罪の意識を満足させる？」
「自分に我慢を強いる事で本当に罪を感じているんだって思い込もうとしたのよ」
「それは姉さんにとってまだ必要なのか？」
「判らないわ。だって私あなたが言ったように、結局カギを開けて待っていたもの。でも、オートロックをどうして入ったの？」
「オートロックを信用しちゃいけない。ずっと外に車を止めて待ってて、中から出て来た人とすれ違いに扉が開いているうちに入れば良いんだから。姉さんの旦那さんがこっちだって教えてくれたから、此処で待ってた」
「そう。彼良い人でしょう」
「そうみたいだ。高校の時の友達で、どうしても連絡を取りたいって言ったらこっちを教えてくれた」
「彼、きっと気付いているわね。多分今頃一人で悶々としているわ」
「姉さん言ったのか？」
「ええ。それで今別居中」
「旦那さんに殴られた？」
「まさか、あなたじゃあるまいし。そんなに子供じみた事しないわ。彼は自分の辛さを暴力で癒すような人じゃない。でも、きっと彼、いつか壊れる。今は何とかもっているけど、多分私が壊したのは彼の一番元になる部分なのよ。だから、その狂いは徐々に広がって、いつか決定的な崩壊に繋がるわ」
「どうして言ったんだ？」
「ひどい妻なのよ。誰と行ったのって尋ねられて、まるで兄弟か親友にうち明けるように、自然に、恋人と出雲へ行って来たって言ったの。楽しかったって」
「すごい。姉さんみたいな嫁をもらわなくって良かった」
　私は毛布の下で彼を抓る。
「うちだったら、家の中の物ほとんどが壊れてるだろうな」
「元気な奥さんなんだ」
「ああ。俺とお似合いだ」
「素敵ね。ちゃんと自分に合った人と出会ってるんだ」
「でも、俺は姉さんとも出会った」
「どう言う意味が有るんでしょうね。私にそれを知る必要が有るのかしら？」
「多分無いと思う。それを知ったところで何も変わりはしない。俺達は何も知らなくても間違えたりはしないから」
「そうね。あなたが来てくれて良かったわ。私一人では何一つ答えを見つけられない。でも、あなたとこうしていると、そんな自分を嫌にならなくて済むわ」
「自分を嫌いになんてならないでくれ。俺がこんなに愛してる姉さんを否定しないで欲しい。それは俺自身を否定されたのと同じだから。もしそんな事になったら俺、此処の物全部壊して暴れるかもしれない。俺は姉さんの旦那みたいに大人じゃない」
「大人じゃないんじゃなくて、大人になりたくないんでしょう？」
「でも、こんな子供もいない。つまり、俺は俺でしか無いって言う事」
「そのとおりね。あなたってとっても素敵よ」
「もう居留守なんか使わないでくれ。俺、今姉さんを見失ったら、自分も見失う」
「自分を見失ってうちへ電話したの？」
「そう。今頃悩んで落ち込んでる姉さんの旦那に悪い事をした」
「それは彼の問題よ。彼が片付けなければならないの。私にも、もちろんあなたにもどうしようもない事よ。後は、あなたの奥さんに怒鳴り込まれない事だけを祈るわ」
「気をつけるよ。でも、うちのは慣れてるから」
「その度に家にあるものが壊れるの？」
「大概な。でも、その後色んなものが新しくなる。物も気持ちも」
「愛してるのね」
「そうさ。でも、姉さんとは全く別のものだ」
「素敵。あなたって本当に素敵だわ。きっと心の幅が広いのね」
「でも、誰も幸せに出来ない」
「あなたは幸せなんでしょう？」
「ああ」
「そこが素敵なのよ。それ以外必要ないんじゃないかしら？」
「姉さんは幸せじゃないのか？」
「もちろん幸せよ。私はどもにいても何をしていても幸せなの。それは私が一番辛かった時に自分で決めたから」
「辛くても幸せか？」
「ええそうよ。辛いと幸せは別のものよ。それに春樹とこうしていると辛くもない。ただ幸せなだけ」
「俺が帰って姉さん一人になっても幸せでいられるか？」
「ええ。大丈夫よ。あなたが帰った後に残ったあなたのエネルギーの中に居るのって、とっても心地良いの。だから帰っても平気」
「俺は帰りたくない。本当は姉さんとずっと一緒に居たいんだ」
「今だけはね」
「そうかもしれない。でも、どっちにしても先の事は判らない。俺、こんなに女の事ばかり考えてるなんて、生まれて初めてだ」
「あのね、春樹。普通私達が出会ったぐらいの歳にそう言うのを済ませるのよ。麻疹みたいにね。あなたはあなたの記憶のせいでそれを済ませてなかったのね。だから免疫が無いのよ。でも、皆それを済ませてちゃんとコントロール出来るようになるものよ。しっかりコントロールしなさい。先輩としてそれだけは言っておくわ。だってあなたは夫であり、父であり、会社の社長なの。私はいつも此処に居るから、あなたの必要な時には必ず傍に居て力を貸してあげるから、だからちゃんとコントロールして」
「姉さんはいつも此処にいる。そしていつも傍に居て俺に力を貸してくれる」彼がその言葉を反芻した。
『僕は此処に居る。君は其処に居る。そして僕達は同じところに居る』龍の言葉だ。そしてそれは愛の言葉でもあった事が、自分が口にして初めて心の奥底まで沈んだ。













    ８「魂」
    　一週間経っても、結局私に起こった様々な事の意味は、何も判らないままだった。
　私はまだ夫の居る家に戻れないでいる。オフィスで寝泊まりし、仕事もほとんどしなかった。龍との会話の為にワープロを開ける事もなかった。ただ、毎日同じ時間に起き、近くの公園まで散歩に出掛ける。そして、途中で焼きたてのパンを買って、公園のベンチに座り、暖かな日差しの下でそれを食べた。クリスマスと言うのに菜の花が咲く頃のような暖かさだった。

　その夜私はクリスマスだからとの夫からの電話で呼び出され、彼の予約したレストランでフランス料理を食べた。

「めぐみ、少し落ち着いたかい？」夫がワイングラスの向こうでそう言った。
「駄目よ。何も分からないまま」私は首を振りながらそう答えた。
「梶君は君と連絡が取れたのかな？」
「ええ。ありがとう。私が居留守を使ってたからあなたに迷惑をかけちゃった」
「構わないさ。君の恋人の声ぐらい知っておいても良いだろう」
「会ってみる？」
　夫は首を横に振って言う。「嫌だよ。会いたくない。会えばそいつの存在を認めざるを得なくなる。出来る事なら君の恋人の存在なんて無視してしまいたいからね」
「ごめんなさい。私本当に混乱してるわね。彼、梶春樹って言うの。本当に高校の時の後輩。一月ぐらい前に道で偶然会ったの。それからとても不思議な事ばかり続いていて、私の頭はパニック状態」
「不思議な事って？」彼は運ばれて来た前菜を口に運びながら言った。
「多分あなたには解って貰えないと思う」私はまた首を振る。
「僕には分からない不思議な事・・・」
　私は黙って頷いて見せ、鴨のテリーヌを口に運んだ。
「魂とかの話の事かな？」夫はそう小さく呟いた。
「ええ、そうよ」私はそう答えてワインを飲んだ。
「宗教家なの？」
「難しい質問ね。それらしき事を仕事にしてるけど宗教家じゃないわ」
「例のミイラ事件みたいなやつ？」
「近いかも知れない。でも、そのタイプの心配は要らないわ。だって私に救いは必要無いもの」
「頭をパタパタやって欲しかったら僕に言いなさい。僕には君を殴る権利があるから」
「そうね。確かにそうだわ。でも、あなたは私を殴ろうとしなかった」
「そうだね。僕は宗教家じゃないから・・・」
「心配してくれてありがとう」
　夫はとても自然に笑って見せた。そして運ばれて来た料理に手をつける。しばらく二人は黙って食べた。
「あなたって本当に良い人ね。こんなに良い人が自分の夫だったなんて、私知らなかった」私は一皿食べ終わってそう言った。
「そうかな。ただ僕にはこうしている事しか出来ないだけさ。別に良い人じゃない」
「いいえ、本当にあなたって良い人よ。なのに私はそんなあなたを傷つけた。本当に酷い女だわ」
　彼はテーブルに揺れる蝋燭の炎を見ていた。その明かりは彼の左側に当たっていて、右の頬に陰を作っていた。
「でも、仕方なかったんだろう？僕には分からない不思議な事が一杯あって・・・」
　彼の顔に当たる炎の陰が揺れた。
「そうね。でも、本当に仕方がなかったのかどうかは分からないわ。だって、いつだって止めようと思えば止められたんですもの」
「でも、君は止めなかった」静かに目を上げてそう言った。
「そう。止めたくなかった。愛しているの彼を」私は彼から目を逸らせてそう言った。
「それを僕に言う？」少し首を傾げてそう言った。
「ごめんなさい。でも、あなたの事も愛しているのよ。しばらく一人で考えて解った事と言ったらそれだけなの」私は不器用に笑って見せる。
「僕の事も、梶って言う男の事も、めぐみは愛しているんだ」諦めたような口調だった。
「そうみたい。それだけしか解らなかった」
　魚料理が運ばれて来た。また二人とも黙ってそれを食べる。
　彼が途中で思いついたように言った。
「めぐみは僕と別れたら彼と一緒になろうと思う？」
「いいえ。絶対にそうはならないわ。多分私はどちらをも失うことになるって思う」
「一人になりたいの？」
「今も充分一人だわ。きっと今までも一人だったのよ。だからこれからもずっと一人よ」
「僕は君の中に存在していなかったのかな？」
「ええ。あなたは私の隣に存在していたの。私の中にはいつも私しかいない。でも、隣にいてくれたあなたは、私にとってとても大きな存在よ」
「君の恋人は？」
「彼は、どんな存在でしょうね。多分、あなたの半分」
「どう言う事？」
「ごめんなさいね。巧く説明出来ないの。今の私がそれを説明しようとしたら、きっとあなたを酷く傷つける言葉しか見つけられないと思う。でも、あなたを傷つけたんじゃないのよ」
「こう言う時には普通傷つけ合うんじゃないのかな？」
「そうね。でも、私はあなたをこれ以上傷つけたくないの。それはあなたの為じゃなくって私自身の為。あなたがもし結論を急ぐのなら、私はあなたも春樹も愛しているって言う事だけしか言えない。後はあなたが決めたことに従うわ。私には自分がどうしたいのか何を求めているのかが分からないから」
「僕だけを愛してくれって言うのは無理なんだね」
「今の段階では、多分・・」
「分かった。僕は別に焦ってる訳じゃない。今の状況だって慣れてしまえば別に不都合がある訳でもないからね。でも、お正月に一人って言うのはちょっと寂しいな」
「そうね。お正月は辛いかもね。私、三が日は帰っても良いかしら？」
「そうしてくれると有り難いよ。どうせ暮れに僕は暇だから大掃除ぐらいはしておくよ」
「じゃあ、私はお節料理を手配しておくわ」
「簡単なものだね」
「そうね。私達らしいって言ったら変かしら？」
「いや、多分これが今まで作ってきた僕達のスタイルなんだ。君は君でゆっくり考えれば良い。僕も僕なりに考えてみるから。それと、君の恋人に解って僕に解らないって言うのはしゃくに障るから読んでみると良い本があったら教えてくれないか？」
「私の本棚にある本ならたいていその関係だけど、でも、そんなところで張り合っても仕方ないと思うわよ。春樹の場合は生まれつきの体質みたいだし、それに、私達にとってその事はそんなに大きな問題ではないの。すべてが各々の問題であって、たまたま今同じ問題を少しづつ共有しているだけ。確かに思いっきり不思議な体験を共有したけれど、それと自分の問題は別のものだって認識しているし・・・」
「なんだかとても楽しそうな体験だったみたいだね。ちょっと話してみない？」
「龍がね、にこにこ笑いながら嬉しそうに首を振っていたの。そんな体験よ」
「すごい。確かにそれは不思議な体験だ。でも、それなら僕も知ってるよ。僕が君を乗せた梯子を担いで、山の端にある階段を上るんだ。その時ふと上を見上げると龍がにこにこ笑って首をふってる」
　夫は、その夢を思い出しているのか、にこにこ笑いながら切り分けたメインディッシュのヒレステーキを頬張った。
　私は何も言えなかった。何を言えば良いのかが分からなかった。繋がっている。何かがどこかで繋がっている。口の中のものを飲み下した夫が言った。
「ずっと昔から熱を出した時なんかに必ず見る夢なんだ。僕が誰かを乗せた梯子を担いで参道のような階段を登る。途中に石の鳥居があって、そこで一休みする。その時上を見上げたら、にこにこ笑った龍が嬉しそうに首を振ってる。そう、ちょうど君が出雲に行っていた日に見た夢で、初めて梯子の上に乗っていたのがめぐみだったんだって分かった」
「その通りの事がおこったのよ」私はフォークとナイフを手に持ったまま言った。
「僕の夢の通り？」彼はナフキンを使いながら尋ねた。
「そう。全くその通りの体験を出雲で春樹としたの。私はそこで神を祀り、神として崇められていた」
「それでも君はそれが君自身の問題だって思ってるんだね」自分の空になった皿を見ながらそう言った。
「ええ、そうよ。その体験は幻でしかないから」私は残っていたお肉を食べる。
「幻ね。分かった。それについてはお正月にゆっくり考えよう」最後に残ったワインを飲み干して言った。
「あなたって一体・・・」フォークとナイフを揃えて置きながら私が言った。
　彼は首を傾げて笑って見せた。
「一つだけ聞いても良い？」私は彼に尋ねた。
「良いよ」彼が答えた。
「あなたはその龍の事嫌い？」
「いや、好きだよ。だってとっても可愛いし、喜んでいるものを見るのは気持ちの良いものだ」
「そう。有り難う」

　私達は食事を終えて店の前で別れ、別々の家に帰った。

　部屋に戻ってエアコンをつけ、お風呂にお湯を張り、ゆったりと浸かる。小さなユニットバスでも、冬場は暖かくて心地良いものだ。
　何故繋がっているのだろう？私はそう自問していた。突然不思議な言葉が降りて来た。『荒魂　和魂』（あらみたま　にぎみたま）その二つは同じものだ。春樹が荒魂で、夫が和魂。そう言う事だったのだろうか。ならば私は？そう思った時もう一つの言葉が降りて来た。『奇魂　幸魂』（くしみたま　さきみたま）要するに魂の現れ方の事だ。元は同じ。
　私はその言葉を取り敢えず手放した。一人でいじくり回すには大きすぎる問題だ。後で春樹に尋ねてみよう。春樹は夫の夢の話にどう反応するのだろう？それよりも春樹はちゃんと家族とクリスマスを過ごしたのだろうか？湯船の中でそんな事を考えている時に電話が鳴った。私は急いでお湯から上がって体を拭きながら、電話に出る。

「もしもし」
「俺。姉さんどうしてた？」
「お風呂に入ってた」
「今日、居なかったんだな」
「ええ、夫と食事をして来たの」
「仲直りしたのか？」
「いいえ。でも、元々ケンカしてる訳じゃないから。それよりあなたは？」
「俺は仕事。さっき終わって電話したら出なかったから一人で飯食った」
「クリスマスよ。早く家に帰らないと子供達が寂しがるわ」
「仕方ないよ。それに子供達はもう寝てる。今からそっちへ行っても良いか？」
「構わないけど、でも、やっぱり家に帰った方が良いわよ。」
「いや、すぐに行く」
　春樹はそう言ってまた一方的に電話を切った。私は急いでゆったりした部屋着を着る。十分程でオートロックのチャイムが鳴った。私は確認してからロックを解除し、部屋のカギも開けた。すぐに春樹がやって来た。

「会いたかった」春樹はそう言って私を抱きすくめる。私の体一杯に春樹の存在が広がった。
　私は彼から解放されるのを待って言う。
「どうしたの？」
「ちょっと疲れた」春樹はそう言って小さく笑って見せた。私は彼にソファーを勧めて言う。
「コーヒーにする？それともお酒の方がいい？」
「ウィスキーを貰えないか？」彼がそう答えた。
「車じゃないの？」
「ああ。でも、酔いが醒めるまで居るから大丈夫だ」
　私は頷いて彼の為に氷を入れたグラスにウィスキーを注ぐ。それを彼は受け取って、一気に煽った。私はそのグラスにもう一杯ウィスキーを注ぐ。彼はそれを少し口に含むとグラスを置いて言った。
「ホッとしたよ。ありがとう」
　私には彼がとても疲れているのが分かった。
「どうしたの？またお仕事トラブったの？」
「ああ。酷い目に遭った」
　私は彼の隣に腰を下ろして彼の手を取る。彼の手はとても冷たくて、エネルギーを感じる事が出来なかった。
「エネルギーが不足してるわ」私が言う。
　彼が頷いて言った。「また変な奴に振り回された。何故みんな自分で物事を判断しようとしないんだろう？」
「どう言う事？」
「何かに縋りたがってるんだ。何でも良いんだよ。自分にとって都合の良い判断を下して貰いたがってる。自分を知る為にチャネリングをするんじゃなくて、誰かに自分の判断を委ねる為にチャネリングをしようとしているんだ。でも、結局チャネルで繋がれるのは自分自身でしかない」
「でも、それも一つの在り方でしょう？」
「そうだ。けど、その為に変なものを作り出してしまうんだよ」
「変なもの？」
「そう、ほら、よく言う狐憑きだとかって言うような奴。変なエネルギーが固まって嫌な幻を作り出す。それがたてつづけに起こった。今日も昨日も、その前の日もだ。こんなの今までになかった。今日のは一番酷くって、お昼過ぎからさっき、そう、一時間ぐらい前まで掛かった」
「あなたが憑き物を落としたの？」
「良く似たものだ」
「どうするの？」
「名前を呼び続けるんだよ」
「名前？そう言えば私がお園さんに成ったときもあなためぐみ！って呼び続けてたわね」
「そう。名前って言うのが一番短い呪文なんだ。今の姉さんはめぐみって言う名前で存在している。つまり、魂に名前が付く事でその名前の幻として存在するんだ。だから、名前を呼ぶ事でその名前の幻をつなぎ止めたり引き寄せたり出来る」
「あなたの記憶の中にそれがあったの？」
「そう。同じ魂の連続の中にいて、それぞれ違う名前で呼ばれていた事を覚えていたから判ったんだと思う」
「で、今日あなたは八時間近くクライアントの名前を呼び続けていたわけ？」
「まぁそれだけじゃないけど」
「ねえ、どんな事があったの？良かったら聞かせてくれない？
「そうだな。聞いてくれるか？」
　彼はそう言ってグラスのウィスキーをまた一口飲んでそれを置き、着ていたジャケットを脱いだ。
　私は立ち上がってそのジャケットを取り、ボディに掛ける。レディスのボディに彼の大きなジャケットを掛けると新しいタイプの案山子のような、二本足で歩行するビッグフットのような奇妙な動物に見えた。
　私は彼の後ろに回り、手を伸ばして彼のグラスを取り、一口ウィスキーを含む。彼が振り向いて笑いながらそれを奪い取る。
「姉さんは飲まないの」
「あら、いつも飲めって言うくせに」
「今日は俺の話し相手だから。寝られたら困る」
　私は冷蔵庫からミネラルウォーターを出してそれを飲む。
「それでどうしたの？」私はもう一度彼の隣に腰を下ろして尋ねた。
「今日の客は、霊障に悩まされてうちに来たって言う奴なんだ。あっちこっちで見て貰って先祖が憑いてるだとか、先祖に殺された人に呪われてるだとか、水子の霊に祟られてるだとっかって散々な事を言われてね。ノイローゼ状態になってたのを知り合いのヒーラーが少しずつカウンセリングしてやっと持ち直したところぐらいの状態。それで一週間前に俺が面接して大体のレベルを確認してからチャネラーとマッチングしたんだ。そんなに低いレベルでも無かったし、かと言って高いレベルでも無かった。良くあるタイプの波動でそんなに問題があるとも思えなかった。それで今日の昼にチャネラーを呼んだ。いつものように最初は前世のリーディングから始めた。たいしたものは出なかったよ。ごく在りきたりのもの。そんなに大きな因縁に捕らわれてるって言う感じじゃなかった。それで一時間ぐらいチャネリングしてたかな。俺はいつものペースで終われるって思ってた。そんなに状態も悪くなかったし、二、三回カウンセリングをやれば問題は解決するって思えてた。なのに、突然状況が変化したんだ。その客は急に顔を引きつらせて、口汚く罵り始めた。それを聞いてチャネラーの方もおかしくなった。どうも、そのチャネラーとクライアントの間で何かがあったようだ」
「前世の因縁？」私が尋ねる。
「それがそうでもない。前世というより、今の因縁。下手をすると未来のものかもしれない。つまり、時が捩れた因縁だ。俺はヤバイって思ってまずチャネラーを呼び戻そうとした。さっき言ったように何度も名前を呼び続けて。でも、なかなか奴は戻って来ない。仕方ないから客の方を呼んだ。でも、そいつはニタニタ笑うばかりで一向に埒が開かない。俺は取り敢えず二人を引き離して、別の部屋に押し込んだ。それでもう一度チャネラーの方と対話した。ゆっくりと名前を確認しながら、今の状態を聞き出したんだ。違う部屋へ押し込んだ客の事も気になったし、かと言って俺一人で対処する自信もなかったから、とにかくチャネラーの方を呼び戻して手伝って貰うしかないって思った。でも、それがそう簡単には行かなかった。そいつの中で何人かの人格が主張し合って、本来の奴、チャネラーのハイヤーセルフが見分けられないんだ。それで俺は、小一時間でそっちの方を諦めて、客の方の部屋に入った。奴は俺の方を振り向いてまた笑った。そして『お前には無理だ』って言いやがったんだ。背筋が凍る思いがした。俺はとにかくそいつの前に座って意識を降ろした。姉さんが出雲で言ったように自分の中のモーターを回して自家発電をするイメージで。そして、最後に出雲で見た姉さんの光りを全身にイメージした。奴は飛びかかってきたよ。すごい形相で、俺の首を絞めに来た」
　春樹はそこまで言って自分の首に手をやった。
「愛せたの？」私が尋ねる。
　春樹は驚いたように私を見つめると言った。
「そうか。愛すれば良かったのか」
　私は頷いて見せた。
「俺は戦った。もちろん取っ組み合いをした訳じゃない。ただ、自分のエネルギーを相手にぶつけて、相手を取り込もうとした。幸いな事に俺のエネルギー量の方が勝っていたから、奴は何とか収まった。それから奴をリーディングして、奴に付いているものの名前を探り当て、それを呼ぶ事でやっと離す事が出来た」
「また、名前の呪術なのね」
「そう。それが一番手っ取り早い」
「あなた、そんな事していたら死んじゃうわよ。戦っている限り勝てないって教えて上げたでしょう？」
「そうだった。俺は、それを忘れてた。せっかく姉さんに教えてもらっていたのに。ちゃんと理解出来てなかったんだな」
「まぁいいわ。でも、本当に良く無事でいてくれたわ」私は本当にそう思いながら春樹を抱き締めた。春樹も私を強く抱いて言った。
「愛すれば良かったのか」彼の体にエネルギーが戻ってきた。
「そうよ。すべてが愛。それでチャネラーの人の方はどうなったの？」
「客に憑いていたものが落ちたらすぐに戻った。彼も随分消耗していたよ。自分の中で戦ってたんだ」
「そんな事が続いている訳ね」
「そう。最近特に多い。みんな自分自身が神だって知らないんだ。だから、チャネラーや霊媒師を使って外から何かを聞こうとしている。そうすれば自分に責任はない。その上それが神の声だったら自分に不利になるはずもない。そう思っているんだ。そう言うご都合主義の甘さに今日の奴みたいなのが付け込んで来る。人の中にある悍ましいものがすべて形を持って俺の前に現れてるような気がした」
「被害妄想？」
「かも知れない。それも俺が呼んでるのか？」
「きっとそうよ。可哀相な春樹。あなたは出雲であの時エネルギーを見て、勘違いしちゃったのね。神のエネルギーに触れて、それを自分のものにしようとしてるんだわ。でも、あれはとても特殊なものなのよ。今で言う原子力みたいなもの。あれを扱うには人であることを止めないといけないの。あの時の私は人ではなかったのよ」
「確かに。あの時姉さんは神だった」
「そう。あなたは神を祀る人だって言ったけど、私の中であれは神そのものだったの。あの時にも言ったでしょう？私の中に何もなかったって。人の思いが何もなかったって言う事なのよ。とっても恐ろしい事。それがあの時感じた神の力」
「人には扱えないものなのか？」
「そうとも言えないわね。原子力だって人が扱っているでしょう？でも、それ専門の知識と技術が必要なんだと思う」
「それをあの時の姉さんがしていたのか？」
「多分ね。人として当然持っているべき感情や欲、そんなものを何一つ持たないで肉体を持つの。ただエネルギーとして存在し、何も望まない。そんな特殊な生を送ったのよ」
「それが神」
「そう言う事になるわね。でも、今の私達は人として神を目覚めさせようとしている」
「それが姉さんの言う愛なのか？」
「さぁ？それは判らないわ。でも、そう思わないと今の自分自身が理解出来ないんじゃないかしら？」
「何もかもをありのままに受け入れ、何も否定しない。そうだったな」
「ええ、そうよ。だからあなたは、その悍ましいものを見せつけられた時、そのまま受け入れれば良かったのよ」
「その為に俺がそれを作り出したと言うのか？」
「そう言う事になるわね。ちょっと辛いわね」
「ちょっとじゃない。かなり辛い。だったら俺が名前を呼んで落としたって言うのはどう言う意味があったんだろう？」
「それは一つの法則みたいなものじゃないかしら？この今の物質化した世界がある程度物理的法則にしたがって存在しているように、霊的なものには霊的な法則があるんじゃないかな」
「じゃあ、いつかそれが通用しなくなる事もあり得るのか？」
「多分ね。どんな事にも例外って存在するじゃない。いつか、今のままみたいな事をしていたら、あなたに落とせない霊と出会う事になるでしょうね」
「じゃあ、姉さんは霊の事をどう考えるの？」
「それは良く判らないわ。だってあなたみたいに沢山それらと出会っていないし、あんまり出会いたくも無いから。でもね、それが存在するのを否定はしないわよ。だって、必要のないものは存在しないんですもの。それに、見えないし証明出来ないものは信じないっなんて言い切れる程私は自分に自信もないわ。私は今の世界で証明されているすべてのものを知っているって言う自信も無いし、それを知る必要も無いって思うの。私に必要なものはすべて私の手の内にあって、それは誰に証明してもらわなくっても私にとっては存在しているんですもの」
「謙虚にものを考えるって言う事？」
「冗談じゃないわ。私に謙虚なところがあるって思う。私は私の世界の真ん中に居るのよ。私の周りにあるものはすべて私が作り出した幻なの。だから、あなたの周りにあるものもあなたの作り出した幻でしかないって知っている。あなたにとって前世が存在していて、悪霊まがいのものも存在しているのなら、それはあなたにとって必要があって存在しているの」
「そこに愛はどう関わって来るんだ」
「まず、自分を愛する。そして自分を拡大して行く。すべてが自分になって、それを愛するって言う事」
「自他の別を越えるって言う事か？」
「同じものなのよ。元になっているのは何も思いの無い純粋なエネルギー。それがあなたの説で言うと一つづつ名前を持って個に別れている。名前と言う呪術に縛られて個として存在している」
「神のエネルギー」
「そうよ。それを私はいつか出雲のあの場所で人々に現していたの。この体にそれを移し、人々の前に見せていた。人々はそのエネルギーの端っこに触れ、内にある共通意識、つまり、今の言葉で言う宇宙意識みたいなものから答えを引き出していたんじゃないかしら？それが神問いとか、託宣とかって言うものじゃないかな？私にも良く判らないのよ。でも、今までのことを考え合わせるとそうとしか思えない」
「それを俺も一緒に見たって言う事は、俺にもその知識が必要だったって言う事なのか？」
「多分ね。ほら、水って蛇口に沿った形で流れ出すでしょう？神のエネルギーが巨大な水の塊だとすると、名前を持った人がそれぞれの形の蛇口を持っていて、そこから水を出してるって考えられない？その人の欲望や、使命によってそれに合った状態のエネルギーが出て来るの。その人がしようと決めて来た事が出来るような形のエネルギーが必然的に出て来る仕組み。でも、本質的には同じ。あの時の私は、欲望も使命も無く、それがなるべくすべての人に元々の形で現せるような特殊な生き方をしていただけ。すべての形を包括出来るような大きな蛇口。それを見てあなたは勘違いしたの。巨大な力を持ったエネルギーだってね。大きなエネルギーがあれば、何でも出来るって言うように。だけど、形が違うだけで同じものなのよ。神のエネルギーと水の違うところはそこ。質量がこの世界の物理法則に従っていないの。あなたの気が不足しているって思った時にしていた充電って言う行為は、本当は蛇口の形を整えるって言う行為だったのよ。心を静めて大きなものとの繋がりを感じるって言う事は、自分の表層意識を押さえて、本来やるべき事がインプットされている潜在意識のもっと下の方の自分を出やすくする。つまり自分のやりたい事が出来るようにうまく蛇口の形や大きさを整えていたのね。あなたの言う波動って言う観念もそれに近いんじゃないかしら？波の形をその時に必要な形にうまく整えるのよ。自分の欲だとかすべき事だとかをクリアーにして行くと言う行為。でも、絶対的な質量は同じよ。だってそれが神のエネルギーの特性だから」
「姉さんは、何故それを知っているんだ？」
「私は何も知らない。今あなたに向かって話しているのは私の中の龍。私がそう名付けたから、それは龍だけど。名前を付けていなければ、さっき言った宇宙意識だとかと同じものだと思う」
「姉さん。ちょっと戻ってくれないか？」
「大丈夫よ。私は此処に居る」私はそう言って彼の手を取った。
　彼はその手を握りかして言う。「面白い。何時入れ替わったんだ？」
「入れ替わってなんて無いわ。いつも一緒にいるのよ。必要な時話し出すだけ。そうじゃない時には知らんふりをしているの」
「俺は今まで龍ごと姉さんを抱いていたのか？」
「多分ね。でも、彼、そんなに野暮じゃないから見てたりしないと思うけど・・・」
「男なのか？」
「便宜上私はそう思ってるわ。だって私と会話する時に彼は自分のこと僕って言うから」
「俺はまだ龍を持ってないのだろうか？」
「何言ってるのよ。あなたも龍よ。私はいつもあなたを通してあなたの龍と話してる」
「自覚しろってか？」
「そんな感じかな？でも、自覚してもしなくても同じ事なんだけど。だって、同じものなんですもの」
「その辺がなかなか上手く理解出来ない」
「そうね。一番難しいところかもしれないわね。でも、自転車に乗るのと同じよ。初めはなかなか上手く乗れないけど、一度乗れてしまうと何も考えなくても乗れるでしょう？そんな感じだと思うわ。一度自分の中に龍を受け入れるって言う意識を持ってしまえば、それで良いの。あなたがさっき言ったように、チャネリングで繋がれるのは自分の意識でしかないんでしょう？私は便宜上龍って名付けたけど、名前を付けなければそれは龍ではない。つまり、区別する必要の無いもの。と言う事は、常にそこに在って、個別に別れていないって言う事」
「俺も、うちにやって来る客と同じだったって言う事か？」
「結果的にはね。何かに縋ろうとしているのよ。一番簡単なのは私にそれを求めたって言う事じゃないかしら？でも、私はそれを与える事なんて出来ない。だからこそあなたは私を作り出したのよ。人の意識は必要のないものを作り出しはしないと言う事を前提として考えればね。あなたの表層意識では答えてくれる人を求めているけど、本当のあなたは自分の内からそれを引き出す事を望んでいるんじゃないかしら？だからわざと答えない私を作り出しているの」
「大体分かって来た。姉さんが知っている事は、すべてが同じものから別れていると言う事だな。そして、すべてに必要がある」
「簡単に言えばね」
「姉さんはその事を前提にものを考えて、結論を導き出す。それが姉さんの名付けた龍の意識。そう言う事だな」
「多分」
「姉さんが今まで生きて来た経験を元に導き出す答えと、さっき言った事を前提として導き出す答えが二つあって、それを区別する為に姉さんは後者を龍と名付けた。だから姉さんの中に龍がいて、どちらもが姉さんなんだ」
「すごい分析ね。私には良く分からないけど、そう言われればそんな気がするわ」
「大体分かって来た。と言う事は、俺もその意識をしっかり心に沈める事で同じ答えを導き出す事が可能だ。しかし、まだもう少し時間が掛かるかもしれない」
「そうね。今まで身につけた 傾向ってそんなに簡単に直らないもの。私は今でも何かを恐れるし、悪い事を想像して不安になる事も沢山あるわ」
「でも、姉さんの龍はそれを否定しない」
「そう。それはそれで良いの。それも一つの役割だから。考え方や行動の規範が一つで良いのなら、今みたいに別れて生まれる必要もないって言う事でしょう？」
「そう言う事になるな。何も否定する必要はない。つまり、どんな感情もどんな現象も何一つ必要のないものは存在しないって言う事か」
「あなたが悪霊を引き寄せるのも、私を引き寄せたのも同じ事。それが、あなたがこれからしたいって思っている事に必要だったから。そして、必要なものを学んだらそれらは自然に消えてしまう。だから、わざわざ呪術を使って追い払ってしまう必要は無かったって言う事ね。でも、その方法をあなたが知って居ると言う事は、そうする必要もあったから。知らなかったら、今頃殺されてしまっていた。そして、『また、やり直しか』って思っていたかもしれない。その選択はそれで一つの形でもあったと思う。でも、とりあえずあなたはまだ私のそばにいてくれる。とってもうれしいことだわ」
「俺もだ」彼はそう言って私を抱き寄せ、口づけした。
「ねえ、何故あなたは私の体を抱くの？」私はとても素朴な質問をした。
「愛してるからだ」春樹は、簡単に答えた。
「愛すると抱きたくなるものなのかしら？」
「俺はそうだ。姉さんはそうじゃない？」
「良く分からないの。夫は私を愛しているって言うけど抱こうとはしないわ。私もその事に対して不満を持っていた訳じゃない。それにあなたみたいにセックスが好きな人なら、もっと若くって綺麗な体を持った女性を抱きたいんじゃないかって思う」
「姉さんは大きな勘違いをしている。セックスって言うものは体でするものじゃないんだ。俺がこうして姉さんを抱くのは肉体的欲求からじゃない。それだけなら金を払ってプロのところへ行く。肉体的快感ならその方が手っ取り早い。でも、そこに愛のコミュニケーションを求める事は出来ない。俺がこうして姉さんを抱くのは、そうする事で姉さんが変わって行くのが見られるからだ。一月前に出会った時の姉さんと、今の姉さんでは全く別人のようだ。からだの周りを取り巻いていた壁のような柵のようなものがとれて、とてものびのびとしている。俺の腕の中にいる姉さんはとてもリラックスしていて、それを見る事は俺にとって最高の喜びでもある。それがセックスするって言う事。多分姉さんと旦那の間にはその喜び以外の喜びが存在していたんじゃないかな。だからそれが必要なかった。でも、俺は俺の腕の中でリラックスする姉さんを見るのが好きだ」
「あなたってそんな形の優しさを持っていたのね。全然知らなかった。まだ私の知らない事が一杯あるのね」
「そうか？姉さんは何でも知ってるって思ってたよ」
「まさか？それに私、セックスしている時のあなたがどんなだなんて全然知らない。ただ、あなたがくれる快感に身を委ねているだけですもの。やっぱり、私って自分の事しか考えて無いのね。ちょっと反省」
「馬鹿なこと言ってるんじゃない。そんなに俺は優しくも無いし、姉さんの為にセックスをしている訳でも無い。要するに俺が好きな事をしているんだ」
「そうよ。それがすべての答えよ。みんな好きな事をしているの。相手の為にする事なんて何一つ無い。全部自分の為。あなたはお客さんの為に悪霊を退治した訳じゃなくて、あなたがそうしたかっただけ。私はあなたに抱かれるのが大好きだからこうしてあなたのそばにいる。あなたの為じゃない。それがすべての基本」
「愛してる」彼が言った。
「私もあなたを愛してる」私が言う。
　私は彼の腕の中で彼の元気になったエネルギーの波動を全身で感じていた。

「春樹。そろそろ起きてお家へ帰りなさい」
　私はうたた寝をする彼を揺り起こす。時計は夜中の一時を回っている。
「此処に居ちゃ駄目か？」春樹が眠そうに言う。
「駄目。ちゃんとお家に帰りなさい。奥さんだって寂しいのよ」
「分かった」彼はそう言って起き上がり、身支度を整える。
「姉さん。また、温泉に行こう」
「良いわよ。でも、揉め事はもう沢山よ」
「分かってる。正月間に家庭サービスを頑張るよ」
「それが良いわ。きっとこれから帰ったら冷蔵庫の中でクリスマスケーキが堅くなってるわ。その分ちゃんと穴埋めしてね」
「厳しいな。姉さんは正月どうする？」
「三が日は家に帰るわ。夫もそれで良いって言ってくれたし、お正月に一人は辛いから」
「仲が良いのか悪いのか？」
「どっちでも無い。でも、愛してるのよ。あなたも彼も」
「やきもちを妬きそうだ。俺は俺だけを愛して欲しい」
「あなただって奥さんも子供も愛してるでしょう？」
「それとこれは別」
「勝手な奴。でも、右手と左手どっちが好き？って尋ねられてるような気がするのよ。今夜夫にも同じ事を言った。どっちも愛してるって。夫も僕だけって言う訳には行かないんだなって悲しそうにしていた。私って本当に嫌な女ね」
「でも、正直だ。少なくとも俺の前では正直にストレートでいて欲しい。飾りも駆け引きも要らない。そんなもの俺の前では何の役にも立たない」
「それも辛い話ね。あなたって本当に可哀相な生まれつきだわ」
「その分楽もしてるけどな。それに、こうして姉さんにも会えたし。それなりに感謝しておこう」
「それは良い考えよ。また、電話頂戴。ちょっと相談したい事も有ったし。今日はもう遅いからその時に話すわ」
「分かった。近いうちに電話する」
　彼はもう一度私を抱き寄せ口づけをすると帰って行った。
　私は彼の残したエネルギーの波の中で、一人で眠った。


 













    ９「命」
    　お節料理の手配を終え、私はオフィスの大掃除を早めに始めた。小さな部屋なのでそれも一日で終わった。
　次の日からする事の無くなった私は、久しぶりにワープロの電源を入れた。

「ねえ、荒魂と和魂、奇魂と幸魂について教えてくれない？」龍に尋ねた。
「魂の現れ方の区別だよ」
「もっと判りやすく教えて」
「そうだね。色んな意味が有るよ。宗教的な意味では神の力の現れ方を表している。同じ名前の神の荒魂と和魂を、別に祀っていたりもするし。でも今の君に必要な説明だったら、神と言う言葉で説明するよりも、エネルギーと言う言葉で説明した方が判りやすいかも知れないね」
「どっちでもいいわ。同じものだって今は知っているから」
「判った。例えば同じ現象でも、色んな側面があるって言う事だよ。破壊と創造や再生が同じものである」
「破壊と再生？」
「そう。同じ現象だ。破壊が無ければ再生はあり得ない。目に見える形で在るものを壊して何かを作るだけじゃなく、何も無いところに何かを作ろうとしたところで、視点を変えれば元々の状態を破壊して違う状態に変化させるって事だろう？要するに破壊と再生がワンセットになっているんだよ」
「と言う事は、それは同じなの？」
「そう言う事」
「でも、破壊だけなら存在出来る？」
「出来ないよ。エネルギーってそんなふうにプログラムされて居ないから。エネルギーは絶えず変化する性質を持っているんだ。再生って言う、物の形に捕らわれたらそうじゃないって思うかもしれないけど。壊したまま放って置かれた廃墟が元に戻らないようにね。でも再生って直前の形と同じになる事だけを言うんじゃないんだ。つまり風化は止められない。作られていた何かが元々の形、建物の場合だったら砂や土に再生しようとしているってこと。どんなものでも時を加えれば変化するんだよ。物の変化が時を作っているとも言える。それが時と言うものの一つの側面でもある。つまり『時の加速』、それを促進させる為に誰かが力を加える事や、遅らせる事は出来ても『時の停止』、完全に止める事は出来ないんだ。それ自体が望む事を加速させられても、停止させる事は出来ない」
「それが荒魂と和魂なの？」
「だいたいね。でも、それは魂の半分の意味だけなんだ。後の半分が意志。つまり、魂というのは意志を持ったエネルギー。壊そうとする意志を持ったエネルギーと、造ろうとする意志を持ったエネルギー。変化に対する視点の違いだね。それが荒魂と和魂と呼ばれている。だから、それぞれ片方では存在し得ないんだ。前に言った事があると思うけど、人の変化に対する恐怖と期待がその二つを分けて違う名前を付けただけ」
「それも春樹の言う名前の呪術？じゃあ、初めに荒魂があって、その後で和魂があるって言う事？」
「そうじゃないよ。造られたものは造られ始めた時点から破壊、崩壊に向かって歩き始める。同時進行でもあり、同じ現象の違う呼び方なんだ。すべてが変化しているからね。その鎖が切れる事は無いんだよ。名前の呪術に関しては、かなり良い線を行ってるかな」
「なんだかまた辛い話になりそうね」
「そうでも無いと思うよ。反対に考えれば破壊されても必ず蘇るって言う事だから。君達が破壊されてしまったと言って絶望的になってる時でも、それが再生の為だって知っていれば、そんなに嘆いてばかりもいないで済むだろう？だってそこから喜びがまた始まるって言う事だし。でも、何かが出来たって喜んでばかりもいられないって言う事でもあるけどね」
「要するに、どっちでも良いって言う事？」
「まぁね。結局どっちも幻だから。その状態に意味が有るんじゃなくって、そこで君が何を学ぼうとしてその幻を作ったかを知る為にそれが現れているんだ。荒魂、和魂、幸魂、奇魂、すべて魂の側面だ。魂を人が理解する為にいろんな側面からそれを見て表現したんだ。それが名前の呪術。でも、人がそうであるようにそれらもそのどれか一つだけではあり得ない。結局同じものの違う側面でしかないからだよ」
「じゃあ、魂って意志を持ったエネルギーだと理解して良いの？」
「それで良いと思うよ」
「だったら、命って何なの？」
「命は魂の入れ物って言う理解の仕方でも良いかな」
「肉体と同じ意味で？」
「それだけでも無いけど、それに近い感覚で良いと思うよ。でも、命は大切にされるのに肉体って結構軽く扱われているよね。どうしてだと思う？」
「多分、『命』の中には生きているって言う事が基本にあって、『肉体』は生きていてもそうでなくてもその言葉で表現する事が可能だからじゃないかしら？」
「と言う事は？」
「と言う事は、生きている肉体が命。そして、それに魂が宿っている？」
「はい正解。まぁ、言葉の意味だけどね。昔は尊いと命は同じ意味だったしね。とっても尊いものなんだ」
「魂の入れ物だから？」
「そうだよ。命とは魂が学びたい事、つまり言い換えれば楽しみたい事を経験する為に絶対不可欠なものなんだ」
「経験。でも、それだから辛い思いもするのよね」
「辛くて楽しい経験を魂が求めているからだろう？」
「魂って勝手ね」
「切り離して考えればね」
「だから繋がる必要があるのか」
「そんなとこかな。でも、それはそれで良いんだよ。君が今辛がっているのだって、それを楽しんでるんだろう？」
「肉体、つまり命がなければ痛みも苦しさも無いから？」
「それはそううだろう？それらを感じる器官が無いんだよ。脳だとかそれに繋がる神経なんか」
「じゃあ、地獄って言われるものは存在しないの？」
「そんなの信じてたの？」
「そう言う訳じゃないけど、でも、必要の無いものは存在しない訳でしょう？でも、それを知っている人が居るって言う事はそれも存在したって言う事じゃないの？」
「そうだよ。それはその人にとって必要だったから存在した。そしてそれを必要とする人達のエネルギーがそれを維持している事もある」
「じゃあ、やっぱり在るんじゃないの」
「でも、それを求めなければそれは存在しない。要するに罪の意識だね。それを学ぶ為に命を持った人達がそれを支持している。君はそれが在れば良いって思うかい？」
「まさか。でも、自分が落ちるんじゃなくて、嫌な人を見て地獄へ落ちれば良いって思った事ならあるわ」
「今もそう思う？」
「今はそう思わないで良いようになった。だって、みんな同じものから別れて存在していて、それぞれの役割を果たしているだけだって理解出来てきたから」
「でも、嫌な人を見たらじゃなくて、誰かが理不尽に君を傷つけたらまた『地獄へ落ちれれば良い』って思ったりするのかな？」
「そうね。多分そう思うでしょうね。自分がそれを受けるのと、誰かがそうされているのを見るのはやっぱり違うもの」
「そうだね。でも、それで地獄を必用としているのは君に危害を与えた人じゃなくて、その幻を作り出した君自身だ。それでも、君がそれを望むのならそこに何か君が学びたいものが隠れているんだろうね」
「憎しみを利用した学び？」
「そう」
「じゃあ、春樹はその学びの為に何度も生まれ変わって私と出会ってきたの？」
「さぁ？彼は君を憎んでいたんだろうか？」
「多分。私、大昔に中国で彼に酷い事をしたみたい。それで、彼に謝罪する為に何度かの生を彼と過ごしたんじゃないのかしら？」
「復讐の為の生と、謝罪の為の生？」
「そう」
「それは面白い考え方だ。でもね、そんなのあり得ないよ。何故なら肉体を捨てて残る感情は愛だけしかないから。憎しみなんて肉体が無ければ自然消滅してしまうんだ。だから君達は愛し合っていたって言う事だよ。それで何度も生まれ変わっていろんな愛の形を楽しんだんだ。だって、君達、人の命は楽しむ為に存在している。だから他の命を害する事が罪だとされたんだよ。他人の楽しみを奪う。それが君達の社会での一番大きな罪の概念だ」
「じゃあ、人以外の命では違うの？」
「それはそうだろう。動物は決して神も悪魔も、天国も地獄も作り出さない。何故なら、生きる事が命そのものだからね。強いものに食われて死ぬ時、その食われるものは死を与えるものを恨みはしない。家族を食われたものも、悲しみはあるかもしれないけれどその相手を憎まない。それはあるがままの命の営みだからね」
「だったら、動物に魂はないの？」
「動物にだって魂はあるよ。岩にだって水にだってね。だって、魂とは意志を持ったエネルギーの事だからね。すべてのものが破壊と創造を繰り返す意志を持っている。そして生物は種の保存という意志も持っている」
「人は？」
「人は、学び楽しむと言う意志をそれ以外に持っている。だから、形が違ったんだ。それを学ぶ為に必要な形を作り出したんだよ。二本の足で歩き、両手を使えるようにした。そしてそれから道具を作り出し、脳を発達させ、分割された時間の観念や社会なんかも作り出した。すべて学び楽しむ為に必要なもの。目的の為にそれらを手にいれたんだ」
「みんなの目的意識が作り出した幻？」
「そんなもんだ。でも、それも変化するようにプログラムされているからだよ。その変化を君達の欲望が加速させた。それが魂の一つの宿命でもある」
「命の無いものはどうなの？」
「もちろん変化しているよ。水が動くように大地も動く。水が形を変えるように大地も形を変える。そして、この星を含む宇宙すら破壊と創造を繰り返しながら変化している」
「ねぇ、宇宙人っているの？」
「いたらどう思う？」
「判らないわ。でも、私の読んだ本には随分文明の進んだ星から来た人に学んだって言うのがあったの」
「君はそれに対してどう思ったの？」
「私は『そんな事もあるかな』って思った」
「じゃあ、宇宙人が神だって思う？」
「いいえ、そうは思わないわ。いろんな事を教えてくれる先生も私と同じ人間だったし。それに、さっきの話からすると彼らも命でしょう？意志を持ったエネルギーで、尚且つ肉体を持っている訳だから。肉体が無ければもう少し神に近いかもしれないけど、それの代わりになる機械なんかを必要としているのなら同じだし。いくら文明が進んでいても、私達と同じくらい神だと思う」
「同じぐらいって言うのは、内なる神と繋がる程度って言う事かな？」
「そうそう。だって、今未開の土地に住んでいる原住民って言われる人達と、文明人って言われる人達の間にある違いって、ほとんど無いって思うのよ。かえって未開の人達の方が心豊かだったりするわ。もちろんとても残酷な面があったり、野蛮って表現するような行動があってもね。たとえ寿命が短くっても、今の医療だと簡単に治るようなケガや病気で死んでしまう事が常であったとしても、彼らの方がずっと豊かな一生だって思える。彼らの方が神に近いかもしれない」
「でも、ここまで変化を加速して来たのは、君達が思う神の力をまねようとしていたからだよ。要するに文明って言うものだね」
「でも、そこに神はいなかった事に私達は気付いて来ているの。この道を先に行って見つかるとも思えない。そして結局自分の内にいる神を見つけたの。そうしたら文明なんて無い人達の方が神に近かったなんて、皮肉よね」
「だから、君は宇宙人もそうだと思うんだ」
「たぶん。私達が未開の人達を見て神を感じるように、彼らも私達から何かを学ぼうとしているんじゃないかしら？でも、社会的理念なんて言うのがもっと成熟していたら、もっと違う見方をするかもしれないわね。でも、少なくとも私は宇宙人を否定したりはしない。だって、私の知らないことの方が、知っていることよりずっと多いって判ってるもの」
「そのスタンスは評価出来るね。知らない事は無いって決めてしまうのは余り良い事じゃないって思うから。だってそう言う考えになっちゃうと、そこで思考が止まってしまう。でも、それが必要なタイプの人には違う形の学びが用意してあるんだけどね。つまり、その部分を考えるのを次の生に回して、今回はもっと物質的な事を学ぼうと思って命を持った人達なんかがそうだね。だから、それはそれでいいんだよ。ただ、君が今言ったように、自分が知らないだけの事を無いって言ってしまうのはつまらないね。もしかしたら、そう主張する人達にとってそれを認める事は、何かの崩壊に繋がるのかも知れないよ」
「きっと知識や物質に自分の価値判断を頼ってるのよ。物質について極めようと思って命を持ったのならそれも当然なのかも知れないけど、今私が思うのは、知識や物質って言うのは利用するものであって、頼るものじゃないって言う事。神の力に頼っている春樹のところのお客さんと同じ。自分以外の価値判断に身を委ねようとするのは、それはそれで良いのかも知れないけど、なんだかつまらないって思うのよ」
「でも、そう見えても結局その人達も自分で選んでいるんだよ」
「そうね。でも、自分で選んでいるって言う自覚があるのと、神に選んでもらったって言う自覚では随分違うように思うんだけど」
「そうだね。責任の所在が違う。でも、結果的には自分が責任を取る事に違いない」
「そうか。そうよね。だったら、それに対して私がとやかく言う事もないのね」
「でも、君はそれを学んだよ。それはとても大切な事だと思う。君はそうして色んな事柄を考える事によって、一つづつ学んで行ってる」
「いつか、自分を傷つけるものも許せるようになれるかしら？」
「許すって言う行為は、不必要な事じゃないかな？それは相手の、つまり自分以外の命に干渉する行為だから。同じものだって本当に理解したら許すという言葉自体が不必要になる。何故なら、それも必要があって起こっているって言う事だからね。君が許す事を学ぶために引き寄せたのなら、それを手伝ってくれた人に感謝する事になるしね。そこで命のあるうちにしか経験できない怒りの感情を学ぶ為に引き寄せたのなら怒れば良いんだ」
「私を傷つけた人に感謝するの？」
「そうだよ。でも、そんな事は命のあるうちじゃなくても良い。命があるって言う事は、貴いものを持っているって言う事だからね。だってそれが無ければいろんな感情も経験できないんだ。命の無い状態での愛は、愛し合う必要の無い『愛・アガペ』なんだ。でも、命のあるうちには憎しみや恐怖などと同じレベルの『愛・ラブ』を経験できる。それは素晴らしい事だ。だから命を大切にする必要がある。大切にすると言う事は命を害するものに対して怒りを覚え、自分を守ると言う事に他ならない。君が学びたい事を学べば良いんだ。負の感情だとかって言って、怒りだとか恨み、悲しみだとか寂しさを軽視し過ぎない事だ。負と正は一つの対になったものだから。荒魂と和魂、そのどちらも一つでは存在し得ない。そのどちらをも捨ててしまった時の恐怖を君は体験したんじゃなかったっけ？」
「そうよ。その為に私はあれを体験したの？」
「それも一つの学びだったね。人としての意志を持たないエネルギーを君は見たんだ」
「とても恐ろしかったわ。あれは命じゃなかった。もしかして意志は在ったのかも知れないけど、それは命の持つべき意志じゃなかったの」
「そうだね。命になる前の意志。つまり、荒魂和魂の側面だ」
「破壊と創造と言う意味で？」
「そうだよ。その後、奇魂幸魂として人の意志が表現されている。幸魂というのは命を持った人が出来る、つまり努力だとか学習によって身につけられる力の事で、奇魂は、運だとか神の加護だとかと表現される力の事だ。結局人と、人以外の生物とを分けた『学び、楽しむ』と言う行為必要な力の事だね」
「その為に人はその裏側に有る無知や悲しみを作ってしまったって言う事なの？」
「多分ね。でも結局同じものの別の側面でしかない。幸魂奇魂、別のもののように見えるけれど、どちらも自分の為すべき事を先に進める為の力だ。君達は努力すれば何でも出来ると思っているようだけど、それをするべきで無い者はまずそれと出会わない。つまり、その努力を始める前に奇魂の部分、それに出会うと言う運がかかわっている。そして幸魂の努力が力を発揮する。そしてその途中にも何度も奇魂がいろんな出会いなどを運んで来て、また努力する。それがずっと続く訳だ。やっぱり片方だけでは存在しない」
「努力って、大変じゃない？」
「そうかな。楽しいと思うけど。もしかして君は努力って、それの他の様々なものを我慢してそれに打ち込む事だって思ってるんじゃないかな？」
「そうじゃないの？」
「自分がしたい事をするのに何故我慢が必要なの？違う事を我慢するって言うのはそれもしたいんじゃないか。だったらそれもすれば良いんじゃないの？勉強が嫌で遊びたいのならそうすれば良い。そこに自分の必要な学びが有るのかも知れないからね。そしてその途中でまた何かしたい事が出来てきたらそこに学びを見つければ良い。もし君が子供を持っていたらきっと『そんな無茶言わないで』って怒るだろうけど、さっきも言ったように人は人の生き方に関われない。それが親子であっても夫婦であってもね」
「じゃあ、教育ってどんな意味があるの？」
「君達の社会のルールを教えるって言う意味かな？」
「それだけ？」
「そう。社会のルールって言うのは、自分のしたい事をスムーズに運ぶ為の方法なんだ。学校で教える事も、躾と呼ばれる家庭教育もみんなそう。それに春樹君が、必要な時に必要な知識を学ぶ為に自分の会社が役に立っているって言ったように、それぞれが役割を持っているから、君が今思っているように滅茶苦茶な事にはならないと思うよ」
「もう少し説明して」
「学者になろうと思って生まれて来る命もあるし、教育者になろうと思って生まれて来る命もあるって言う事。沢山の人を楽しませようと思って来る命も、政治家になろうと思って来る命だってあるだろう？だからそれの方法を教えようと思って来る命だってあるんだ。いろんな役割を持った楽しみが沢山存在している。それが巧く出会うように奇魂の力が働いて、幸魂の努力が実る。どう？こんな感じで」
「要するに、楽しみって言うのは無限にある。だから沢山の命が生まれるって言う事かしら？」
「それで良い。それを楽しみとして認識するか、苦しみとして認識するかの違いだけだ。だって元々同じものなんだから。どうしても楽しみだと思えないのなら、そう思えない自分を楽しんでいるんだ」
「それ、良く判らない」
「つまり、そのしなければならないと思っている事。例えば勉強だとしようか。その知識が自分に必要なのにそれが難しくって解らないから嫌だって言うのなら、それなりに時間をかければだんだん理解出来るようになって楽しめるだろう。でもその知識が自分に必要ないのに理解したり覚えたりしなければならないと自分が思いこんでいるとすると、それはとても辛いだろうね。だけどその辛さの裏側には楽しみもあるんだ。その裏に隠れた楽しみを見つける為に、自分がその嫌な勉強ばかりを引き寄せているのかも知れない。要するに勉強している事を理解するのが必要なのではなくて、辛さの裏側に在る楽しみを見つけたくてその現象を作り出しているって言う事。それだとその勉強しているものが理解出来たからと言って終わるものじゃない。つまり、その隠れた楽しみの存在を学べなければ、ずっとその辛さは形を変えて生み出され続けるんだ。もしかしたらそれは勉強を終えても、病気だったり貧困だったりするかも知れない」
「嫌だわ。それって自分でコントロール出来ないの？」
「ある程度は出来ると思うよ。だって病の中にも、貧困の中にも楽しみはあるからね。それに焦点が当てられれば、状況は何も変わらなくてもその不幸の連鎖を断ち切れる。そうすれば誰かの学びの手伝いが残っていない限り、その現象は消えて行く。つまり、それを作り出すエネルギーが無くなってしまうんだ」
「誰かの手伝いだとそれは消えないの？」
「そう。その誰かのエネルギーがそれを維持する方へ向かうから。でも、その時に君は楽しみの中にいるんだから、何も辛くは無い。ただ楽しい時間が続いているだけだよ」
「難しいわ。私はそんな聖人のようには成れない」
「違うよ。君達はみんな神だ。そのままで神なんだよ。神が命を持っているだけ」
「神は全知全能って言うのは？」
「その通りだよ。君達は既に必要なものをもっている」
「でも、戦争も無くならなければ、不治の病だって無くならない」
「必要なものは持っているんだ。必要なだけの寿命も、必要な決断力も。戦争だって、人が止めようと思わない限り、決して無くならない。人以外の望みが戦争を作っているのではない。人がそれを作っているんだ。だから人がそれを必要としなくなれば無くなってしまう。それを忘れちゃいけない。誰か、他の力に頼ってもどうしようもないって言う事が判るだろう？」
「どう言う事？」
「だから、決めるのは自分以外ではあり得ないって言う事だよ。そして人はすべて神の分御魂」
「繋がっているのね」
「そう」
「ねえ、とっても難しいの。私に判る時が来るのかしら？」
「疲れたんだね。君は既に知っているよ。君だけじゃない、すべての命がそれを知っている。君が今判らないって思っているのは、君が理解する事を恐れているからだ。恐怖の感情がそれを覆い隠している。でも、君はその中から何かを学ぼうとしているんだと思うよ。だからそれで良いんだよ。命にはいろんな形が有るものなんだ。愛しなさい。すべてを在るがままに愛し、いとおしんで。君がこうして僕に語りかけてくれる事を僕はとても嬉しく思っているよ。君が僕を必要としていてくれてるって言う事だからね。僕は春樹君みたいに肉体を持ってはいないけど、君を愛している事に変わりはない。だって僕も君が作り出した幻のひとつだからね。愛しているよ」
「どうもありがとう。私もあなたを愛しているわ」

「愛」私はそうつぶやいて、龍との会話をフロッピーディスクに保存し、ワープロの電源を切った。













    １０「癒」
    
　私は龍との対話に疲れ、ボーっとしていた。 　『愛』いつもそれがテーマだ。私はまだそれが理解出来ないでいる。

「姉さん。元気？」
「ええ。ちょっと疲れているけど、元気よ」
「仕事してたのか？」
「いいえ、もう仕事は年内お休み」
「じゃあ、今夜空いてる？」
「ええ、別に何も無いわ」
「今から迎えに行く」
「どこへ行くの？」
「温泉」
「遠くまでは嫌よ」
「大丈夫。美味しいものを食べて、温泉に入ってゆっくりしよう」
「泊まるの？」
「そのつもり。だから用意しておいて。あと三十分で行く」
　春樹はいつものように言いたいことだけ言って勝手に電話を切った。私は「勝手なんだから」と一人ごちながら、バッグに化粧道具と着替えを詰める。

　彼が言った時間に玄関のチャイムが鳴った。
「用意出来てるか？」インターフォン越しに春樹が言った。
「ええ」私が答える。
「すぐに下りて来いよ」
「そうするわ」
　私はそう答えて戸締まりを確認し、バッグを持って部屋を出た。エレベーターを下りると、春樹が黒い左ハンドルの車の中で笑っているのが、玄関のガラス越しに見えた。
「お待たせ」私はそう言って車の後ろを回り込み、車道側から彼のとなりに乗り込む。春樹は身を乗り出して軽い口づけをする。
「愛してる」そう言って彼は車を発進させた。
「ねえ、春樹って昔っからそんなだったっけ？」
「どう言う意味？」
「だってあいさつ代わりにキスしたり、『愛してる』って言ったりするタイプじゃなかったって思うんだけど」
「いいじゃないか。姉さんの『龍』を読んで学んだんだ。エディのやり方をな」
「でも、彼は日本人じゃないから・・・」
「けど、姉さんはそう言うの嫌いじゃないんだろう？」
「それはそうよ。誰も見て無ければね」
「俺は誰が見ていても平気だけど。俺もやってみて判ったんだけど、自分の気持ちを表現するのにとってもいい方法だ。それに愛してるって言うのは相手の為じゃない事も分かった」
「そう言う事？」
「自分の為に言ってるんだ。愛してるって言う事によって自分の気持ちが高まる。そして抱き締めたりキスしたりする事で、そのエネルギーの行き先が巧く定まる」
「変な奴」
「愛してるんだ」
「さっき私の龍もそう言ってくれたわ」
「龍と話してたのか？」
「ええ」
「それで疲れてたって訳か」
「そうよ」
「何について話してた？」
「『命』についてだったわ」
「それは疲れただろう。テーマが大きすぎる」
「それより何処に行くの？」
「有馬」
「いいわね。近いし、お湯も良いわ」
「だろう？それに今時は客も少ない」
「良い宿があるの？」
「任せろ」
「あなた、仕事はいつまで？」
「今日で終わった。正月は四日初出で五日から東京」
「あれ？北海道じゃなかったっけ？」
「急に東京が入ったんだ。でも、十日にはこっちに戻る。それで十五日に北海道」
「忙しいのね」
「あっちこっちで問題が起こってるんだ」
「例のミイラ事件で？」
「それだけじゃないけど、それも有る。今は信用が一番大切だ」
「あなた、儲け過ぎてたんじゃないの？」
「大丈夫だと思うけどな。相場より高くは取ってないつもりだ」
「でも、詐欺だとかって訴えられやすい仕事よね」
「ああ。それは判ってたからなるべく気をつけてたんだが」
「結構風当たりが強いものね」
「それも仕事の楽しさでも有るけど・・・。姉さんの存在が無ければ、今頃投げ出してたかもしれない。それぐらいハードだ」
「じゃあ、今日の温泉は接待経費？」
「まさか？会社と個人は別」
「良かった。でも、今日は私が奢るわ。たまには私も出さないと、本当に愛人みたいだから」
「気にする事ない。姉さんに使わなかったら他の女に使うだけだ。それに、俺の愛人じゃ嫌か？」
「嫌よ」
「良いじゃないか、姉さんは姉さんだ。それに昔随分世話になったから、返してるだけだよ」
「そんなにお世話した覚えは無いけど」
「随分経ったから利子が付いたんだろう？」
「それは有り難いわね」
「そう。だからそんな事気にするな」
「奥さんは怒ってないの？」
「大丈夫。その点抜かりない」
「慣れてるのね」
「そう。沢山失敗して、その度に学んだ」
「まぁいいわ。あなたの事はあなたに任せる」
「それより、姉さんの方はどうなんだ？」
「まだ、何も分からないまま。でも、不思議な事があったの」
「どんな？」
「また、後で話す」
「それがこの前言っていた話か？」
「ええ」
「だったら後でゆっり聞こう」
「今は運転に集中して」
「大丈夫さ。慣れた車に慣れた道だ。出雲の時はレンタカーで、ちょっと運転し辛かったがな」
「こんな車に乗ってるからよ」
「昔見たいなボロボロワゴンの方が俺らしいか？」
「そうね。でも、立場上それじゃまずいんでしょう？」
「まぁな」
「私のもう一つの物語で、会社社長の男がこれと同じ車の右ハンドルに乗ってるの」
「何で右にこだわった？」
「だって、彼女を車道側に降ろすなんて男としてみっともないでしょう？」
「姉さんにはかなわない。今度買い替える時にはそうするよ」
「私は構わないわよ。あなたにそんなジェントルマンを望んだりしないもの」
「それは有り難い。俺もそう言うのは向いてない」
「でも、エディには共感したんだ」
「まぁな。姉さんを愛してるって言う部分においては俺と同じだ」
「エディの愛してるのは私じゃなくてヨーコよ」
「同じだよ。俺も姉さんを殺した事がある」
「そうね。でも、そんなこと忘れちゃいなさいよ。だって今は生きてるんですもの」
「確かに」
「龍がね、私達は愛を楽しむ為に生まれ変わったんだって言ってたわ。愛以外の感情って肉体を持たない魂にはあり得ないんですって。だからいろんな愛を楽しむ為に生まれ変わっては出会ったの」
「そうか。そうだったのかも知れないな。それだったら残ってる時間を楽しまないと」
「残ってる時間？」
「ああ。人って何時肉体を失うかなんて分からないだろう？」
「もしかしてあなた、前世だけでなくそれも分かるの？」
　彼は首振ってそれには答えなかった。私は少し気になったが、それ以上尋ねなかった。


 


　車は渋滞もなく、順調に高速道路を走っていた。黒いハイネックのカシミヤのセーターを着た春樹はじっと前を向いて車を走らせる。彼の横顔を見ながら、目尻にある数本の皺が私の好きな人懐っこい笑顔をつくっているのだと思った。
　私の視線を感じた彼が照れ笑いする。
「どうした？」
「いいえ。あなたのセーターが素敵だって思ったの」私も少し気恥ずかしくってそうごまかした。
「セーターだけか」
「そう。とっても暖かそうだわ」
「姉さんもいつも質の良いものを着てるけど、俺は中身の方が好きだ」
「それは有り難う」
「それだけ？」
「どう言う事？」
「俺の中身だよ」
「もちろん好きよ」
「それで良い。それよりそこのカセットテープをかけてみなよ」
「これ？」私はそう言ってデッキから飛び出しているカセットテープをデッキに押し込む。すると雑音と共にギターの音が聞こえてきた。それは聞き覚えのあるものだった。そして前奏が終わるとともに歌が始まった。
「嫌だ。あなた何故こんなもの持ってるの？」それは私が高校の時文化祭のコンサートで歌ったものだった。
「ずっと持ってたんだ。姉さんの声可愛いだろう？」
「酷い」私はそう言ってすぐにそれを止めた。
「止めなくても良いじゃないか。姉さんの青春だ」
「あの頃はいつも辛かったわ」
「何が辛かったんだ？」
「みんなよ。何もかもが辛かった。自分が何を求めているのかも分からなかったし、自分に何が出来るのかも分からなかった。あの頃私、二十五歳で死のうと思ってたのよ」
「あの頃はみんなそうだった。自分が年を取るなんて信じられなかった」
「そう。でも、結局私は二十五で結婚した。変なものね。それからもう十五年よ」
「そうだな。あの頃自分の四十歳の姿なんて考えもつかなかった。俺も、来年そうだ」
「私は来年の節分で四十一」
「そうか、姉さんは節分に生まれたのか」
「ええ。小さい頃は良く鬼っ子って言われたわ」
「鬼は外、福は内」彼はそう大きな声で言って笑った。

　車は高速道路を降りて、国道を抜け、温泉街には入っていた。
　彼は自分で言ったように慣れた様子で大きな車体を上手に操りながら、少し坂になった温泉街の細い道をくねくね曲がる。そして、落ち着いた佇まいの旅館の前に車を止めた。
「着いたよ」彼はそう言ってエンジンを止める。それを見つけた旅館の従業員が迎えに出てきた。私は自分でドアを開け荷物を持って降りる。
「世話になるよ」春樹はそう言って車を降りた。

　玄関を入ると、粋な着物の五十柄身の女将がそつのない笑顔で迎えてくれた。しかし私には何か引っ掛かるものがあった。
「いらっしゃいませ。いつものお部屋でよろしいですか？」女将が言った。
「ああ、いいよ」彼は靴をぬぎながらそう言った。
「お食事はどうなされます？」女将が尋ねる。
「姉さんはどう？ここで食べる？それとも外に行く？」春樹が私にそう尋ねた。
「どっちでも良いわよ」私が答えた。
「じゃあ、此処でゆっくりしよう」私にそう言ってから女将に言う。
「此処で用意して」
「畏まりました」女将はそう言って私達を案内してくれた。
　そこは明治時代の和洋折衷の建物だった。良く磨き込まれ、柔らかな光りに照らされべっ甲色に光る細い廊下を何度か折れながら行き、最後に渡り廊下を通って離れに着いた。
　そこは母屋と違って新しく建て増ししたらしい。木の色が随分白いけれど、造りは純和風で半分が広い畳の部屋、そして廊下を挟んで大きな専用浴室がついていた。
　案内してくれた女将は、一通りのあいさつをを終え下がった。
「女将直々のご案内って、ここではあなたはＶＩＰ扱いね。それにあなたって年の割りにおじさんみたいな好みだわ」
「若い娘に受けるんだ。姉さんは嫌いか？」
「いいえ。そうじゃないけど。あなたって本当に変な奴。大きな花束を抱えて来るかと思ったら、こんな情緒のある旅館に連れて来るし。そんなギャップの大きなところが女の人に受けるのかしら？」
「ゲームだよ」
「何人の女の人と此処へ来たの？」
「妬いているのか？」
「ちょっとね。あんまり良い気持には成れないわね」
「気にするなって。今此処に居るのは俺と姉さんだけだ。それに今日はゆっくりしたかったから慣れたところにしたんだ。俺は姉さんと他の誰とも比べたりはしない」
「まぁ仕方ないわね」
「それより姉さんさっきの本館で何か感じなかった？」
「いいえ。何も。もしかして訳有りなの？」
「ちょっとね。綺麗なお姉ちゃんが居るんだ」
「それって、生きてない人？」
「そう」
「なのに此処を良く使うの？」
「まぁな。おまけ付」
「変な奴。でも、私見えなくって良かった」
「それがすごく美人なんだ。芸者さんで、とびっきり色っぽい」
「なるほど。それが目的なんだ」
「違うよ。此処を知ったきっかけが、さっきの女将、るゐさんって言うんだが、彼女が俺のところに『出る』って相談に来た事だったんだ。まぁ俺の専門外だけど、断りにくい奴の紹介だったし、女将に会ってみたらちょっとした因縁もあったから引き受けた。それで初めて此処へ来たとき、びっくりした」
「因縁？」
「昔会った事のある女だった」
「会った事が有っただけ？」
「いろいろとね」
「なるほど。それでどうだったの？」
「いっぱい、中に入りきれないぐらい居た。昔軍人がたむろしてた場所だったみたいでさ。そりゃあひどかった」
「でも、今は一人だけなの？」
「ああ。何とか他のは片付けた」
「後一人はあなたの趣味で残したの？」
「そんなこと。別に害を及ぼす訳でもないし、一人ぐらい居た方がかえって繁盛する」
「人の思いが刷り込まれてたんだ」
「それ。録音テープの消去作業。それで此処に縁が出来たって事。だから女を口説く為じゃない」
「でも、何人かは連れて来たのね」
「まぁな」
「るゐさんって、もしかして私も会った事ない？」
「あるよ。その時はおとせって言った」
「聞かない方が良さそうね」
「多分。でも、なぜそう思ったんだ？」
「彼女、一番初め挨拶をした時、一瞬だけどなんだか恐い目をして私を見たから。他に女の人を連れて来た事が有るのなら、あなたの彼女にたいして妬いているだけでも無さそうだし、でも彼女とあなた、関係はあったんでしょう？」
「やっぱり姉さんにはかなわないな。でも、俺もちょっとびっくりした。るゐは女将としてのプロだ。それが姉さんに気付かれる程態度に出るとは思ってなかった」
「あなた、そう言う事何も考えなかったの？」
「いや、どっちでも良いって思った。気付かれても気付かれなくても」
「本当に勝手な奴ね」
「必要な事しかやって来ない」
「分かったわ。あなたまた私に何かを手伝わせようとしているのね」
「宜しく」
「でも、ゆっくりしに来たんでしょう？」
「そうだ！風呂にでも入ろう」
「此処のお風呂？」
「そうさ。専用の風呂が付いてるから、二人で入れるんだ」
「嫌だ、恥ずかしいじゃない」
「今更何言ってんだ。嫌な思いをさせたお詫びに背中でも流してやる」
　彼はそう言って立ち上がり、障子を開けて部屋を出、廊下と反対側の扉を開けた。
「ほら、姉さんこっち。庭が綺麗だ」
　私はそう言われて立ち上がり彼に続く。小さめの脱衣室が在って、それを抜けた浴室の中で春樹が手招きをしていた。彼が言うようにそこには大きな窓があって、灯籠に照らし出された庭が湯船から見えるように作られていた。普通の家の浴槽の四倍程の大きさの桧で出来た湯船が二つあって、有馬特有の金泉と銀泉がそれぞれにはってある。
　春樹はあっと言う間に脱衣室で着ているものを全部脱いで浴室に入った。
「姉さんも早く来いよ」
　浴室は四隅に在る間接照明だけなのでほの暗い。『これならそんなに恥ずかしくないか』そう思って私も脱衣場で服を脱ぎ、備え付けのタオルで前を隠して浴室に入る。
　私はかかり湯をして彼と違う方の金泉の湯船に浸かる。
「何恥ずかしがってるんだ。こっちへ来いよ」春樹が言った。
「嫌よ。女ったらしの春樹の傍になんて寄れないわ」私が言う。
　春樹はザブンとお湯の音をさせると湯船を上がり、私の隣にまたザブンと飛沫を立てながら入って来た。
「平吉とおとせが寝てる所をお園が見たんだよ。それだけさ」
「それだけって、あなた・・・」
　春樹は赤褐色のお湯の中で私の腰を抱き上げ自分の足の上に軽々と乗せた。
「なるべく早く全部終わらせたかったんだ」
「何を終わらせるって言うの？それにあなたは何をそんなに急いでいるの？」
「良いじゃないか。とにかく俺は姉さんを愛してる」そう言って強く抱き締め、口づけをした。『これで良いのだろうか？』心の中でそう問いかけながら、私は彼の腕の中で理性を捨てた。
「それで良い」春樹が耳元でそう呟いた。

　お風呂から出ると、別室で食事の用意が出来ているとのメッセージが入っていた。
　私達は火照った体に浴衣を着て、渡り廊下を通って本館へ行く。春樹は勝手知った様子で食事の為の三畳程の 部屋に入る。テーブルの上に料理が並んでいた。私達が座り込むと同時に襖が開いて、女将がお銚子を持って入って来た。
「お酒で宜しいですか？」
「ああ、いいよ」春樹がそう答えると杯を差し出した。次に女将は私の杯にもお酌してくれた。春樹はそれを一息で飲むと、女将に前にもう一度杯を差し出して言った。
「この人は俺の一番大切な人なんだ。宜しく頼むよ」そう言って人懐っこい笑顔で女将に笑いかけた。
「そうですか。こちらこそ宜しくお願い致します」女将も笑顔を作って私にそう言った。
　私は何を言えば良いのか分からなかった。
　春樹が笑いながら言う。「るゐ。この人はるゐと俺のこと見破ったよ」
「あら、何をおっしゃいます」女将が少しうろたえる。
「良いんだ。この人は普通の女じゃない。もちろん俺の愛人でもない。本当に大切な人なんだ。だからそんなに拒否しないで受け入れてくれ」
「あら、大切なお客様を拒否するなんて、そんな事有るわけがないじゃないですか」
「いや、そうじゃない。るゐにどうしても会わせたくって連れて来たんだから、頼むよ」
「変な梶さんですね」女将は救いを求めるように私の方を見た。
　私はそれに笑顔で答える。「普通の女じゃないなんて・・・。私は普通の女ですよ。この人とは高校時代からの友達。それで最近偶然再会したんです。この変な人の事なんて放っておいて、仲良くして下さいね。私、伊藤めぐみって言います」
「佐治るゐと申します。宿ともども宜しくお願い致します」
「とっても素敵なお宿ですね。今度は夫と来ますね」
「あら、奥様なんですか？」
「はい。本当は吉野って言うんですよ。でも、仕事ではずっと旧姓の伊藤で通しているんです。それにこの人は私の事、『姉さん』としか呼ばないし」
「俺とは不倫関係ってとこ。だから愛人じゃない」
「まぁ、ご冗談を」女将は冗談にする為に笑って見せた。
　私もそれに同乗して笑いながら言う。「良くそんな大胆な事をあっさりと言うわね」
「俺は嘘がつけないから」春樹はそう言って笑って見せた。
「それではごゆっくりおくつろぎ下さい」女将はそう言って立ち上がった。
「あっ、ちょっと待って下さい」私は声をかけ、立ち上がる。
「握手して貰えませんか？お友達の印に」私は何も考えずにそう言っていた。
　女将は少し驚いていたが、そっと白い手を差し出した。私はそれを両手で包み込むように握った。その手は思ったよりも冷たかった。何故かいとおしく感じた。彼女がとてもいとおしい存在に思えた。私より十センチも背の低い彼女がそっと目を上げて私を見た。その目に涙が溢れていた。私は握った手を放し、彼女を抱き締めた。手のひらに彼女の着ている着物の上質な絹の手触りが心地よかった。
「宜しくね」私は、しばらく抱き締めた後、彼女を離して元気良くそう言った。
「こちらこそ」女将も涙を拭い、気を取り直してそう言い、出て行った。
　春樹は座ったままお酒を飲んでいた。

「これで良かったのかしら？」私も座り直してお酒に口を付ける。
「完璧。姉さんはやっぱりすごい。るゐの中に有った塊がすーっと溶けて行くのが見えた」
「でも、私は何もしていないわよ。ただ、急に握手したくなって、そうしたらとてもいとおしくなったから抱き締めちゃっただけ。これはあなたに習ったのかもしれないわね」
「抱き締めるって良い方法だろう？」
「自分でやってみて初めて判ったわ」
「でも、何故姉さんはそんなに簡単に愛せるんだ？」
「私、彼女を愛したの？」
「自覚無しか？」
「だって私愛って判らないのよ。ただ、さっきは彼女に触れる事によってとっても愛おしく感じただけ」
「それで充分なんだよ。相手の存在を心地良く思う。そしてそれを表現する。それが愛だ」
「有り難う。今あなたの龍が教えてくれたのね」
「そうか？俺には判らないよ。だって、悪霊を心地良く思って抱き締めるなんて出来なかったからな」
「そうか。あの時私があなたに言った意味ってそう言う事だったんだ」
「姉さん。意味も分からずに言ってたのか？本当に酷い奴だ」
「あなた程じゃないわ」私はそう言って笑った。
　私達は箸を取って女将の心づくしを頂く事にした。少しづつお酒を飲みながら、八寸に盛られた前菜を頂き、明石の鯛の刺身を頂く。暖かいものが運ばれて来た時彼はお酒を追加した。
「ねえ、彼女の塊って何だったの？」私が尋ねる。
「お園に対する嫉妬とそれの結果に対する罪悪感」
「そんなものを持ったまま生まれ変わってたの？」
「そうさ。るゐはそれを捨てる為にわざわざ持って来た。それを姉さんが溶かした」
「捨てる為にわざわざ持って来るの？」
「そうだ。その傷を持っていなかったら、それが癒された時の喜びは存在しない」
「パラドックスね」私が納得する。
「残念だけど、多分芸者の霊ももう居ないはずだ」春樹が言った。
「それって、どう言う事？」
「るゐのすぐ前の前世が残ってたんだよ。だから俺はそのままにした」
「自分自身だったら、怖くはないわね」
「ああ」
「それにとっても美人だったんでしょう？」
「まぁな。今のるゐよりずっと若くて死んでたからな」
「やっぱり時代のせい？」
「そうだな」
「あなたを待って居たんでしょう？いろんな仕掛けをして、あなたと出会えるようにしてたんじゃないの？」
「そうだよ。だから俺でも祓う事が出来たんだ」
「色男は辛いわね」私はお椀に入った蕪の蒸し物を食べながらそう言った。
「疲れてないか？」彼は私の杯にお酒を注ぎながら言う。
「ちょっとさっきのお風呂の疲れが・・・」注がれたお酒を一口含んで答える。
「それはないだろう」彼はそう言って首を振り、またお酒を口に運んだ。
「そうだ、姉さんの相談事って何だったんだ？」
「そうそう。忘れるところだったわね。別に大した事じゃないんだけど、夫がね、出雲のあの神社の幻を知ってるの」
「どう言う事？」
「それがね、あの龍の階段を登った時に、私が誰かの担いだ梯子に乗って登ったって行ったでしょう。それを担いでたのが夫だったの」
「何故？」
「にこにこ笑う龍をあなたと見たって言ったら、僕もそれなら知ってるって言うのよ。ずっと昔から熱が出た時なんかに見続けている夢なんですって。誰かを梯子の上に乗せて階段を上がるんですって。それで途中の石の鳥居のところで一休みして上を見上げたら、龍がにこにこ笑って首を振っていたって言うのよ。でも、夫はその龍のこと好きだって言ってたわ。喜んでいるものを見るのは心地よいものだって」
「それで担いでいたのが姉さんだったって事も知ってたの？」
「私達が出雲に行ってた時に見た夢で、初めて梯子の上にいるのが私だったって言うのがわかったって」
「確かに不思議だ。それに対して姉さんはどう思ったの？」
「荒魂和魂」
「俺と姉さんの旦那さんの事か？」
「そんなふうに思った。それで今日ずっと龍と話してたの」
「龍は何だって？」
「魂の現れ方の表現だって。創造と破壊や再生がワンセットになっているんだって」
「それだけか？と言う事は、後は自分で考えろか」
「そうみたいね。もしかしたら考えて答えの出る事じゃないのかもしれない。だってそうでしょう？あなたが荒魂で、夫が和魂だったとしても、元は同じものなのよ。同じものを違う角度から表現しただけ。それに、その角度は私から見たものでしかないし、多分他の人から見たら全然違うものだわ。でも、結局は別れて見えているだけで同じものなのよ」
「それで姉さんはどうするつもりだ？」
「どうもしないわ。だってあなたも夫も愛している事に変わり無いもの。愛って、失うのを恐れるべきものじゃないって判って来た。つまり、いとおしいものをいとおしく思えばそれで良いってさっき学んだの。あなたがどの女の人も比べないって言った意味も何となく判るようになった。やっぱりあなたって愛の達人ね」
「自分勝手なだけだ。今日だって、姉さんがるゐを愛してくれなかったら酷い事になっていただろう。俺はそれを承知で姉さんを此処へ連れて来た。でも、姉さんとるゐの姿を見てとても心地よかった。俺は姉さんを作り出して本当に良かったって思ってる」
「私もよ。あなたを作り出していろんな事が学べたわ。それに素敵なお友達も出来たし」
「るゐの事本当に頼むよ」
「あなた本当に今日は変よ。何をそんなに急いでいるの？」
「急いでいる訳じゃない。これが俺の時間の流れ方だ」
「あなたの時間の流れ方？」
「そうさ。人それぞれに時間の流れ方がある。今俺はすべてのカードを揃えて大きな賭けに出たって言うところかな」
「勝てるのかしら？」
「ああ」彼は頷いて残りのお酒を飲み干した。
「そろそろ引き上げようか」そう言って席を立つ。
　私も彼に続いて食事の為の部屋を出た。
「姉さん先に部屋に戻っていてくれ。俺はちょっとるゐと話して来る」
「そうすると良いわ。ごゆっくり」私はそう言って一人で部屋に戻った。

　部屋に戻ると二組の布団が並べて伸べられていた。少し疲れてはいたがせっかくの温泉なので私はもう一度お風呂に入る。お湯の中から庭を眺めながら、ゆったりとした時間を楽しんだ。
　女将の心遣いで用意された新しい浴衣に袖を通し、布団に潜り込む。しっかりと糊付けされた寝具が心地よかった。そのまま寝入ってしまった私は春樹の戻ったのも気付かなかった。

「姉さん愛してるんだ。今日は本当にありがとう」
　いつの間にか春樹が横を向いて寝ている私の後ろに寄り添い、耳元でそう言ったので目が覚めた。私は彼の方に寝返りを打って彼の胸に顔をつける。彼はいつもより更に強く抱き締めた。
「苦しいってば」私はいつものように文句を言う。
「るゐもびっくりしていたよ。本当に普通の人じゃないって。それで随分泣かれた。でも、るゐの荷物もやっと降ろせた」
「私は普通の女よ。特にあなたの腕の中ではね」
「そうだな。でも、普通よりいい女だよ」
「それはどうもありがとう」
　その後、彼のやり方で愛し合って、心地良い眠りについた。













    １１「怒」
    　大晦日、夫の家に帰り、簡単に正月準備を済ませた後、二人でお節料理をつまみながらワインを一本空け、テレビを見ながら年の夜を過ごした。
　その時彼が「僕の夢について何か分かった？」と尋ねたが、私は「やっぱりまだよく分からない」と答えた。そして、「ゆっくり考えれば良いよ。時間はまだたくさん有る」と彼が言って、その話は終わった。
　表面上はいつもの年越しだった。そしてお正月も同じ。私は着物を着て彼の運転する車で初詣に行き、人混みではぐれないように手を繋いで歩き、並んでお参りをした。
　子供の居ない普通の夫婦。もしかしたら普通より仲の良い夫婦に見えたかもしれない。
　私の中で夫の存在は、やはり愛する者のままであった。しかし、春樹にするようにそれを表現しはしなかった。もちろん夫も春樹のように私を求めたりはしない。それでも、それが私達のスタイルなのだ。
　夫は春樹との事について何も尋ねない。私もそれについて語る言葉をまだ見つけられないでいた。それでも会話が無いという関係でもなく、他愛のない事で笑い合ったりするそれまでの二人と何も変わっていなかった。もちろん、夫の心の内までは分からない。しかし、それを彼が語ろうとしない限り、私は聞き出すべきではないとも思っていた。

　私は四日の朝、夫を仕事に送り出してから、また自分の城へ戻った。
　早速浩二君から年末に頼まれていた企画の仕事に取り掛かった。何冊もの雑誌を積み上げて写真を集める。それを一週間でまとめ上げなくてはならない。浩二君が近所についでがあったからと言って、年始の挨拶にやって来た。一通りの挨拶を終え、コーヒーを飲みながら彼が言った。
「めぐちゃん、この間此処で会った人って、めぐちゃんの恋人？」
「難しい質問ね。どうして？」
「ちょっと気になったから」
「浩二君にはどう見えたの？」
「とても仲が良さそうに見えた。それにあの人も良い人みたいだった。でも、何だかとっても危なく思えたんだ。大きなお世話だって分かっているよ。でも、なんとなく気になったから・・・」
「どうも、ありがとう。忠告は心に止めておくわね」
「立ち入った事を言ってごめんね」
「どう致しまして。あれからちょっとバタバタして浩二君にも迷惑かけたもんね」
　私は、考える時間が欲しくて彼の依頼をいくつか断ったのだ。
「いや、それは気にしないでよ。その為にめぐちゃんはフリーでやってるんだし。社員みたいに使えるなんて思ってないから。うちより良い仕事を優先させれば良いんだ」
「どうも、ありがとう。でも、あの時はちょっと調子が悪くって、ずっと休んでいたのよ」
「もう大丈夫なの？」
「ええ、大丈夫。ちゃんと企画も始めてるから。来週にはまとめ上げるわ」
「それはありがたい。今年もそんなに良い条件にはならないと思うけど、何とか乗り切って、いつかきっと良い思いをしようね」
「あなたの会社が大きくなって社長室でふんぞりかえって居られるぐらい儲かればいいわね」
「その時にはめぐちゃんにも重役の椅子を用意するよ」
「私、そんな事期待してないわ」
「いや、今随分無理を言って助けてもらってるんだから、そのぐらいの心構えは持ってるって言う事」
「気にしないで。私は私のやり方でやってるだけだから。私もビジネス、あなたもビジネス、それで良いのよ」
「今年も宜しく」そう言って微笑んで見せた。そして思い出したように続ける。
「東京で素材の展示会があるんだけど、めぐちゃんは向こうへ行く用事ない？うちは貧乏会社だから経費は出せないけど、もしついでがあったらと思って」
「何時？」
「明日から一週間。結構大きな規模でやるみたいだよ」
「そう、行ってみようかしら。招待状が要るのかしら？」
「一応貰ってるから渡しておこう」そう言って鞄の中から封書になった招待状を出し、私に差し出した。
「あなたは行けないのね？」
「ああ。絶対無理だ。行けばいつもの担当者も居るって言ってたから呼んで貰えば案内してくれると思うよ」
「そう」
「何かついでが有るの？」
「いいえ、でも、たまには東京も良いわ。それに次の企画に役立ちそうだし」
「そうして貰えると有り難い。良いのが有れば見本を送って貰うようにしてくれ」
「そうする。じゃこれ貰っておくわね」
　私はそう言って招待状を受け取った。
「じゃあ、また電話するよ」彼はそう言って帰って行った。

　私はその後資料の写真を集め終わり、大方のイメージを作る事に集中した。
　夕方に春樹から電話が入った。
「姉さん。明けましておめでとう。今年も宜しく」
「こちらこそ宜しく。あなたちゃんと家庭サービスをした？」
「ああ。バッチリだ。暫くまた遊んでも大丈夫」
「本当にあなたって言う人は・・・。でも、明日からまた東京だって言ってたわね」
「ああ。新宿のｋホテルで簡単な説明会と、個人的なカウンセリングだ」
「説明会って？」
「うちはまともな会社ですって言うのを分かって貰う為のだよ」
「なるほど。ミイラを作ってる訳じゃないって説明する訳だ」
「そんなとこ。今までの顧客だとか会社の上の方の人達にね。経費ばかりかかって全くの無償行為」
「社長としては辛いわね」
「まぁな。けど、このまま依頼が無くなる方がもっと辛いから」
「そう。頑張ってね」
「姉さんは何時そっちへ戻ったんだ」
「今朝よ。ずっと後回しにしていた仕事も溜まってるし。新春早々頑張ってるわ」
「じゃあ、今日は会えない？」
「そうね。もう少し仕上げておきたい仕事が有るから」
「残念だ」
「またこっちへ戻ったら電話を頂戴」
「そうするよ。いつも振り回してばかりじゃ申し訳ないからな」
「どうもありがとう」



　春樹も家庭サービスで父親や夫に戻って少し落ち着いたようだ。私は電話を切ってまた暫く仕事に没頭し、一区切りつけたところで食事の為に外へ出た。そしてまた戻って続ける。
　次の日も同じように仕事に没頭した。イメージマップを仕上げ、それに合わせて簡単な仮のデザインマップを作る。それを頭に入れて六日の朝、新幹線に乗った。

　昼頃東京へ着き、そのまま展示会場へ直行した。そこで浩二君が言ったように担当者を呼び出して案内を頼んだ。
　目を引くものを手に取り、説明を聞く。そして、最終的には本当に必要な数の２～３倍の点数の見本を浩二君の方へ送るように手配した。
　会場を出たのが四時過ぎだった。予約してあった新宿のＫホテルにチェックインしたのは五時を大分回った頃だった。

　荷物を部屋に置いてもう一度ロビーに降り、フロントへ行く。
「メモリーコーポレーションの説明会はこちらだったのですか？」
「はい。本日午後二時からで、先程終わられたようです」
「まだ、梶社長はおられるでしょうか？私、伊藤と申します。彼の友人でお会いしたいと思うのですが」
「まだ、会場の方に社員の方がおられると思いますので、お尋ねしましょうか？」
「お願いします」私がそう言うとフロント係の人が電話をかけてくれた。
　しばらく待つと彼が営業用の笑みを浮かべて私に電話を差し出す。
「伊藤様、梶様です」
　私はそれを受け取って電話に出る。
「春樹？」
「姉さん？どうした？」
「今、フロントに居るの。抜けられる？」
「分かった。すぐ行く」
　私は切れた電話をフロント係に返して、ロビーのソファーに腰を下ろす。
　すぐに春樹が下りて来た。
「どうしたんだ？」彼が私の前に立ってもう一度尋ねた。
「お邪魔かしら？」私は彼を見上げながら言う。
「そうじゃない。でも、驚いた」
「会いたかったの」私は冗談めかして言った。
　彼は笑ってみせると言う。「後一時間で終わる。待てるか？」
「ええ。ここの８０２に居るから」私は立ち上がってそう言った。
「俺は１１０３だ。でも、もう暫く会場の方に居る。後で連絡するよ」
「分かったわ。お仕事頑張って」
　春樹は軽く抱き寄せると「また、後で」と言ってエレベーターの方へ歩いて行った。
　私は気恥ずかしくて反対側にあるエスカレーターで地下に下り、少しウインドゥショッピングをしてから部屋に戻った。

　八時頃彼から電話が入った。
「姉さん。飯食ったか？」
「いいえ、まだよ」
「良かった。俺も腹ぺこだ。一緒に食おう。ロビーで待ってるから下りて来いよ」
「そうするわ」
　私はコートを持ってロビーに下りる。春樹は私を見つけるとゆっくりと近付いて来る。そして私の肩に腕を回して言った。「来てくれて嬉しいよ」
　私はその言葉に微笑んで見せた。「仕事のついでにあなたに会いに来たのか、あなたに会いたいから仕事を作ったのかは分からないけど、会えて良かった」
「電話してくれれば良かったのに」
「会えなければそれでも良いって思ってたの」
「俺に会いたかったのに？」
「そうよ」
「女心の妙か。とにかく飯だ」そう言ってエレベーターのボタンを押した。

　彼はそのホテルのメインダイニングの席を取っていた。
「仕事は終わったのか？」彼が尋ねた。
「ええ。素材の展示会へ行って来たの」
「俺はまだ後三日残ってる」
「説明会は終わったんでしょう？」
「いや、明日もう一度ある。その後クライアントの予約が二日間で五件」
「巧く行くと良いわね」
「さぁ？成るようになるさ。でも、悪霊騒ぎはごめんだけどな」
「そうね。でも、もう大丈夫でしょう？」
「多分」
「私、迷惑じゃなかったかしら？」
「どうして？」
「誰かと約束があったんじゃないかなと思って」
「姉さんより大切な誰かなんて存在しない。みんなキャンセルした」
「やっぱり。ごめんなさい。年明けに秦君が展示会の案内を持って来てくれて、それが東京だったからなんとなく来ちゃったの」
「いつまで居られる？」
「明日には帰るわ。仕事も片付けたいし」
「もう一日居ないか？明日の晩から前に言った北海道のチャネラーが来るんだ」
「会った方が良い？」
「結果は分からないが、何か得るものがあるかも知れない」
「有るかもしれないし、無いかもしれない」
「そうだな。それに二晩俺と過ごせる」
「随分な言い方ね」
「そうか？俺に会いたくって東京まで来たんだろう？」
「来るんじゃなかった」
「来てしまった限り、訂正はきかない。明後日まで居ろ」
　彼はそう言いながらとても楽しそうな顔をしていた。
「強引な言い方。じゃあ、明日の約束もキャンセルするのね」
「ああ。たいした事ない女だ」
「本当にあなたって言う人は・・・」
「冗談だ。今は姉さん以外の女に興味は湧かないんだ。今日の約束は男との約束だったし、明日は何も入ってない」
「信じられないわね」そう言って私は彼を横目で睨む。
「姉さん。そんなに焼き餅妬きだったっけ？学生の時にもっと妬いてくれてたら全然違う人生だったのに」
「もっと早く喧嘩出来てたって言う意味で？」
「そうだろうな」
「そうなっていたら二十年経って突然出会って抱き締められたら、きっと殴りつけてたでしょうね」
「警察ざたか？」
「多分ね」そう言って私は笑った。そして続ける。
「でも、今の気持ってジェラシーじゃないと思う。真面目なあなたが信じられなくって私の中で混乱しているだけ」
「酷い奴だ」
「あなた程じゃないと思うわ」
「確かに。この前の有馬ではすまなかった」
「気にする事ないわよ。私にも随分得るものが有ったし。あなたと一緒に朝を迎えるのって素敵だから」
「俺もそうだ。姉さんを抱いて寝るのは良いものだ」
　私は赤くなった。
「そんなにストレートに言わないで」
　春樹は笑いながら持っていたグラスをテーブルに置き、その手を延ばして私の頭を掴んだ。
「子供じゃないのよ」私が口を尖らせる。
「おっと、ちゃんとレディーとして扱わないといけなかったんだ」そう言って私のグラスにワインを注ぎ足した。
「あなたには無理よ」
「育ちが悪いか？」
「多分ね。あの高校へお坊ちゃまが来るわけないもの」
「じゃあ、姉さんも同じだ」
「そう言う事。だからエディは物語の中だけで生きているのよ」
　私達はそんな話をしながら食事をした。

　食事の後最上階のバーへ行った。私はドライマティーニ、彼はウイスキーをオンザロックで頼む。
　私達は夜景を楽しみながらゆったりした椅子に体を預ける。
「秦君がね、あなたが私の恋人なんじゃないかって尋ねたのよ」
「そうだって答えたか？」
「誤魔化しちゃった。でもね、とても危険な感じがするって忠告してくれたわ」
「俺がか？」
「あなたは良い人みたいだって言ってたけど、でも、二人の関係が危険に思えたんですって」
「良いカンしてる」
「本当に」
「姉さんは何も心配する事はない」
「もうすぐ終わるから？」私は鎌をかけてそう言った。
　彼は一瞬驚いたような顔をして私を見、すぐに気を取り直したようにいつもの表情に戻った。
「何故、そう思ったんだ」
「あなたが急いでいるからよ。あなたには私に見えないものが見える。そのあなたがとても急いでるって言う事はそれに何か意味があるって言うことでしょう？」
「いや、大した事じゃない」
「それが気になって、此処まで追いかけて来ちゃったのかもしれない」
「だったら姉さんのその思い違いに感謝だ」
　彼はあきらかに何かをごまかしている。彼のような能力を持たない私にも、そのぐらいは分かった。
「姉さんは今も俺の事、愛してるか？」窓の外に目をやりながら春樹が言った。
「ええ。多分。でもどうして今それを聞くの？」私はそう尋ねてからグラスに目を落とす。
「俺の事を大切に思う『愛』か？」
「それは分からない。私があなたを愛しているのとあなたの存在は関係ないから」
「そうだったな。それで良い」
　彼は確かに何かを知っている。それが私に関わる事なのか彼に関わる事なのかは分からない。
「春樹。あなた、人の寿命が分かるのね」
　彼は否定も肯定もしなかった。私が続ける。
「私、今夫の存在を失ったらとても辛いと思う。でも、失うのがあなたならきっと平気じゃないかな。それは大きなショックだと思うけど、でもあなたとならいつでも繋がれるから。それに私が此処から居なくなれるのならとてもラッキーだと思う。何も思い残す事も無いし、あなたとの再会が人生の最終章なんてとってもロマンチックだわ」
「本気でそう思うのか？」
「必要のないものはやって来ない。生も死も同じよ。でも、それが自分に降りかかると、きっとうろたえて取り乱すと思う。それでもそれがやって来てしまったら、時間をかけて学び、消化するしかないの。そしてその過程を楽しむ事が幸せに生きる秘訣」
「覚悟してるのか？」
「何に対して？」
「色々な悲しみに対して」
「失う事を恐れない愛。それは他者でも自分でも同じ」
「龍か？」
「めぐみよ」
「姉さんにはかなわない」彼はそう言ってボーイを呼び同じものをおかわりした。
　その後暫く黙って夜景を見ていた。新しいグラスが運ばれて来て、それを一口含んで彼が口を開いた。
「俺、今度のが今までで一番怖い。いや、怖いって言うんでもないな。何か変なんだよ。今までのは割と突然で当たり前って言う感じだったのに、今度のは『何故今なんだ』って感じ」
　彼は大切な言葉を避けて話していた。私はただ黙ってそれを聞く。
「幸せなんだよ。姉さんと出会ってこうして二人で酒を飲んで、いろんな事を教えてもらって。こんな幸せだった事って今まで一度も無かった。でも、それは続かない。俺は一体何を求めて生まれ変わって来たんだろう？」
　私もグラスを取って残りのお酒を飲み干す。

「難しい質問だね。続ける必要が無いのか、形を変える時期が来ているのかのどちらかだ」
「龍か？」春樹が尋ねる。
「めぐみはそう呼んでいる」
「形を変えるってどう言う意味なんだ」
「形あるものはすべて幻。幻は必要な形に変化するんだ」
「俺は、この幻を捨て、違う形に変化しようとしているのか？」

「・・・・私は何を言ってるの？」
　春樹が微笑んで答える。「俺も姉さんの龍と話した」
「あいつ、勝手に私の体を使ったのね」私は腹を立てていた。
「そんなに怒るな。俺が質問したから答えてくれただけだ」
「それにしても酷い」
「そろそろ部屋へ帰ろう」彼はそう言って残っていたウイスキーを飲み干した。
　私は渋々彼に従う。それにしても何故私自身であるはずの龍が、私の意識を越えて春樹と話したりするんだろう。

　春樹が笑って私の腰を抱き、エレベーターの中で口づけをした。

　彼の部屋は眺めの良いスイートだった。
「あなた、いつも、スイートなの？」
「ああ。明後日この部屋でカウンセリングをするんだ。その為に先に入って浄化、つまり要らないものを片づけて綺麗にしておかなければならない」
「仕事の為？」
「昼はね」
「夜は？」
「姉さんとの為だ」
「先見の明？」
「そう思ってくれ」
　私は黙って首を振った。
「そんなに怒るなって。姉さんの恐怖がああいう形で龍を切り離したんだ」
「どう言う意味？」
「姉さんは俺の質問に対する答えを持っていた。しかし、それを口にするのは姉さんにとってそれを認める事になってしまう。姉さんはそれが怖かったんだ。それで無意識に姉さんは龍だけを切り離した。姉さんが俺を普通の人並みにも愛してくれているのが良く分かったよ」
　彼はそう言って私を抱き上げ、ベッドの上に放り投げるように降ろして自分も私の上に体を投げだし、強く抱き締めた。
「もう、恐れるな。俺はいつもこうして姉さんの傍にいるから。姉さんが望めばいつでもこうして抱いてやる」
　彼は抱き締める力を弱めずにそう言った。
「苦しい。ギブアップ」私はレスリングで負けた選手のようにギブアップを宣告する。
　彼は顔を上げて笑う。「愛も格闘技か？」
「あなたとなら、何でも格闘技よ」
「かも知れない」


　朝、私が先に目覚めた。私は身支度を整えてから彼を起こす。
「春樹。起きて。私自分の部屋へ戻るわ。あなたの仕事が終わったら連絡を頂戴ね」
「姉さんはどうするんだ？」眠そうな声で彼が言う。
「街でリサーチでもするわ」
「俺は四時には終わる。その後一時間程で抜けられると思う。多分篠田さんも五時頃には着くはずだ」
「分かった。なるべくその頃には部屋に戻ってるわ」
　私はそう言い残して彼の部屋を出て、自分の部屋へ戻った。

　自分の部屋に戻ってすぐにシャワーを浴びた。その後部屋のカーテンを明け、朝日を浴びる。天気は良かったが街は少し霞んで見えた。
　暫く部屋でボーッとして、十時頃フロントに電話をして、もう一泊この部屋で出来るかどうか尋ねた。問題ないと言う事なので私は荷物を纏めずに、出掛ける用意をした。
　十一時過ぎにホテルを出る。彼に言ったように私はリサーチをする事にした。要するに私達の仕事でリサーチと言ったら洋服を見て回る事だ。趣味と実益を兼ねて私は春物の洋服を見て回る。途中で自分の為に桜の花のような色合いのざっくりと編まれたローシルクの春物セーターを買った。

　夕方春樹から連絡があった。
「終わったよ。姉さんは大丈夫か？」
「ええ。チャネラーの人も着いたの？」
「ああ。これから一緒に食事しよう。此処の五階にある日本料理屋だ。先に行ってるから姉さんもすぐに来てくれ」
「分かったわ」
　私は外に出ないのなら寒くは無いだろうと思って、今日買ったばかりの春物のセーターを着る。それに合わせて口紅も薄いピンクのものにした。そして玄関の姿見で自分の姿を確認してから部屋を出た。
　お店の入り口で春樹の名前を告げるとすぐに奥にある個室に案内してくれた。
「姉さん。来たか」春樹がそう声をかけてくれた。
　私は春樹に頷いてからもう一人の方に挨拶をする。
「はじめまして。伊藤めぐみです」
「篠田登です」春樹よりも少し年上に見える、チェックのネルシャツを着たカジュアルな服装の人当たりの良さそうな男性だった。
「篠田さん。この人がさっき言ってた人なんだ」春樹が言った。
「あら、変な事言ってたんじゃないでしょうね」私が笑って言う。
「特別な変な女だって言ってた」春樹が私のグラスにビールを注ぎながら言った。
　私は篠田さんの方を向いて言う。「この人は高校の時からこんなだったんですよ。後輩の癖に生意気で、その上とびっきりの不良」
「そうでしょうね」柔らかな口調で篠田さんが相づちを打つ。
「昔の事は良いじゃないか」春樹が言った。
「篠田さんはおいくつですか？」私が尋ねる。
「今年五十です」
「随分お若く見えますね。もう少し私達に近いのかと思いました」
「姉さんはもうすぐ四十一。俺は今三十九」
「ねえ、今はまだ四十なんだからそういう言い方は無いんじゃないの？あなたとは一つしか違わないのよ」私は春樹に抗議する。
「いや、もっとお若く見えますよ。梶君よりずっと下かと思っていたので、梶君の先輩と聞いてびっくりしました」篠田さんが言った。
「どうもありがとう御座います」
「それに、その桜のようなセーターも良くお似合いだ」
「有り難う御座います」篠田さんに向かってそう言ってから春樹に言う。
「ほらね。普通の男性はこんな風に洋服を褒めてくれたりするのよ。あなたは絶対そんなふうに言わないものね」
「俺は着てるものより中身に興味が有るからな」春樹が言う。
　私と篠田さんが顔を見合わせて笑った。
「梶君らしい意見だ」
「本当に」
　少しその場にリラックスした雰囲気が流れた。そして良いタイミングで料理が運ばれて来た。
「食べましょう」春樹がそう言って箸を取った。
　春樹はビールを一杯だけ飲むとお酒にした。
「篠田さんは飲まれないんですか？」私が尋ねた。
「ええ。アルコールはあまり強く無いんですよ。ビールを少し飲めるだけです。梶君みたいにいくら飲んでも何とも無い人を見ると羨ましい限りです」
「勿体ないだけですよ。大体この人は酔うために飲んでるんじゃないんですから」
「それはそうだ。手っ取り早いエネルギーの補給」春樹が言う。
「私もあまり飲めないんです」私が言う。
「そうかな？」春樹が言った。
「そうよ。いつもあなたが一人で飲んでるの」
「そんなふうには思えないけど」
　篠田さんは私達の、そんなやり取りを笑いながら見ていた。
「ところで篠田さん。第一印象で姉さんの事どう思います？」
「そうですね。普通の、そう、良い意味での普通の女性だと思いますよ」
　私はそれに対して微笑んで見せる。
「後でチャネルしてみると良い。この人は俺が今まで会った中で一番不思議な人だから」
「梶君が会った中で一番不思議ですか？」篠田さんは不思議そうに尋ねた。
「そうです。いろんなチャネラーや霊能者に会ったけど、その中のどのタイプでも無い」
　春樹は少しまじめな顔でそう言った。
「冗談ですよ。私は良い意味も悪い意味も無く、本当に普通の人間です。ただ、この人が側にいると、何が普通で、何が普通でないのかが分からなくなる事が良くありますけど」
「それはそうでしょう。確かに梶君は特殊な能力を持っている」
「篠田さんは春樹の力をご存じなのですか？」私が尋ねる。
　篠田さんは頷いて答えた。「梶君は自分を決して語ろうとはしませんが、私には分かりました。しかし、彼がどんな力を持っているのかはちゃんと知りません。ただ、とても不思議な能力があって、それを使って仕事をしているとしか・・・」
「春樹は篠田さんと私を会わせて、何を知ろうと思ったの？」私が春樹に尋ねる。
　春樹は頷いて見せると、それに答えた。
「篠田さん。年末お宅へ伺った時にアドバイスを戴いた俺の隠された恐怖を引き出したのがこの人なんです」
「梶君の恐怖をですか？」 


「そうです。実は俺、前世を全部覚えてるんです。そしてそれが今は誰なのかも分かる。この人とは何度も生まれ変わりながら関わって来た。夫婦であったり姉弟であったり愛人関係の時もあった。数えればきりが無いほど愛したり憎んだりして来た。そして俺がそういう感情の波の中であがいて居るうちに、この人は一人で波を越えてしまっていた」
「春樹、それ、どう言う事？」
「この人には何も自覚が無いんですよ。自分が今、何者であるかも理解していない。なのにすべての事を知っている」
「まさか？そんな事ある訳無いですよね。私が知っているのは私にとって必要な事だけです」篠田さんに向かって私が言う。
「それをどこで学ばれたのですか？」篠田さんが私に尋ねた。私はそれに答える事が出来ないで首を振ってみせる。
「篠田さん。この人はすべて自分の中からそれを引き出すんです。この人はそれを『龍』と名付けていますが、それが自分以外のものだとは思っていません。だから、篠田さんがチャネルする時のようにチューニングの必要なくそれを呼び出してしまいます。精神統一する事も無ければ瞑想状態に入る必要も無い。ただ、右を向いて左を向くように。その上その『龍』と自分を重ねたまま存在する事も、それを切り離して存在させる事もしてしまいます」
「ねぇ春樹。私、全然そんな事無いのよ。ただ、自分の思っている事を口に出すだけで。本当にただの知ったかぶりのおばさん」
「その上この人は昔神であった事まである」春樹が言った。
「神ですか？」篠田さんが半信半疑で尋ねた。
「それは・・・。神のエネルギーを我が身に移し、人々の前に表していたのです。でも、それが今春樹が言ったように過去の事なのか、未来の事なのか、多重的にある現在の事なのかは分かりません。しかし、私は人としての意志を捨て、ものとしての意志だけを宿した命の存在をそれで知りました」
「ものの意志とは？」春樹が尋ねた。
「荒魂、和魂。つまり、破壊と創造の意志だけを持ったエネルギーの事らしいの。生物のはそれに種の保存が加わって、人は更に学び楽しむという意志が加わるんですって」
「龍がそう言ったのか？」
「そう。命について尋ねた時に教えて貰ったの」
　篠田さんが頷き、そして尋ねる。「伊藤さんは他にどんな力があるんですか？」
「本当に何もないんですって・・・。私には春樹が見たり、思い出したり、読み取ったり出来るような力は何もありません。それは、私には必要の無い力だからです。だから、それが春樹にあるからと言ってそれを否定する気もありません。春樹にとって必要だから彼はそれを作り出した訳ですし。だから、篠田さんがもし宇宙人とチャネリングなさるとしたらそれを否定する事もあり得ません。すみません、私、チャネリングに対してはそれぐらいの知識しかないもので」
「構いません。確かに、そう言ってチャネリングをする人達もいますから。でも、私は自分の内にある大いなる意志と繋がるのだと思っています。あなたがそれを『龍』と名付けたように、私のそれにも名前はありますが」
「どんな名前ですか？」
「エアーと呼んでいます」
「やっぱり声が聞こえたりするんですか？」
「いいえ。主に自動書記。今ならばパソコンのキーボードを使って現れてきます。それとカウンセリングの時には少し消耗しますが、私の肉体を使って相手の問いに答えます」
「その時篠田さんはどう言う状態なのですか？」
「眠りながらそれを聞いているような感覚です」
「その時点でそれが理解出来るんですか？」
「大体はそうです。しかしそうでない時は、キーボードで打ち出されたものは残りますし、私が喋る時には録音をしておきます」
「篠田さんのカウンセリングは、いつも的確な答えを出してくれるから、うちも随分助かってる」春樹が言った。
「自分自身はエアーと会話は出来るんですか？」私が尋ねる。
「キーボードの場合なら、最近少し出来ます」
「エアーは意地悪だったりしません？」
　私がそう尋ねると篠田さんは不思議そうな顔をした。
「姉さんの龍はとっても意地悪なんだよな」春樹がそう言って笑う。
「そう。ちょっと性格が悪いの。きっと私に似たのね」
「信じられない」そう言って篠田さんが首を振った。
「あっ、違うんです。ちょっとユーモアのセンスがあって、おちゃめな感じです。悪意が有るとかって言うんじゃないんですよ」
「それなら判ります」そう言って頷いた。
「でも、篠田さんの場合、私が龍と話すのとは随分違う意味があるみたいですね」
「どう言う事ですか？」
「多分私の龍は私の為だけに存在していて、篠田さんのエアーは沢山の人をサポートしたいと言う篠田さんの意志を反映しているように思います」
「あなたの為だけですか？」篠田さんが尋ねた。
「そうです。私と龍の関係は、もっと個人的なものです。だから龍が意地悪だったりするのです。それに龍は何一つ現実的なアドバイスをくれたりしません。彼が私に言うのはいつも、『そのまま受け入れなさい』『そのままを愛すれば良い』そんな事です。後は私が尋ねる事に対していろんな説明をくれるだけです」
「説明ですか？」
「はい。その現象の違う側面においての意味です。そして善悪は存在しないと言う事を学びました。でも、それを実践するのってとっても難しい事ですよね。だから私は色んな抵抗を試みるのです」
「それで意地悪になったりするのですか？」篠田さんが言った。
「いいえ。私が抵抗している時に彼はただ受け入れてくれます。『そのままでいい』と。そして『そのまま自分を愛しなさい』と」
「それで伊藤さんはそれが出来ますか？」
「とんでもない。私には『愛』の意味すらちゃんと理解出来ていないのですから。春樹のようにそれを求めるすべも知らないんです」
「篠田さん。本当にこの人は自覚が無いんです。でも、彼女自身が既に愛でしか無いと言う事はきっとどこかで知っているのだと思います。ただ、それを顕在意識に上がらせるのを恐れているのです」
「梶君、それはすべての人について言えることですよ」
「そうですね。ただこの人はそのどちらをも愛そうとしているのだと思います」
「チャネリングしてみますか？」篠田さんが好奇心の塊のような顔でそう言った。
「姉さんはどう？やってみる？」春樹が私に尋ねた。
　私は期待感と不安感の間にいた。「篠田さんがお疲れになるわ」
「構いませんよ。梶君がいるとすぐに癒されますから。いつもそうなんです。彼は決して他の人達のように私達の能力に疑問の目をむけたり、否定したりはしない。この能力を当たり前の事として受け入れてくれます。それが私達の消耗を癒すのです。それで私はメモリーさんの仕事だけ受けているんですよ」
　私は頷いてから言う。「春樹はやってみた方が良いと思う？」
「ああ。とても面白いと思う」春樹が答えた。
「でも、私何も出来ないのよ」
「大丈夫、篠田さんに任せれば。篠田さんはいつもやってる仕事だ」
　私は頷いた。
「じゃあ、部屋に行こうか」
　食事も終わっていた私達は、店を出て春樹の部屋へ行った。




　照明をスタンドライトだけにし、ちょうど正三角形を描くように距離を測って椅子を動かして座った。
　録音用のカセットテープをスタンバイし、篠田さんは目を閉じて深い呼吸を繰り返す。春樹はその呼吸のリズムに合わせて自分も呼吸をコントロールしているようだった。私はそれを不思議な感じで見ていた。
　時間にして五分程。だんだん篠田さんの首が前に落ちてきて、大きく息を吐き切った瞬間、首が元に戻り、とても穏やかな表情を浮かべた。
　
「初めまして。エアーです」私の方を向いて、さっきまでの篠田さんの声より、少しハリのある声で言った。
「初めまして。私、伊藤めぐみって言います」
「何についてお話ししましょうか？」エアーが言った。
「この女性の存在の意味を知りたいのです」春樹が言った。
「誰にとっての存在ですか？」エアーが尋ねる。
「私にとっての存在です」春樹が言った。
「それは愛するものとしての存在以外ではあり得ないでしょう」
「それ以外では無いのですね」春樹が言った。
「いや、待って下さい。あなたの形代としても存在しているかも知れませんね」
「形代って何ですか？」私が尋ねる。
「御魂代と考えて良いでしょう。然し、今あなたはそれを知る事を拒否していますね」
「私が知らせたく無いのです」春樹が言った。
「意識の反映ですか。ならばそれについて語ることはやめましょう」
　私の龍に比べエアーはとても大人だと思った。
　篠田さん、いやエアーは私に微笑んで見せると言った。
「この方が重みが有って良いでしょう？」
「必要が有るからって言う事ですね。じゃあ今夜はもう少しカジュアルでも良いですよ」私が言う。
「多分それだと私の形代がやりにくいと思います」
「篠田さんがエアーの形代ですか？じゃあ、私が春樹の形代って言う事は・・・。分かりました。ありがとう」
　私はその意味を一瞬にして理解した。それは大きな動揺をもたらせたが、その動揺を私はすぐに手放し、話題を変えた。「私の龍について尋ねても良いですか？」
「あなたの龍の事はあなたの龍に尋ねた方が良いんじゃないかな」
「そうですね。だったら、私達が出雲で見た龍は？夫も知っていたあの笑う龍」
「ああ、あれですか。あれは一種の合言葉のようなものです。同じ目的を持った者達が分かりやすいようにたまに仕掛けがしてあるんですよ」
「道標のようなものですね」
「そうそう。龍はいつもそう言っていましたね」
　それを聞いて私は、エアーと龍の正体を理解した。
「あなたと龍は同じものの違う部分と考えて良いのですか？」春樹が尋ねる。
　エアーが答える前に私が言った。「もちろんよ。私には分かる。彼は龍と同じよ。多分、龍として扱えば龍として話し出すはずだわ。ねえ。龍、なぜそこにいるの？」
「それはひどい言い方だ。君達が呼んだから来たんじゃないか」
「あなた、昨日私に黙って私の体を使ったでしょう？」
「まだ、怒っているの？」
「もちろんよ。あれは酷い事よ」
「でも、君があんまり恐れてたから、君に分からないように春樹君に伝えるにはあの方法しかなかったんだ」
「もういいわ。あなたと春樹が何を隠していたのか判ったから。それに私、もう恐れない。私は春樹を失う事も、自分を失う事も、有り得ないんでしょう？それをあなたは私に伝えたかったんでしょう？」
「そうだよ。それで良いんだ」
「いま、エアーって名前の人と話してやっと判ったの。でも、それは理解しているだけよ。恐れないからって悲しくない事も寂しくない事も無いのよ。愛している者を失うって言う事は、あなたには分からないかもしれないけど、命を持つ者にとって、ものすごく悲しくて寂しくて辛い事なの。だから『それも自分で作りだしたんだ』なんて絶対いわないでね」
「わかったよ。君が何故そんなに怒っているのかも分かったし、君がどんなに辛いのかも分かった。だから、僕は帰っていいかな。でないとこの人が疲れると思うんだ」
「分かった。じゃあそうして」
　春樹が呆れたように私を見ていた。
「姉さん。そんなに怒っちゃみっともないよ」
「あなたと龍がぐるになって私をのけ者にしたりするからよ。でも今まで知らせないでくれて有り難う」
「落ち着きましたか？」エアーが言った。
「どうもありがとう。お疲れになられたでしょう？」
「いや、私は大丈夫。それよりもあなたは受け入れられますか？」
「受け入れるしか仕方がない事ですもの。でも、私はもっともっと足掻きます。何故なら、私はこうして命を持って愛し合うと言う事が大好きだからです。いや、多分、その為に命を持ったからなのだと思います。私は春樹と再会するまで人にこんなに強く求められた事など一度も無かった。そして自分の愛する気持ちを人にぶつける事も出来なかった。愛し合う事のすべてが恐怖の対象だった。しかし、私はそれを欲していたのでしょう。その為に春樹を作り出し、私の恐怖を取り除いた。それまで他の命を持った人よりもずっと愛し合うと言う事の希薄な生き方をしていたのも、その為だったと言う事が今は理解出来ます。餓える事が何よりも良きバネになるからです。すべてが私の計画どおりに進んでいる事も分かりました。春樹との再会も、龍との出会いもすべて計画の一部です。だけどどんな真理を思い出そうと、何を理解しようと、私はこの命を持った人と言うものが大好きなのです。すべてが幻だと理解しても、同じものの現れ方の違いだと理解しても、こうして離れて個として存在していると言う事を大切にしたい。たとえ愛し合う事によって憎しみや寂しさ、悲しみをも生み出しても、やはりそれを楽しみたいんです。それが私の魂が本当に欲しているものだからです。これから起こるであろう辛い出来事に押し潰されて自ら命を断つような事が有っても、それも私の計画だと理解し、受け入れる事も出来ます。私にはどんな事も可能なのだと理解しています。否定すべきものは何も存在していないと言う事も学びました。でも、私はその真理に縛られるつもりはありません。私はそれらを知った上で、このどうしようもない肉体に宿った魂と共に感情の波を楽しむだけです」



　私は言い終わって春樹を見ると、彼は泣いていた。私に涙を見られた事に気づいた春樹が言う。
「姉さん、ごめん。俺、また泣いちまった」
「泣き虫。でも、私もきっと沢山涙を流すんだと思うわ。それが生きているって言う事だから。私を愛してくれてありがとう。私にそれを教えてくれて本当にありがとう」
「ねえさん・・・」

　気づいたら、挨拶もなくエアーはいなくなっていた。椅子の上で篠田さんがぐったりしている。私と春樹は篠田さんの傍に寄って愛の感情を送る。意識してそういようとした訳ではない。ただ、そこで項垂れた男性がとてもいとおしく思えただけだ。それだけで篠田さんはすぐに回復した。そして静かに目を上げて言った。「ありがとう」
「こちらこそ本当にありがとう。無理な事をさせてしまって本当にごめんなさいね」
「このセッションは、私には理解出来ませんでした。後でテープを聞いてみます」
「そうですね。ちょっといろいろ有りましたから・・・」春樹が言った。
「そうですか。久しぶりに自分では何も分からないチャネリングをしました」
「多分、とても個人的な話だったから、それで篠田さんは分からなかったんだと思います。随分無理をしていただいたので、今夜はゆっくり休んで下さい」春樹が言った。
「大丈夫ですよ。いつもよりエネルギーが満ちているような感じです」
「俺の愛より姉さんの愛の方がエネルギーが強いから」春樹が笑いながらそう言った。
「その為に命を持ったのよ」私もそう言って笑った。

　篠田さんと私は固く握手をし、各々取ってあったそのホテルの部屋に引き上げた。

　十分程して春樹が私の部屋をノックした。私は彼を招き入れ、立ったまま抱き合う。
「愛してる」春樹がいつものように強く抱き締めながらそう言った。
「ありがとう。私本当にあなたを作り出して良かったって思う」
「きっと近いうちに後悔するさ」
「私はどんな事も後悔しないわ。私の中で決めた事だから。私は『絶対後悔しない』と『どこに居ても何をして居てもかならず幸せであり続ける』という誓いをしているの」
「誰に誓ったの？」
「もちろん、自分自身によ。絶対ごまかせない相手でしょう？」
「確かに」彼はそう言って私を抱き上げ、ベッドに運んだ。













    １２「哀」
    　東京から戻って二日目に秦浩二が送られて来た生地見本を届けてくれた。私はそれを浩二と相談しながら選り分け、マップを完成させた。そしてその後、そのマップを元に徹夜で企画書を仕上げた。
　私は浩二の仕事をすべて終え、うたた寝をした。

「姉さん。帰ったよ」春樹からの電話の音で目覚めた。
「お疲れさま」
「姉さんの仕事は片付いた？」
「ええ。後は納品してしまえばおしまい」
「会いたいんだ」春樹は単刀直入にそう言った。
「今から納品に行くから、その後でどこかで会いましょう」
「分かった。終わったら電話してくれ」
「そうする」私はそう言って電話を切った。
　その後すぐに用意をして、浩二の会社へ出掛けた。彼は外出中だったが、事務を手伝っている彼の奥さんとも昔からの友人なので、暫く世間話をしながらお茶をご馳走になった。


 


　春樹に電話をしたのは午後三時頃だった。
「もしもし」私が言う。
「ああ、姉さんか」春樹が答える。
「終わったわよ」
「そうか、じゃあこの間のホテルのラウンジで三十分後に」
　彼はそう言って電話を切った。
　私は地下鉄に乗って彼の言ったホテルへ向かった。
　考えなければならない事が有るにも関わらず、私はそれを避けていた。電車の中で叫び出しそうな衝動に駆られた。しかし、私は春樹の手触りを思い出す事でそれを辛うじて押さえた。そして目を閉じ、心の中で龍に文句を言う。『どうしろって言うのよ。何を楽しめって言うのよ。もう学ぶのなんてまっぴらよ』

　ラウンジに入るとカジュアルな服装の春樹が手を挙げて合図した。私もそれに答えて彼の席についた。
「今日は仕事じゃなかったの？」私が尋ねる。
「今日は休み」
「家には帰ったの？」
「昨日の最終便でこっちに戻れたから家で寝た」
「仕事、上手く行ったのね」
「ああ、篠田さんのお陰で、久しぶりに悪霊騒ぎの無いカウンセリングだった」
「それで早く終われたのね」
「予約していたチャネラーが一人風邪で倒れて、替わりに篠田さんが二日続けて担当してくれたから、助かった」
「それは良かったわ。篠田さん、疲れてなかった？」
「全然。いつもより調子良いぐらい。チューニングの時間もいつもより随分短かったし、やってて楽しそうだった。それも姉さんのお陰だって言ってたよ」
「まさか？」
「あの後何度も録音テープを聞いたって。エアーが龍に替わったのにはさすがに驚いていたけど。それを見破った姉さんもすごいって。それと姉さんと宣言がとても印象的だったって。でも、一番嬉しかったのは姉さんが『沢山の人をサポートする為にエアーがいる』って言ってくれた事だってさ」
「でも、良いわよね。誰かの役に立ちたいって思って生まれて来た人って。私達みたいに自分の事だけの為って言うのはちょっと肩身が狭いわ」
「別に、良いんじゃないか？俺にとっては好都合だ」
「そうね。そう言う事にしておきましょう」私は運ばれて来たコーヒーにクリームを入れてかきまぜながらそう言った。
「姉さん。ちょっと顔の感じが変わったんじゃないか？」春樹が言う。
「疲れて見える？昨夜徹夜したから」
「いや、なんかスッキリしてる。今までかかっていた霧が晴れたみたいな感じ」
「東京でちょっと怒り過ぎたかしら？」
「俺は今の方が好きだ」
「それはどうもありがとう。あなたのお陰で色んな楽しい思いをさせてもらったからよ」
「姉さんが自分の感情に素直になろうって決めたからじゃないか？」
「そうだと良いわね。ところであなた今日はどうするの？」
「どうするって？」
「早く家に帰った方が良いんじゃないかと思って」
「大きなお世話だ」春樹は笑いながらそう言った。
「それは失礼しました」私も笑う。
「姉さんこそまだ家に帰ってないのか？」
「ええ。ずっと忙しかったし、まだ彼との事考えられないから」
「そうか。俺は帰れって言わない。ずっと俺と一緒にいて欲しい」
「そうね。そうしていわね」
「随分素直になった」
「本気にしないで、冗談なんだから」
「それでも良い。北海道へ行くまでは俺と連絡の取れる所に居るように」
「まるであなたの所有物みたい」
「嫌か？」
「嫌よ」
「仕方ない。姉さんが嫌でも俺のものだ」
「相変わらず勝手な奴」
　春樹はそれにたいして笑って見せた。
「ところで今日はどうするつもりなの？」
「もちろん、姉さんを抱くんだ」
「あなた、こんな所で恥ずかしい事を言うんじゃないの」
「でも、姉さんがどうするって聞くから・・・」
「あのね、あなたまがりなりにも会社社長でしょう？それなりの世間体って言うのもあるし、恥を知りなさい」
「それは無理だ。俺の辞書に恥なんて言葉はない。元々辞書なんて持ってないが・・・」
　私は呆れてカップを口に運ぶ。
　春樹が言う。「それを飲んだらドライブへ行こう」
「何処へ行くの？」
「六甲山って言うのはどう？」
「久しぶりね」
「ああ。昔行ったな」
「そうね。まだ随分若かった。それにあなたのオンボロ車は坂道を登るのが大変だったのよね」
「そう、クーラーを切らないと登らなかった」
「時の流れか・・・」私は独り言のように言った。
「さあ、行こう」春樹はそう言って立ち上がり、テーブルに置かれたカードを取ってキャッシャーへ行った。私も後に続く。

　精算を終えた彼は地下の駐車場へ降り、いつもの車に乗り込んだ。
「まだ、右ハンドルに買い替えてないけど、我慢してくれ」
「全然問題ないわよ」私は軽口をたたく。
　彼はいつものように私の頭を大きな手で掴んでから車を発車させた。

　夕方で少し渋滞した街中を抜け、高速道路に入る。そして芦屋で下りて、山へ向かった。昔、彼の車で何度か走った道だ。
「あなた今もこの道を良く走るの？」
「いや、久しぶり。姉さんがあの急な坂の事を言ったから、思い出したんだ」
「でも、周りの風景は随分変わったわね」
「時が経ったから」
　今の彼の車は急な坂道など全く関係なく、車内にはエンジンの音すらほとんどさせずに想い出の坂道を登り切った。
「年を取るって言うのも、悪い事ばかりじゃないな」春樹が言った。
「良い車に乗れるって言う意味で？」私が尋ねる。
「そんなところだ」彼が答えた。
　彼はそのまま六甲を走り抜け、三宮に下りた。そして、大きな中華料理屋の駐車場へ車を止めた。
「今日は中華だ」
「贅沢ね」
「利子だよ、利子」彼はそう言ってさっさと店の中に入り、名前を告げる。私達はすぐに奥の個室に案内された。
「あなた、いつも個室を予約するのね」
「女連れの時は特にな」
「一応世間体も気にするんだ」
「いや、口説きやすいからだよ」
「呆れた・・・」
「世間体を気にする姉さんにとっては好都合だろう？」
「そうね。でも、私を知っている人なんて滅多に居ないわ」
「でも、人が見てたら恥ずかしいんだろう？」
「食事するのは別に見られても平気だけど」
「飯を食うのもセックスをするのも、たいして変わらないと思うけど」
「馬鹿言わないでよ」
「どっちも大切なもんだって言う事だよ」
「あなたにとってはね」
「姉さんもそう思った方が良い。何にでも意味があって、すべてが大切なものなんだから」
「素晴らしいお言葉ありがとう」
　私達は、昔話や取り留めのない話をしながら、次々と運ばれて来る料理を楽しんだ。彼は老酒を、私は中国のワインを少し飲んだ。普通の恋人同士のようだった。いや、普通？の不倫カップルだ。とても楽しい時間だった。彼は早めにお酒を切り上げ、ちゃんと酔いを冷ませてから、また車で私を送ってくれた。

「姉さんのコーヒーが飲みたい」オフィスの前に車をつけて彼が言った。
「どうぞ」私はそう言って車を降りる。彼はエンジンを止めた。
　私は先に建物に入ってエレベーターを呼んで彼を待つ。彼はすぐに入って来た。一緒にエレベーターに乗り込み、私は、彼の背中に両腕を回して胸に顔をつける。そして、いつも彼がするようにその腕に力を込めて抱き締めた。心の中に暖かいものが溢れるのを感じた。
「そうしておいて、愛してるって言うんだよ」春樹が頭の上で言った。
「愛してるわ」私はそう言った。心の中に満ちた暖かいものがどんどん熱くなって沸騰するように感じた。胸が痛かった。心が焼けただれそうな痛さだった。私は彼に回した腕をほどき、向き直って、自分の部屋の階のボタンを押した。春樹は黙って後ろから抱き締めていてくれた。
　私は部屋に入っても灯りをつけなかった。窓から入る光りでいくらかは見える。
　私はふらつく足でソファーに辿り着きそれに倒れ込む。まだ心が痛かった。春樹はそんな私を抱き抱えると自分の膝の上に乗せてしっかりと抱き締める。
「我慢しないで良い」彼の胸に耳をつけている私には、体を伝わって春樹の声が聞こえた。それでも私は我慢した。出て来そうになった熱いものを胸の奥に押し戻す。
　春樹はただ黙って抱き締め続けてくれた。暫く私はそうしてそれを自分の奥に押し込めた。彼の胸から離れて言う。「コーヒーを入れるわ」それを聞いて彼も私を抱いた腕を解いた。
　私は立ち上がって、キッチンへ行く。キッチンの灯りを点け、お湯を沸かす。その間私はずっと流し台に両手をつき俯いて胸の違和感に耐えていた。
　気が付くと春樹が側に来て立っていた。彼は壁にもたれ、右の肩を少し下げた彼独特の姿勢で、俯き気味に私を見ていた。そして振り向いた私に言う。
「辛いか？」
「大丈夫。あなたほど辛くはないから」
　彼ははにかんだように笑ってみせると言った。「代わりに泣いて貰いたかったんだ」
「嫌よ。あなたの代わりに泣くのなんて」
　私はまた流し台の方を向いて、コーヒーの用意をする。それに沸き立てのお湯をゆっくり回しながら注ぐと、コーヒー豆の香りが一気に立った。それをカップに注ぎ分け、残りを保温トレーに乗せた。カップを一つ彼に手渡す。
　彼はその場で一口飲んで言った。「旨い」
　私の分には冷蔵庫からミルクを出して注ぐ。そしてカップを持ってキッチンを出る。
　彼が私の空いている方の手を取って引き寄せる。私はカップを揺らさないようにじっとコーヒーを見つめていた。彼はカップを持っていない左手で後ろから私を抱く。
「俺の為になら泣けるか？」頭の上で彼がそう言った。
　私はイヤイヤするように首を振って彼から離れ、薄闇の中ソファーに戻った。
　ソファーに腰掛け、カップをテーブルに置いた。その時、春樹は持っていたカップを私の足元へ投げつけた。大きな音がしてカップが割れた。そして黙ったまま私の方へ近寄って来ると突然頬を平手で打った。耳元で大きな音がし、痛みが走った。私は驚いた。
　彼はそっと手を伸ばして自分が打った頬に触れ、そのまま抱き寄せ強く抱き締めた。私はショック状態だった。そして、その後涙が溢れ出した。それは止めどなく流れ、子供のように泣きじゃくりながら彼の胸で泣いた。
　私が泣いている間春樹はずっと黙っていた。ただ、抱き締めながら頭を撫でたり、背中をさすったりしてくれた。私は小一時間も泣き続けただろうか。泣き終わった時には頭がボーっとしていた。
「ごめん。掃除しなきゃな」彼は割れたカップを見ながらそう言った。
「構わないわ」私はそう言って彼に新しいカップのコーヒーを渡しておいて、それを彼が飲んでいる間に割れたカップと零れたコーヒーを片付けた。
　全部片付けてから彼に言う。「本当に乱暴者なんだから」
「すまない」彼が照れ笑いと共に言った。
「ちゃんと埋め合わせして貰うわよ」私が言う。
「任せろ」彼はそう言って飲み終わったカップを置くと、もう一度抱き寄せた。そして今度は服を脱がせ、いつもの彼のやり方で愛してくれた。













    １３「死」
    　北海道へ発つまで春樹は、毎晩私の部屋へやって来た。私はその為に昼間集中して仕事をし、彼と過ごす為に夜の時間をあけた。彼は平静を装いながら、ふざけたり甘えたりして二人の時間を過ごし、夜遅くに帰って行った。幸せだった。彼と居る時間がとてつもなく幸せに思えた。



　それでもその日はやって来た。

「姉さん。今から飛行機に乗る」空港からの電話。
「北海道は寒いから風邪に気をつけてね」私が言う。
「ありがとう」彼はそう言って電話を切った。

　そして、その飛行機が落ちた。乗員乗客全員死亡。私はつけっ放しにしていたラジオでそれを聞いた。次々と死亡者の名前が読み上げられた。私にはその中に春樹の名前が有るのが分かっていた。それで全部聞かないうちにラジオを切った。
　泣いた。一人で、彼と抱き合ったソファーに突っ伏して、胸を掻き毟りながら泣いた。一日中そのまま泣き続けた。泣き疲れて眠る。目覚めてからまた泣いた。
　電話が鳴っても取らなかった。玄関のチャイムが鳴っても出なかった。
　放心状態と悲しみだけが私に襲いかかった。それを受け入れるしか無かった。水以外のものが喉を通らなかった。私は部屋の中を這うようにしてキッチンへ行き、水を飲み、そのまままたソファーに戻る。
　そんな状態が三日間続いた。すると精神状態に異常が生じ始めた。どこかでそんな自分を見ている自分が居た。床を這っている自分を誰かが笑いながら見ている。そしてその誰かはやっぱり自分なのだ。私は笑った。くすくす笑い、そしてゲラゲラ笑う。そしてまた泣いた。
　四日目の朝、やっとの思いでキッチンへ辿り着き、水を飲んでいる時に、何かが鳴った。私はそれが何を意味するのか判らなかった。暫くすると誰かがドアを叩き始めた。ドンドンと扉が音を立てる。そして、その後誰かが私を呼んでいた。「めぐちゃん！めぐちゃん！居るんだろう？開けるんだ！」
　私がその意味を理解するには随分時間が必要だった。しかし、体はそれの意味を理解して居るようだった。私はよろけながら扉の側まで行き、巧く効かない手でカギを開ける。そして、そのままズルズルと座り込んだ。秦浩二がドアを勢いよく開けて入って来た。
「めぐちゃん！大丈夫か？」床に座り込んだ私を見て彼が言った。
　私にはその意味も理解出来なかった。浩二はそのまま私を抱き上げ、ソファーに横たえる。
「苦しいのか？どこかが痛むのか？」彼が言う。
　私はそれに首を振った。
　彼は救急車を呼ぶ必要は無いと判断したのか、私のデスクの電話帳をめくって誰かの電話番号を調べると電話をかけた。
「もしもし。吉野さんですか？」
「私、秦と言ってめぐみさんの取引先の者ですけど、めぐみさんが大変なのですぐに来て下さい」
「はい、そうです。オフィスの方です。お待ちしています」
　そう言って彼は電話を切った。
「めぐちゃん、一体どうしたんだ？何故こんな事に・・・」
　私はただソファーの上でぐったりしていた。何かを言おうと思うのだがそれが言葉にならなかった。彼はキッチンへ行ってタオルを濡らし、ぐしゃぐしゃになった顔を拭ってくれた。それの冷たさで少し正気が戻った。
「ありがとう」やっとそれだけの言葉が口から出た。その途端にそれが春樹の最後の言葉だったのを思い出した。
「あっ、あっ、あーっ」私は体を丸くしてまた泣き出した。
　浩二は慌てた様子で私を覗き込む。
「どうしたんだ」そう言って私の背中をさする。
　私は言葉にならない声を上げながら泣き続けた。そしてそのまままた泣き寝入りした。

　目が覚めたら病院のベッドの上だった。夫が側に座っていた。
「目が覚めたかい？」彼が声をかけてくれた。
「秦君が見つけてくれなかったら、君も死んでたかもしれない。君はそれを望んでいたのかも知れないけど、僕にはあまりにも辛すぎる・・・」
　私はただ黙って首を横に振る。
「ニュースを見て、何度も君に電話したんだよ。それに君の部屋にも行った。でも、誰も出ないから君はどこかへ行ってるんだって思ってた。秦君がね、変な夢をみたんだって。それで君が出て来るまでねばったんだって言ってた。きっと梶君が助けてくれたんだよ」
　私は目を閉じて首を振った。
「眠いだろう？眠ってれば良いんだよ。点滴に安定剤も入ってるからゆっくり眠ると良い。僕はずっと此処に居るから」
　私は頷いてそのまま眠りの中に潜り込んだ。

　春樹が笑っていた。いつもの格好で白い病院の壁にもたれて立っていた。
「ちょっとスッキリしたか？」彼が言った。
　私もベッドの上に起きあがって言う。
「あなたのせいよ。こんなみっともない事になっちゃって・・・」
「でも、俺は嬉しい。姉さんが俺の為に泣いてくれた」
「冗談じゃないわ。あなたの為なんかじゃない。私自身の為に泣いたの」
　彼が頷いて言う。「そうだ、それで良い。巧く泣けて良かったな」
「あなたが練習させてくれたからよ」
　彼は、はにかみながら笑って見せた。
「ところであなたはこれからどうするの？」
「俺にこれから無い。暫くこのままだ。多分、次ぎに命を持つのはずっと先だ」
「どうして分かってたのにあの飛行機に乗ったの？」
「こうなる為にじゃないか」
「あなたは避けようとは思わなかったのね？」
「自分の決めた事だ。その為に姉さんを作り出し、こんな形に変化した。姉さんの龍もそう言った。つまり姉さんだってその意味を知ってるって言う事だ」
「私の悲しみはそれのとばっちりて言う訳？」
「まぁな。でも、姉さんがこんなに感情の激しい情熱的な女だって思わなかったよ。いつも自分の中にいろんなものを押し込んで、表面だけでそれを表現してた。姉さんと結婚しないで良かった。姉さんとだったら俺の嫁さんよりずっと激しい喧嘩になっただろうな」
「酷い言い方ね。命を捨てたらもっと優しくなるのかと思ってたわ」
「そうか？俺は俺だ。生きていようと死んでいようと、何度生まれ変わっても。姉さんもそうだったんだろうな。ずっとその激しさを内に秘めながら生まれ変わってたんだ」
「物が壊れるぐらいでは済まなかったんでしょうね」
「多分。生かすの殺すのだ。それでいつもあれだけ強く押し殺してたんだ。でも、もう大丈夫だ。俺がいるからもっと自分を解き放てば良い」
「どう言う事？あなたもういないのよ」
「そう思うか？」
「だってあなたは死んだのよ」
「だったら姉さんは今、誰と話してる？」
　私はそう問われて言葉に詰まった。
「姉さん、起きてこっちへ来いよ」彼がそう言って手を差し伸べた。
　私はそっと起き上がって彼の傍へ行く。すると彼はいつもするように私の手を取って抱き寄せ、力いっぱい抱き締めた。そして耳元で言う。
「俺が嫌な時には俺の名前を呼んで『帰れ』って言うんだ。そうしたら俺はいなくなる。呼びたい時はいつでも話しかければ良い。それだけの事さ」


 　私は彼の腕の中で彼の顔を見上げる。それは私が知っている春樹とは少し違うように感じたが、それが彼の本質なのだと言う事が判った。私は彼に口づけしてみた。彼も、いつものようにそれに応えてくれた。今までよりも更に官能的な感じがした。私は彼に言われた事を試してみる。「春樹。帰って」

　ベッドの上で目が覚めた。腕にはまだ何本もの点滴の為のチューブがついていた。
「あなた、ごめんなさいね」隣の椅子でうたた寝をしている夫にそう言った。
「目が覚めたんだ」夫が微笑む。
「お医者様はなんて言ってた？」
「君が何も食べなでいたから、体力の消耗が激しいんだって。それと、精神的な消耗も酷いみたい。暫く入院した方が良いって」
「どのくらい？」
「一週間ぐらいで体力は戻るって」
「じゃあ、それで大丈夫よ。精神的なものの方はもう大丈夫だから。もう悲しくないわ。それに私仕事しなくっちゃ。浩二君に随分迷惑をかけたし・・・」
「大丈夫だと思うよ。仕事の方は心配しないで良いって言ってくれたから。だからゆっくり休みなさい」
「ありがとう」
「秦君が電話をくれて、僕が着いたら、君がソファーの上で眠っていた。その後一度目を覚ましてからが大変だった。凄い暴れ方をした。秦君と僕で押さえるのがやっとだったんだよ。覚えてる？」
「いいえ。何も覚えて無い」
「その後突然電源が切れたみたいに意識を失って、僕達は慌てて救急車を呼んだ。それから君は丸一日眠り続けた」
「じゃあ、今日は何日なの？」
「二十日の夕方だよ」
「そう、あれから五日も経ったのね」
「辛かったね。突然で・・・」
　私は首を振る。「私、知ってたの。彼がこうなるの」
「それも僕には判らない力の事かい？」
「そうね。それと、あのにこにこ笑う龍は、合言葉みたいに同じ目的を持った者が判るように仕掛けられていたんですって」
「じゃあ、僕も君と出会ったのは問題じゃなかったって言う事かい？」
「もちろんよ。いつも傍に居てくれてありがとう」

　私は一週間でほとんど回復した。そして退院して一度自宅へ戻った。しかし、何もする事が無い方が辛いので、オフィスへ出る。それでも暫く夜は夫が帰りに迎えに来てくれて、一緒に自宅へ帰る事にした。
　オフィスへ戻って一番初めに荒れ果てた部屋の中を片付けた。この状態からすると私はかなり暴れたようだ。壊れた物を処分し、きちんと片付けてから、浩二君に電話をした。
「もしもし、伊藤です」
「ああ、めぐちゃん、もう大丈夫なの？」
「ええ。本当に迷惑をかけてごめんなさいね。それに随分恥ずかしいとこ見られちゃった」
「気にする事無いよ。旦那さんに理由も聞いたし」
「あなたの言ったとおりだったわね」
「僕もテレビのニュースで名前を見てびっくりした。それでめぐちゃんに何度電話しても連絡が取れなくって心配してたら、変な夢をみたんだ」
「変な夢って？」
「それがさぁ、どっかの田舎の座敷でめぐちゃんが寝てて、俺がそれを物陰から覗いてるんだ。何か人が一杯集まって来て、医者みたいな奴がめぐちゃんの顔に白い布を乗せてさ。俺は『その人はまだ死んでない！』って叫ぶんだけど、誰も聞いてくれないんだ。それですごい焦ってる夢。朝起きたら汗びっしょりだった」
「それで此処へ来てくれたのね」
「何故か絶対そこに居るって思えたんだ。別に何の根拠も無いんだけど」
「どうもありがとう。また、お礼に美味しいものでもご馳走するわ」
「それは有り難いけど、気にしないで良いよ。でも、良い旦那さんじゃないか？あんまり悲しませるなよ」
「ありがとう。あなたの忠告に従って居ればこんな事に成らなかったのよね。でもね、私とっても幸せだったの。彼、春樹と再会した事で新しい自分を発見出来たし、楽しい事が沢山詰まった数ヶ月だった」
「そうか。じゃあ、良かったね」
「うん」
「この前の企画書うまく通りそうだし、そうなったら忙しくなるよ。また近いうちにそっちへ行く」
「ちゃんと部屋も片付けたから、何時でもどうぞ」

　私は仕事を受けたままだった他の会社にも謝りの電話を入れた。突然倒れて、入院していたので、二、三日納期が遅れると言うと、みんな快く了解してくれた。元々私はギリギリの納期の仕事は浩二君のもの以外受けないので、あまり大きくズレなかったのが良かったのだろう。それで、ボチボチと仕事を始めた。




　二月三日、私の誕生日。午後一番に来客があった。玄関のチャイムが鳴ったので、モニタ－を見ると、二十五歳ぐらいの男性が真っ赤な薔薇の花束を抱えて立っていた。
「どちら様ですか？」私が尋ねる。
「メモリー株式会社の五十嵐と申します。社長の言い付けで参りました」
「どうぞ」私はそう言ってロックを解除する。
　しばらくして彼がドアのチャイムを押した。
　私はそっとカギを開け、五十嵐と名乗った青年を招き入れる。
「失礼します」彼はそう言って入って来ると、私にその薔薇の花束を差し出した。
「社長からです。それと、これも預かっています」そう言って白い封筒を差し出した。
　私は彼にソファーを勧めて、コーヒーを入れる。それを持って、彼の前に腰を下ろして尋ねる。
「今、これを読んだ方がいいのかしら？」
　彼は大きく頷いて言う。「読んで戴くようにと言い付かっておりますので、お願いします」　
　私も頷いて封筒を開けた。中から一番初めに薄い柔らかな紙で包まれた、ダイヤのピアスが出てきた。私はそれを手にとって思う。『あいつ、私がピアスを開けていないの知ってたくせに』私はそれを握り込んで手紙を開く。そこに並んでいたのは昔とちっとも変わらない春樹の字だった。

『姉さん。誕生日おめでとう。
　もし、今まで俺と会えて無かった時のためにこれを書いている。
　多分大丈夫だと思うんだが、俺も初めての事だから念を入れた。
　それにもう一度姉さんに薔薇を届けたかった。前の時にはケガをさせたけど、
　今度は気をつけるように、五十嵐に良く言っておいたから大丈夫だと思う。
　ところで五十嵐の事どう思う？なるべく姉さんの好みの奴を選んだ。
　それは、冗談だが、こいつはちょっと面白いところがある。
　俺は、手紙なんか書くのが苦手だからこの辺で終わりにする。
　後は五十嵐に尋ねてくれ。
　そう、俺の名前を呼ぶのを忘れないようにな。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶　春樹』

　私が目を上げると五十嵐君はコーヒーを飲んでいた。確かに嫌いなタイプではない。育ちの良い春樹と言う雰囲気を持っている。カップをテーブルに起きた彼に言う。
「春樹？」
　五十嵐君は目を閉じて俯いた。そして、数分後に顔を上げて言った。
「元気そうじゃないか？」
「春樹なのね」私が念を押す。
「俺じゃ悪いか？」
「悪くは無いけど、五十嵐君の方が若くって素敵よ」
「まぁそう言うな。こいつちょっと面白い力があるんだ。感応力が強いのと、俺が見えてたものが見える。俺みたいに前世を思い出す事は無いみたいだが。それはこいつにとって必要なかったからだろう。俺とはちょっとした因縁が有ったが、姉さんとの前世での関係は無い。だから白紙から始めれば良い」
「あなた、何を言ってるの？まだ私に何かさせたいって言うの？」
「まぁな。暫くはこいつが会社をやってくれる。その為にあっちこっちに手も打ってある。だからちょっと助けてやってくれ。俺に姉さんが必要だったように、こいつにも必要なんだ」
「馬鹿な事言わないでよ。私には私の生活が有って、仕事だって持ってるのよ」
「知ってるさ。ただ、こいつを愛してやってくれれば良いんだ」
「冗談が過ぎるわよ。大体あなた死んだのよ。それじゃぁまるで、私に取り憑いた悪霊じゃないの？」
「姉さんには悪霊が必要なのか？」
「必要ないわ」
「俺が嫌だったらいつでも落とせば良い。やり方は教えただろう？」
　私は本気で彼に帰れと言おうと思った。その瞬間その男が私の手を掴んで抱き寄せた。
「名前を呼んで、帰れって言うんだ」春樹の声だった。する事も全く彼のままだ。
「呆れた！」私はそう言って男の手から逃れる。そして元の場所に座り直してもう一度春樹に尋ねる。
「何をさせたいの？」
「別に姉さんに不倫をさせたい訳じゃない。姉さんがそれを望むのなら別に構わないが。ただ、こいつを愛してやってくれさえすれば良いんだ。必要な時に姉さんの元へ行かせるから、それを受け入れてやってくれ」
「あなたが憑いたままで？」
「それはまずいだろう？こいつに愛が届かない」
「この人は判ってるの？」
「ああ、今の俺と姉さんの会話も、自分がしている事もちゃんと理解してる」
「本当に変なのを連れて来たわね。変な奴はあなた一人で充分だったのに」
「類は友を呼ぶって言うだろう？」
「もう帰って」
「駄目だ。名前を忘れてる」
「面倒ね。あっ、そうだ。尋ねたい事が有るわ」
「何？」
「あなた何故私にピアスなんか贈ったの？」
「ああ、それね。なるべく役に立たないものが良いと思ったんだよ」
「あなたらしいわね。でも、ありがとう」
「どう致しまして」
「春樹、もう帰って良いわ」

　五十嵐君は、一度ガクンと首を落とし、暫くそうしていた。そしてゆっくりと頭を上げ、何度か首を振った。私は彼に尋ねる。
「五十嵐君？春樹は帰った？」
「ええ」彼が顔を上げて、微笑んで答えた。
「大変な役目をおおせつかったわね。あなたがメモリーを継ぐの？」
「はい。規模を縮小する事になりますが、一応この仕事は続けるつもりです」
「まぁ、天職と言ったところかしらね」
　彼は笑って答えなかった。私は大きくため息をつく。
「僕、気に入ってもらえませんか？」
　私はもう一度ため息をついて言う。「そう言う問題なの？」
「そう言う問題です」笑いながら答えた。
「呆れた人達ね。あなたも春樹も・・・」
「以後、宜しく」彼は初めに比べ大分リラックスした様子だ。
「あなた名前は？」
「五十嵐正巳」そう言って名刺を出した。
「携帯の番号も書きますね」
「正巳って言うのね。別に構わないわ。あなたと連絡を付けるのは簡単だから」そう言ってそのまま名刺を受け取る。
「どう言う事ですか？」彼が不思議そうに尋ねる。
「春樹を呼べば良いんでしょう？でも、あなたが消耗するのかしら？」
「ああ、いいえ。大丈夫です。梶さんならかえって元気に成れますから」
「あなた、いくつ？」
「もうすぐ三十になります」
「若く見えるわね。ところで私は正巳の役に立てるのかしら？」
「ええ。今までに出会った誰よりも気持の良い色を感じます。梶さんのエネルギーの場もすごかったけど、何か、もっと柔らかくて暖かな感じです」
　私はため息をついて言う。「最近あなた達みたいなタイプの人って増えてるの？」
「さあ？」
「正巳は春樹の事、分かってたの？」
「はい。でも、今日の事を頼まれるまで、梶さんは自分の力の事については何も言いませんでした。だから僕も何も言わなかった。年末に突然会社の事を言われて、その後此処へ花を持って来るように言われたんです」
「それにどんな意味があるのか理解出来た？」
「はい。でも、梶さんは不思議だった。すべてを知っていながらエネルギーの強さを全く変えずに逝ってしまわれました。むしろ去年の暮れぐらいからそれは広がりを持って来るように感じました」
　私は頷いて言う。「自分勝手な良い男」
「面白い表現ですね。でも、ぴったりな気がします。僕もそう成れると良いんですけど」
「止めておきなさいよ。目標は『良い男』だけで充分よ。あんな勝手な奴、いなくなってせいせいしたと思ってたのに・・・。あの悪霊もどき・・・」
「愛してたんですね」
　私は笑って見せて言う。「ええ、とってもね。彼がその方法を教えてくれたの。でも、あなたにそれを教えるつもりはないわよ」
「構いません。僕も伊藤さんの事気に入りました。とても大きな魂だと思います。それと伊藤さん、何か龍と関係していませんか？」
「どうして？」
「龍がみえるのです。この部屋に入った時から。嬉しそうに笑う龍。それで部屋に住んでいるのかと思ってたんだけど、どうも伊藤さんと繋がっているように見えるもので」
「それについて何も答えるつもりは無いけど、あなたの力は理解出来たわ。きっと春樹の代わりに会社の方は巧くやれると思う。言っておくけど、私にはあなた達のような力は何も無いのよ。ただの普通の女。だから私に何も期待しないで。春樹が何を考えて正巳を此処によこしたのかは分からないけど、きっと彼の事だから何か意味があったんでしょう。それはゆっくり分かると思う。急ぐ必要は無いのよ。それと私はめぐみって言うの。伊藤さんはやめてちょうだい」
「めぐみさん。宜しく。それと、僕の能力が必要な時はいつでも呼んで下さい」
「どう言う意味？」
「梶さんと会いたくなったらです」
「それはどうもありがとう。でも、春樹はいつでも呼べるわ」
「いえ、肉体を持った梶さんと言う意味です」意味ありげな微笑みを浮かべて言った。
　私はその意味を理解して言う。「全くあなた達は何を考えているのか・・・」
「僕達良く似てるんです」そう言って確かに春樹に良く似た人懐っこい笑顔を見せた。
　その時私は理解した。「あなた春樹の恋人だったのね」
　彼は笑って頷く。
　私はもう一度春樹を呼ぶ。「春樹出てらっしゃい！」
「そういう呼び方は無いだろう？」
「どう呼べって言うのよ」
「まぁいいか。それで？」
「それでじゃないでしょう？あなた、私に何人の恋人を紹介すれば気が済むの？その上今度は男なの？馬鹿にするのもいい加減にしなさいよ」
「俺は姉さんを馬鹿にした事なんて一度も無い。それは姉さんが一番良く知ってるはずだ。それと俺は男が好きだった訳でもない。こいつが愛おしかっただけだ。大体死んだ男に焼き餅を妬いてどうする？」
「勝手に死んでおいて良く言うわね。私だって普通の女よ」
「知ってるよ。確かに姉さんは普通の女だ。それもかなり焼き餅妬きのな。でも、姉さんにだって判ってるはずだ」
「頭が変になりそうよ」
「大丈夫。姉さんはそんなに簡単に壊れたりしない。でも、五十嵐はすぐに壊れる。そんなに急に呼び出すな」
　確かに彼は戸惑っているように見えた。自分がしゃべっているのか春樹がしゃべっているのか分からないようだ。
「正巳君、大丈夫？」私は正巳に話しかける。
「えっ、僕？アーッ梶さんは？」
「此処に居る」春樹が答える。
　まるで一人芝居のような、腹話術のような不思議な感じ。
「姉さん。これは無理だろう？一度俺を落とせ。でないと本当に五十嵐が壊れる」
「分かった。無理言ってごめんなさい。春樹、帰って」
　正巳が首を振る。
「めぐみさん、どうなってるんですか？こんなの初めてだ。何の準備も無く霊を降ろしたのなんて本当に初めて・・」放心状態で正巳がそう言った。
「私が悪かったわ。ごめんなさい。多分他ではこんな事ないんでしょうね」
「めぐみさんと梶さんが強く繋がり過ぎてるんだ」
「分かった。気を付けるわ。でも、本当にあいつは酷い男よ」
　気を取り直した正巳は優しく微笑んで見せると言った。「すみません。僕が否定すれば良かったんです。でも、何か全部見透かされているようでごまかす気に成れなかったから」
「構わないわ。どうせ私には分かってしまうんですもの。春樹の思いが強すぎるのよ。違うわね、私の春樹への思いが強いのね。だからまた新しい幻を作り出してしまった」
「それで良いんじゃないですか？僕もなんだかめぐみさんの事好きになってきた」
「それはどうもありがとう」
「今日は梶さんに言われて渋々ここへ来たんです。だって梶さんの大切な人だって聞いてたし、ちょっとジェラシーもあったから。僕が梶さんの事一番判ってるって思ってたのに、梶さんは僕にこんな役目を言い渡して、そのまま逝ってしまわれました。でも、今は此処へ来て良かったって思います。めぐみさんの傍に居ると梶さんが何故そんなに大切にして居たのかが判ります。僕、また来ても良いですか？」
「ええ、それは構わないわ。春樹の遺言でもあるし・・・。でも、あいつ本当に死んだのかしら？良く分からなくなってきたわ」
「僕もそう思いますよ。梶さんは今も僕の中に居る。僕が呼べば答えてくれる。僕は何も失ってないって思えるんです」
「そうね。それは正解ね。私も彼が肉体を脱ぎ捨てた事によって、もっと密接に繋がったような気がするわ」
「でも、めぐみさん。僕の中の梶さんじゃなく、僕を愛して下さいね。僕もめぐみさんの中の梶さんじゃなしに、めぐみさんを好きになりそうだから」
「あなた、バイなの？」
「梶さんもそうだったけど、人が好きなんです。めぐみさんがおふくろを癒したように」
「お母様って？」
「僕、佐治るゐの息子です。子供の時に養子に出されて名前が違うんです」
「それで、春樹が徐霊を断れなかったんだ」
　正巳が頷いて言う。「正月に母と会ってめぐみさんの話を聞きました。僕は何か半信半疑だったんですけど、今は良く分かります。母がまた来て下さいって言ってました」
「そう。るゐさんの息子さん。と言う事は春樹って母子とも？」
　正巳がとても可愛らしく笑っていた。
「まぁいいか？死んだ男のした事だし」私はあきらめて言う。
「そうですよ。梶さんってそう言う人だったんです。でも、僕は大好きでした」
　私は首を振って、笑って見せた。『あいつその為に急いで有馬へ連れて行ったんだ。全部あいつの計画どおりって言う訳だ』私は心の中でそう思った。
「それにしても正巳って本当に素直なのね」
「そんな事ないと思うけど・・・。ひねくれ者の頑固者って良く言われるし」
「そうは見えないわ」
「梶さんのお陰です。あの人はこんな僕をそのまま認め、受け入れてくれた唯一の人だった・・・。僕、子供の頃ずっと化け物って言われてたんです。こんな力を持って来てしまったから・・・。それに相手の敵意や恐怖が分かるし、逃れようが無かった。七年前にこの会社に入るまで僕は誰も信じて無かった。ただ、相手の心の中を見て見ぬふりをしながら適当に生きていただけ。でも、梶さんは心の中に嫌なものが何も無かった。僕の力を知っているのに全然恐れなかったし、それを特別だとも思って無かった。生まれて初めて僕は他人に受け入れられたんです。そして梶さんはその使い方まで見せてくれたし、仕事に使う方法も・・・。それは人生観が一転する思いでした」
「なるほど。そう言うものかも知れないわね。きっとそれについて春樹も辛い思いをした事があったんだと思うわ。彼の転生は苦渋に満ちたものだったし。でも、私はそれを何とも思わない。だって、それらの辛さはあなたの物であり、春樹の物ですもの。私には私の辛さがあって、それだけで手一杯」
「多分そう言うところが僕達のような力を持って来てしまった者に安らぎを与えてくれるんだと思います」
「そんなものなのかしらね？私には判らないわ。でも、私もあなたの事が好きに成れそうよ。とても素直に自分を表現しているって思うし、何もごまかそうとしていないのが分かるから。だから、いつでも遊びに来て頂戴。春樹は連れて来なくて良いから」
「ありがとう御座います」



　彼は立ち上がって私に握手を求めた。私もそれに答えて手を差し伸べる。


　彼は力強く私の手を握った。彼の手から私の手へエネルギーの流れるのが分かった。その心地良さは愛おしさに繋がっていた。私は左手で彼の頬に触れてその流れを彼に戻す。
　彼は目を閉じて、言った。「心地良い波だ。これがあなたの愛の波なんだ・・・」
「あなたのエネルギーもとってもしっかりしているわ。大丈夫よ。あなたはやれる」
　正巳はそっと私を引き寄せ優しく抱いた。そしてすぐに離して言う。「また来ます」
「お母様に宜しく」私はそう言って彼を見送った。













    １４「愛」
     


　自宅でくつろいでいる時に夫が言った。
「めぐみ。今度の休みに温泉へでも行こうか？」
「いいわよ」私が答える。
「何処が良い？」
「遠いと大変だから有馬ぐらいでどう？」
「良いよ」
「だったら良いところがあるから予約しておくわ」私が言った。
　私はるゐさんの事が気にかかっていた。きっと彼女も悲しんでいるだろう。
　翌日電話を入れた。るゐさんは、あいにく留守にしていたが部屋を取ることは出来た。私は会う事を楽しみにしていると伝言して電話を切った。




　土曜日の午後夫の車で有馬へ向かった。宿の場所は覚えていた。
　玄関先で車を降りると、るゐさんと番頭さんが丁寧に迎えてくれた。
　私はるゐさんに歩み寄って手を取る。
「お元気でしたか？」
「はい、ようこそおいで下さいました」彼女は立派な女将の態度でそう言った。
「約束どおり夫と来ました」私が言う。
　彼女は微笑んで夫にも言う。「ようこそおいで下さいました。どうぞごゆっくりおくつろぎ下さい」
「ありがとう。お世話になります」夫が答えた。



　私達はるゐさんに案内されて、前に泊まった離れへ行く。
　部屋に入って障子を閉めた途端にるゐさんが私の私の手を取って泣き出した。
「るゐさん。大丈夫？」私が言う。
　彼女の目から止めどなく涙が溢れる。私は暫くそのまま抱き締めて泣かせた。愛おしかった。とても無理をしていたのだろう。彼女は肩を震わせながら泣いた。暫くそうしておいて、私は彼女を座らせた。
「るゐさん、よく頑張ったのね」
「めぐみさんこそ・・・」
「私はもう大丈夫よ。随分泣いて入院までしたけど、もう立ち直ったわ」
「そう、辛かったわねぇ」彼女も少し落ち着いて女将の顔に戻りつつあった。そして夫に謝る。
「取り乱してしまってすみません。めぐみさんの顔を見たら突っ張っていたものが外れてしまったみたいで」
「構わないですよ。気にしませんから」夫が優しい声で言った。
「るゐさん。先日正巳君が見えられましたよ」
「そうですか。小さい時に手放した子で・・・。不憫な子です」
「いろいろご事情があられたのでしょう。でも、とても素直な良い子ですね」
「そうでしょうか？それだったらそれもあの方のお陰です」
「正巳君の持って生まれたものですよ」



　女将の顔にもどってるゐさんが言う。「食事はどうされますか？」
「こちらで戴きます。七時ぐらいに用意して下さい」
「畏まりました。では、ごゆっくり」そう言って彼女が立ち上がった。
「るゐさん。お化粧直した方が良いわよ」私が声をかける。
「はい」彼女はそう答えて、化粧の崩れた顔で笑って見せた。私はそれをとても可愛いと思った。

「梶君の関係で知り合ったの？」夫が言った。
「ええ、彼の愛人の一人」私が答えた。
「信じられない」夫は首を振って言った。
「どっちでも良いわ。信じても、信じなくても」
「僕、今日はめぐみに話したい事が有るんだ」
「何？」
「僕達離婚しないか？」
「そう。それがあなたの詰論なのね」私はあまり驚かなかった。
「君に異論はない？」
「もちろんよ。今まで本当にありがとう。そして、あなたを傷つけてごめんなさい」
「でも、僕は君と別れたくないんだ」
「どう言う事？」
「でも、君の夫で居る自信が無い」
「あなたは立派な、いいえ、立派すぎるぐらい良い夫だわ」
「でも、君は病院でずっと梶君の名前を呼んでいた。僕は梶君にかなわないんだと思い知らされた」
「そうだったの。ごめんなさい。私、全然知らなかった」
「君のせいじゃない。君の精神状態が正常で無い事ぐらい僕にも分かったからね。でも、やっぱり大きな敗北感を感じたよ」
　私はそれに対して何も言えなかった。夫が続ける。
「そして、もう梶君は居ない。僕は負けたまま戦う相手を失った。もう一度やり直したいんだ」
「新しい人生？」
「もう一度君とやり直したい」
「あなたを敗北へ追い込んだ私と？」
「もう一度恋人からやり直そう。もちろん君が嫌でなければだけど」
「どう言う事？」
「君の中から梶君が居なくなるまで、僕は待つ」
「それならきっと無理。彼は私の中に住み着いているから。それを私は追い出すつもりもないし。だから、あなたは新しい人とやり直した方が幸せじゃないかしら？」
「君は僕を必要としないって言う事かい？」
「違う。私は前にも言ったようにあなたを愛しているわ。でも、同じように春樹も愛しているの。右手と左手のどちらが好きかって尋ねられても答えられないようにね。春樹は勝手に行ってしまった。そして、あなたも行ってしまう。それでも私は此処に残るの。それも一つの人生だと思うわ。それに、春樹と再会した時からそうなるのは覚悟していた。だから私は何も驚かないし、あなたの決断に従うつもりよ」
「僕だった最初のうちは随分戸惑った。でも、慣れてしまえば何とも無かったんだ。いつか君は戻ってくれるだろうって思ってたし。でも、そんなに簡単なものじゃなかった。梶君を呼びながら青白い顔をしてベッドの上で涙を流す君を見ているといたたまれない気持ちになった。でも、逃げ出したかったんじゃない。とても愛おしかったんだ。十五年も一緒に暮らして、あんなに無力で、一途な君を見た事が無かった自分に腹が立った。もう一度君とやり直したいと思ったよ。もっともっと君の事が知りたい。本当の君を愛したいってね」
　私はその言葉に答えるすべがなかった。
「だからもう一度やり直そう。恋人から。そして、君の中から梶君がいなくならないんだったら、それごと僕が君を受け入れられるようになるまで待ってくれないか？生活を変える必要なんて無い。ただ、気持を切り替えたいんだ。今のまま同じ家に住んでいればいい。そして、休みには二人でドライブしよう。もっと僕達は知り合う必要が有ると思うんだ」
「あなたの好意に甘えて良いのかしら？」
「君は君のままでいれば良い。僕は本当の君を愛したいんだから」



　私は涙が溢れるのを止められなかった。夫は立ち上がって私の傍に来ると、後ろから抱えるようにして抱き締めてくれた。私は泣きじゃくりながら振り向き、彼の胸に顔を埋めて泣いた。夫は頭を撫で、背中をさすってそんな私を抱き締めてくれた。
　春樹の胸で泣いた時と同じだった。荒魂、和魂。
『めぐみ、そのまま受け入れるんだ。相手をじゃなく、自分をね』龍がそう言った。
『姉さん。そうだよ。自分自身を愛すれば良い。それが一番大きな愛だ』春樹の意志が感じられた。
「めぐみ。僕は君に愛してもらいたいんじゃない。僕が君を愛したいんだ」くぐもった柔らかな夫の声が、胸を伝わって聞こえた。

　その夜、私達は二人でお風呂に入り、女将の心づくしをいただいて、本当にのんびりとした。そして、次の朝にはまた二人の家に戻った。

　次の週に、有馬で夫が言ったように離婚届を出した。形だけの事だった。しかし、それは思ったよりも心を軽くする効果があった。要するに私達は同棲生活をしているだけなのだ。
　元夫の彼は、夫の時よりも焼き餅妬きになっていた。それには少し閉口したが焼き餅妬きなのは私も同じだと言う事も知っていた。しかし、彼が私に焼き餅を妬かせる事は無かった。きっと用心深く上手に彼女を作っているのだろう。
　私の仕事は順調だった。浩二君との仕事もうまく流れ出したし、実入りの良いものも結構あった。
　正巳はたまにやって来る。ただ遊びに来るだけの事もあったが、難題を抱えて来る事もあった。自分で処理しきれない霊的な問題を持ち込んで来るのだ。その難題を、正巳と春樹と私で何とか解決する。
　私はそろそろあまりに時間を取る時にはメモリーから時間給を取ろうと思っている。それほど問題が複雑化して来ていた。世の中、やっかいな事が多すぎる。
　まぁ、死んだ男とその愛人だった男と女が一緒にいて、何かをすると言うのが一番やっかいな事だったかもしれないが・・・。
　その話はまた別の機会にでも・・・。













    奥付
    
 不思議で深い愛の物語。


いかがでしたでしょうか？


この後、死んだ男と、残された愛人たちの物語に続きます。


もし良かったら、続編も宜しくお願いいたします。
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